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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










　昔々、あるところに、山羊やぎのお母さんと七匹ひきの子やぎが住んでいました。

　ある日、お母さんやぎは森に食べものをとりに行くことにして、子供たちを呼び集めて言いました。

「いいかい、みんな。おかあさんは森に行くから、おるすばんをお願いね。狼おおかみによく気をつけるのですよ。狼が家に入ってきたら、お前たちはみんな丸かじりにされてしまいますよ。狼は声はしゃがれているし、足も真っ黒だから、すぐに分かりますからね」

「はーい。ちゃんと気をつけるから、心配しないで」

　子やぎたちは声をそろえて答えました。お母さんやぎはそれを聞いて、安心して出かけていきました。

　さて、お母さんやぎが出かけていくらもしないうちに、戸を叩たたくものがありました。

　トントン。

「おかあさんですよ。あけておくれ。おみやげを持ってきましたよ」

　しかしその声はしゃがれていたので、子やぎたちはすぐに狼だとわかりました。

「あけないよ。お母さんの声はそんなにしゃがれてない。おまえは狼だ！」

　子やぎたちは言いました。すると狼はお店で白はく墨ぼくを一本買ってきて、それを食べて声を良くしました。

　トントン。そしてもう一度、戸を叩たたきます。

「おかあさんですよ。あけておくれ」

　しかし狼おおかみは真っ黒な前足を窓板にかけていたので、子やぎたちは言いました。

「あけないよ。お母さんの手はそんな真っ黒じゃない。おまえは狼だ！」

　狼はパン屋のところにかけつけて、足をいためたと言ってこねたパン生き地じを足になすりつけてもらい、さらに粉ひきのところに行って脅おどしつけ、その足に白い粉をかけてもらいました。

　そして、トントン、と三度目の戸を叩きます。

「おかあさんですよ。かえってきたから、あけておくれ」

　今度は声もきれいで足も白かったので、子やぎたちはお母さんが帰ってきたのだと思って戸を開けました。

　しかし入ってきたのは、狼でした。子やぎたちは慌あわてて、一匹ぴきめは机の下へ、二匹めはベッドの中へ、三匹めはストーブの中へ、四匹めは台所の中へ、五匹めはタンスの中へ、六匹めは洗せん濯たくたらいの中へ、七匹めは振り子時計の中に、飛び込んで隠かくれました。

　しかし狼はそれを片かたっ端ぱしから見つけだして大きな口で吞のみ込んでしまいました。ただ時計に隠れたいちばん小さな子やぎだけは、狼に見つけられずにすみました。狼は食べるだけ食べると、よろよろと外に出て、木の下に寝転がって寝てしまいました。それからいくらもたたないうちに、お母さんやぎが帰ってきました。

　お母さんやぎは、家の戸が開けっ放しになっているので、とても驚きました。そして家の中には子やぎたちの姿が一匹も見えないので、順番に名前を呼びました。お母さんやぎが最後に末っ子の名前を呼んだとき、時計の中から返事がしました。お母さんが末っ子を時計から出してやり、その話を聞いた時の悲しみようといったら！

　そうしてお母さんやぎと末っ子が、泣く泣く外に出てみると、草っ原に生えている木の根元に、狼が大いびきをかいて眠ねむっていました。

　見ると狼の膨ふくれ上がったおなかが、ぴくぴくと動いています。

「もしかすると、食べられた子供たちがまだ生きているのかもしれない」

　そう考えたお母さんは、はさみと針と麻糸を家から持ってくると、狼のおなかをはさみで切りひらきました。じょきり、とひとはさみ切ったかと思うとまずは一匹。そしてじょきじょきと切っていくうちに、六匹みんながのこらずケガもなく飛び出してきました。

　お母さんも、子供たちも大喜び。

「さ、みんな。そこいらから石を持っておいで。狼のお腹なかに詰め込んでやりましょう」

　お母さんに言われた子供たちは大急ぎで石ころを運んできて、それを狼のおなかに入るだけ詰め込みました。それからそのお腹を、お母さんが目にも留まらぬ早はや業わざで縫ぬい合わせました。

　狼はてんで気づきません。眠るだけ眠った狼はやがて目を覚ましましたが、胃い袋ぶくろに入った石のせいで喉のどがカラカラだったので、泉に水を飲みに行きました。

　ところが起き上がってからだを動かすと、おなかの中で石ころがぶつかりあってゴトゴトと音を立てました。そして泉のふちへ行って水を飲もうと身をのり出したはずみに、重たい石ころのせいで水の中に落ちてしまい、むごたらしく溺おぼれ死んでしまいました。

「おおかみが死んだ！　おおかみが死んだ！」

　子やぎたちはそれを見て、うれしさのあまり、お母さんといっしょに泉の周りを踊おどりまわりました。





────グリム童話『狼と七匹の子やぎ』









　　　間章　　赤ずきんは村のそと







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無慈悲で公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　この土地を囲んでいる山林を臨み、住宅よりも更さら地ちが目立ち始めた町の外がい縁えん部ぶ。

　すっかり日が沈み、厚い雲に覆おおわれた空の下、めっきり人家が減ったため暗くら闇やみに包まれた道を、三人の少年少女が、黙々と歩いていた。

　先頭を行くのは、キャンプ用の大きなザックを背負った馳はせ尾お勇ゆう路じ。

　そしてその後に続いて歩いているのが、パジャマ姿のまま家を連れ出された斎さい藤とう愛まなと、赤いバンダナを三角巾きんのように頭に巻いた田たの上うえ瑞みず姫き。

「………………」

　黙々と歩く三人の周囲に満ちるのは、梅雨つゆを感じる、湿しつ気けた感かん触しよくの生温い空気。

　そんな空気に満たされた夜の闇の中を、アスファルトを踏む三人の足音が、てんでばらばらなリズムで、淡々と響いている。

　同時に聞こえるのは、勇ゆう路じが襟えり元もとと袖そで口ぐちにつけている、いくつもの大きな安全ピンが立てる小さな音。それと、彼らが立てている音の中でも最も大きく聞こえるのが──────マナが勇路の後を追って歩きながら、延々とすすり泣いている声だった。




「……ひっ……ひっく、ひっく……」

「………………」




　ぐずぐずとしゃくり上げる、そんなマナの湿しめっぽい声。

　勇路はその声を背中の向こうに聞きながら、警戒と緊張と苛いら立だちとが露あらわな硬い表情で、夜の道を歩いている。

　人家や街灯の明かりは多くないが、それを避けるように。

　足取りは勇路からすると非常に遅い。足の遅い二人の同行者に合わせているからだ。

　三人は、逃亡者だった。

　勇路たちは逃げていた。マナの友達である岡おか知ち沙さ都とを殺し、そして次にはマナを殺そうとするはずの〈雪の女王〉から、マナを守るため夜よ闇やみの中を逃げていた。

　着の身着のままで連れ出されたマナは、知沙都の死を勇路に告げられてからというものずっと泣きっ放しだった。泣きながら親の後をついて行く幼い子供のようなマナの姿は、まるで勇路がいじめて泣かせたようにも見えて、勇路としてはあまりいい気分ではない。

「ひっ、く……ひっ……く」

「急ぐぞ」

　背中の向こうにそう声だけをかけて、先を急ぐ勇路。

　その勇路の態度に苛いら立だちが混じっているのは確かだったが、とにかく先を急ぐ必要があるのも、また事実ではあった。

「あいつらに見つかる前に、隠かくれねーと」

「……う……ひっく、なん……何で……」

「だから、さっきも言ったろ。あの〝事件〟をお前らのせいだと思ってる奴やつらがいる。霊れい能のう者しやにも色々いるんだ」

　泣き続けるマナが繰り返す問いに、勇路はやはり繰り返して、かつて聞いたことのある一部の〈騎き士し〉の現実を口にした。

「関係者全員ぶっ殺せば楽々解決だ、って奴らがな」

　しかし秘密の暴ばく露ろに近いその説明にも、勇路にしては忍耐強い説得にも、マナが泣き止やむことはなかった。

「な……ぐすっ、何で……」

「……だから説明してるじゃねえかよ……」

　ぐすぐすと泣きながら繰り返す問いも、止まることはない。

　かといってそんなマナを怒鳴りつけるわけにもいかず、勇ゆう路じはうんざりと肩かたを落とす。マナが求めているのがそんな説明などではないということに、機き微びや共感など学んだことがない勇路は、気づきようもない。

「とにかく……隠かくれ家がについてからだ。そしたら何でも聞いてやるから」

　勇路は言った。

　苛いら立だちは積もるばかりだったが、それでも勇路の願望実現の手段であり、欠落を埋うめる唯一のものである、〈騎き士し〉としての使命感は揺らぐことはなかった。

　だからうんざりし、また話しかけながらも、勇路の足は止まらない。いま勇路たちが向かっているのは以前に見つけて、いつか隠れ家として使えるかもしれないと思い、ストックしていた場所の一つだった。

　この地区の、コミュニティセンター。

　その実態は横文字の名前に似合わない消防倉庫を兼ねた平屋の集会所だが、実はこの建物は窓の鍵の一つが壊こわれていて、簡単に中へと忍び込めるのだ。

　とりあえず今夜のところは、ここに身を隠す。いくつかストックしてある中でも虎とらの子の隠れ家だったが、勇路一人ならともかく、虚きよ弱じやくなマナがいる現状では野宿同然になるような場所を使うわけにはいかなかった。

「……」

　勇路には、自負があった。

　この町で最も〈騎士〉として資質があり、さらにこの町についての知識を持っているのは自分だ。笑え美みさんではない。

　例えば笑美は、コミュニティセンターの鍵のことなど知らないだろう。

　そして笑美は身内意識を〈ロッジ〉の内部に向けがちで、一般人の救出よりもメンバーの安全を優先する判断をすることが多いが、勇路はその方針についても、笑美の〈騎士〉としての資質の欠けつ如じよだと思っていた。

　勇路の認識は、解釈は、笑美とは違う。

　つまり勇路にとっての〈騎士〉とは身内を守るものではなく、その命をかけてでも、〝普通の人間〟を守ることを使命とするものだった。

　簡単に被害者を殺すことを決断するのが、〈騎士〉のやるべきことなのか？

　絶対に違うはずだ。だから勇路はマナを守るため、こうして〈ロッジ〉の方針と、〈雪の女王〉に真まっ向こうから逆らって、マナを連れて逃げているのだ。

　勇路の願望は、皆から認められ、一いち目もく置かれる英雄になることだ。

　例え自分や仲間を犠ぎ牲せいにしてでも、ただの人間を守る者こそが勇路の理想の〈騎士〉だ。

　人々を守らない者は、英雄ではない。敵てきを倒すのではなく、これから敵の犠ぎ牲せいになろうとしている人々を、敵の手にかかる前に殺してしまうというやり方は、間違っても〝勝利〟であるはずがない。

　認めるわけにはいかない。〈雪の女王〉も、笑え美みも。

　だから勇ゆう路じは、勇路としての〈騎き士し〉の戦いをする。

　自分のやり方で皆を守り、その結果として皆に認められる。

　それが勇路の宿しゆく願がんだ。かつて幼い頃の勇路自身が、母親に守られず、認められなかった、それがゆえに。

　だが────




「…………くそっ！」




　だが、どういうことだ？

　理想の〈騎士〉としての行いをしているはずの自分の心に、塊かたまりのように引っかかっている、この後ろめたさと恐れは何だ？

　必死で理想を考えて自分に言い聞かせている、この言い訳がましさは何だ？

　マナの身を守るためのこの逃亡に、ただそれだけのものではない恐れと切迫を感じているような、そんな気がするのは、一体どういうことだ？

　いや、自分の行いに、不安はない。

　怖れてなどいない。〈雪の女王〉も、笑美も、大人も、怖れてなどいない。

　いや────違う。それは自己欺ぎ瞞まんだ。認めるべきた。

　不安はある。怖れもある。認めよう。そして自分のすべきことは、それに耐えて克服し、初志を貫かん徹てつすることだ。

「ひっく…………ひっ……」

「……くそっ」

　これでも多少落ち着いてきているマナのすすり泣きを背後に聞きながら、勇路は胸の中の塊を吐はき出そうとしているかのように、腹の底から呟つぶやいた。

「『赤ずきん』の予言だ？　そんなのに踊おどらされてる連中に、負けてたまるかよ……！」

　決意を込めた、呻うめきにも似た勇路の低い呟き。

　勇路の目から見れば〈雪の女王〉は、それを呼び込んだ笑美も含めて得体の知れないものを妄もう信しんしている狂信者だった。〝予言〟などというそんなものを根こん拠きよにして、すでに終わりかけている〈泡ほう禍か〉の関係者を殺して回るなど、正気の沙さ汰たではなかった。

「くそっ……！」

　そんな思いが口にさせた、恐怖混じりの決意の呟き。

　誰に聞かせたつもりもない独白。しかし勇ゆう路じの声など聞いていないだろうと思っていたマナが、こんな時に限ってしっかり聞いていたようで、しゃくり上げながら勇路へと疑問の言葉を発した。

「……ひっく……あ、赤ずきん？」

「…………」

　いきなり問いを投げかけられて、勇路は数すう瞬しゆん、押し黙った。

　逡しゆん巡じゆん。しかし勇路はしばしそうして押し黙った後、今までよりもさらに声を低くして、明らかにマナに聞かせるつもりのない声で吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「……この事件が、『赤ずきん』の話そっくりになる、って言ってんだよ。奴やつらが」

　舌した打うちせんばかりの言葉。

「なんだそりゃ？　そんなの見たことねえよ。どう見てもこの事件はもう終わってる。なのにあいつら……」

「……？」

　マナに理解させる気はなかった。聞こえなくてもよかった。ただ自分の胸の中だけに収めておくには憤ふん懣まんが大きすぎて、とにかく言葉の形にして吐き出したかったのだ。

　大人おとなたちへの憤懣を吐き出して、落ち着きを取り戻すため。

　大人たちへの非難を言葉にして、自分を鼓こ舞ぶするため。




　つまり────目の前で知ち沙さ都とを容易たやすく抹まつ殺さつした〈雪の女王〉の姿に、不覚にも感じてしまった、〝恐怖〟を抑おさえ込むために。




　この逃亡劇を恐れゆえの逃とう避ひではなく、勇気ある撤てつ退たいにするために。

「う……ふえっ……？」

「……うるせえな。斎さい藤とうは分かんなくていいんだよ」

　不可解そうなマナの声に、勇路はそれ以上説明する気はなく、ただそう言い捨てた。

「ひっ……う……赤ずきんって……何が……？」

「いいから忘れろ」

　取り合わない勇路に、マナが湿しめっぽく押し黙る。

「……う……」

「………………ああもう、悪かった」

　そんなマナの様子に勇路は大きく溜ため息いきをついて声の調子を緩ゆるめると、そう言って俯うつむけていた顔を前へと向けた。

「おれの事情でお前に当たっちまっただけだ。悪かった。忘れてくれ」

　そして勇路は、声に力を込めて言う。

「でもこれだけは言っとくぞ。斎さい藤とうは…………何も心配しなくていいからな」

　先ほどの呟つぶやきは、ともあれ己おのれを鼓こ舞ぶする役には立った。

「とにかく、おれに任せろ」

「……」

　そうだ、負けるわけにいかない。

　勇ゆう路じはそう心に力を込めて、不可解そうな泣き顔のマナと、無表情に黙ったままの瑞みず姫きを連れて、暗くら闇やみのなか先へと足を踏み出していった。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして悪夢の、続きが始まる。
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　　　六章　　この路はオオカミの塒に
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　この日の〈アプルトン・ロッジ〉の夜は、白しら野の蒼あお衣いの切迫した声から始まった。




「……え、笑え美みさんすいません！　今すぐ神か狩がり屋やさんに連絡を!!」




　入口の格こう子し窓風のドアが「ばん！」と開け放たれ、いくつもの金属棒ぼうが吊つり下がった形のドアベルが立てる壊こわれたような騒そう音おん。そんな騒々しい音と共に入店した蒼衣を見て、カウンターの向こうに立っていた四し野の田だ笑美が目を丸くして声を上げた。

「！　どうしたの!?」

「雪ゆき乃のさんが……！」

　ドアを開けた格好のまま入口に立ち尽くした蒼衣の背中には、ぐったりと力の抜けた人間の体温と重みがあった。そして肩かたの辺りには頭の重みと、今にも途と絶だえそうに細い、浅く切迫した呼吸。

　そうする間にも、玄げん関かん先さきにぼたぼたと大粒の雨のように滴したたり落ちる、大量の血。

　時とき槻つき雪乃だ。蒼衣は意識を失った雪乃を背負い、息を切らせて必死に走り、この喫茶店『アプルトン』まで戻って来たのだ。

　蒼衣も相当に血の気が引いた顔をしていたはずだが、雪乃の顔色はその比ではなかった。

　元々抜けるように肌はだの白い雪乃の顔色はもはや紙のようで、その原因になっている傷の刻まれた左ひだり腕うでと、まるで轢ひき潰つぶされたかのようになった右足が、さらに雪乃の体から血を失わせようとして、出血を続けていた。

　真っ白な左手を、真まっ赤かな血が伝う。

　そして酷ひどい出血と内出血のせいで、凄すさまじい色に変色した、肉の裂さけた皮袋のようになった赤黒い右足。

　それぞれから滴り落ちる血が、道路に、床ゆかに、無数の染みを穿うがっている。

　雪乃の着ているゴシックロリータの衣い装しようもぐっしょりと血を吸って、ここまで運んで来た蒼衣が着ている白いシャツとモスグリーンのズボンも、すでに制服としては見る影もないほどに雪ゆき乃のの血で汚よごれていた。

「……止し血けつは？」

　ダイレクトメールと思おぼしき封筒を何故なぜか包ほう丁ちようで開封しようとしていた笑え美みは、それらを台に置くと、緊張した表情で蒼あお衣いに訊たずねた。

「ま、まだです」

「じゃあもう遅いかもしれないけど、その辺りに寝かせて、怪け我がしてる足と腕うでの付け根を紐ひもか何かで強く縛しばって」

　答えを聞いた笑美はふわりとしたこれまでの印象からすると、意外なほどてきぱきと蒼衣に指示すると、カウンターの向こうの電話の受話器を取った。

「今から神か狩がり屋やさんに電話してあげるから」

「わ、わかりました……！」

　慌あわてて蒼衣が雪乃を背負って中に入り、店の中が一気に慌あわただしくなった。

　そんな店の中を開けっ放しにされた入口の外から、血の跡あとと店を隠かくすように蒼衣から指示されている、田たの上うえ颯さつ姫きが、心配そうに覗のぞき込んでいた。




　…………………………
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　数時間後、笑美の連絡を受けた神狩屋が大急ぎで到着した頃。

　夜も更ふけた〈アプルトン・ロッジ〉の状況は、すでに混迷を極めていた。

　勇ゆう路じの逃亡に、雪乃の大怪我、そして雪乃に怪我をさせたのが勇路であるという事実。

　それだけでも〈騎き士し〉として活動できる人間がもはや笑美しか残っていない〈ロッジ〉を機能不全にするのには充分だったが、そんな折にとどめとして入ってきたのが〈葬そう儀ぎ屋や〉からもたらされた、斎さい藤とうという家で発見したという、複数の異状死体の報告だった。




「……困ったわねえ」




　椅い子すやテーブルが乱雑に隅すみに寄せられ、まるで惨さん劇げきの現場のように床ゆかが血ち塗まみれになった店内を、笑美がカウンターから眺ながめながらそう呟つぶやいた。

　床に毛布が持ち込まれ、すっかり血で汚よごれたそれの上に雪乃が寝かされた店の中。そこには蒼衣を含めた〈騎士団オーダー〉関係者が、それぞれの疲労と深刻さを帯びた表情で顔をつき合わせていた。

　テーブル席は床ゆかを空けるために全すべて寄せてしまったので、蒼あお衣いと颯さつ姫き、神か狩がり屋やはカウンターの椅い子すに座っていた。そのカウンターの中にはエプロン姿の笑え美みがいて、そして今は店にいないがもう一人、かつてこの〈ロッジ〉で〈騎き士し〉を務めていたらしい織おり作さく健けん太た郎ろうというバーテンダー姿の男性が、別の仕事のため一人駆かり出されていた。

「……とりあえず……勇ゆう路じくんの隠かくし事が分かったわ。その死体があったお家の斎さい藤とうさんは、勇路くんのお友達の斎藤さんね」

　そんな疲労した雰ふん囲い気きの店の中で、笑美が自分の身体からだを抱だきしめるような腕うで組ぐみをして、そう溜ため息いき混まじりの声で言った。

　笑美が言ったのは、〈葬そう儀ぎ屋や〉が三人分の死体を発見したという、家のことだ。

　その死体の中の一つは、いまこの町で行方ゆくえ不明になっていると報じられている新しん宮ぐう律りつ子こという少女だ。しかしその律子の死体は蒼衣たちが、すでに神社森の中で、胴どう体たいがない状態のものを発見した後だった。

　つまりそこで見つからなかった残りの一部が、その斎藤家で〈葬儀屋〉の手によって発見されたということ。

　なぜ森にあった死体の残りが、その斎藤家で見つかったのかは分からない。

　そもそも蒼衣たちは、その斎藤という家や人物のことを、何一つ知らない。

「斎藤さんちの娘むすめさんは知ってるわ。マナちゃんっていう、勇路くんの幼おさな馴な染じみよ」

　笑美は言った。しかしその肝かん心じんの斎藤愛まなは、家からは姿も見つからなかったようだ。

　家は誰もいないもぬけの空で、寝室から見つかった死体は、その家の主人である斎藤夫婦のものだった。つまり笑美が言っている勇路の幼馴染であるマナという少女の、両親だ。

　三人家族のうち二人は死体で見つかり、娘むすめは行方知れず。

「────死んでたのがあの家の夫婦だってのは、助手の可か南な子こさんが免めん許きよ証しようで顔を確認したらしいので確実ですよ」

　今は〈葬儀屋〉といるはずの健太郎が一時的に現場から帰って来た時に、家や捜さがしを手伝わされたことに対する大おお袈げ裟さな愚ぐ痴ちと共に言ったのを聞く限りでは、そういうことになる。

「褒ほめて下さいよ。薄うす気き味み悪い死体がある家の中で、その家にもう何もないか、探す羽は目めになったんですからね」

　報告しがてらに、まくし立てるように言う健太郎の言葉が思い出された。

「……まあ、もっとも僕が探したのは死体のある二階じゃなくて、一階の台所でしたけど。スーツのポケットから免許証見つけたのも、可南子さんですけど」

　こんな調子。健太郎のように雰囲気に陰が少ない〈騎士団オーダー〉関係者に会ったことは少ないので、蒼衣としては物珍しくて印象に残った。クラスメイトの敷しき島しまを思い出す。

　別の用事を再び言いつけられた時も、

「やっと死体から帰って来たのに!?」

　と、悲鳴のような声を上げていた。

　怖いものや危あぶないものが大だい嫌きらいらしい。そんなところも敷しき島しまに似ていた。

　まあ、それはともかく…………そんなわけで、斎さい藤とう愛まなの行方ゆくえは知れない。

　そして、そんな斎藤家で見つかった死体は、それぞれ複数の手足が無む作さく為いに切断されて、胴どう体たいにはぎっしりと石が詰め込まれていたそうだ。

　まさしく『赤ずきん』の、狼おおかみのように。

　ようやく得た、『赤ずきん』に繫つながると思われる話だ。

　どういうことなのか、よく考える必要がある。それが蒼あお衣いの役目だ。しかし今はまだ手がかりとしては小さい上に、いま抱かかえている重大な問題がそのことばかりではないため、まとまった推論は出せそうになかった。

「……勇ゆう路じ君、ですか……」

　カウンター席に肘ひじを置いた神か狩がり屋やが、口を開いた。

「彼はこの〈泡ほう禍か〉について、どこまで何を知っていて、どういうつもりで隠かくしているんでしょうね……」

「ええ、そうね……」

　そう、当面のところ最も重要な話はそれ────つまり勇路がこの事件にどこまで関わり把は握あくして隠しているのか、もっとはっきりと言ってしまえばどれだけ危険な行動をしているのかという、その点だった。

「友人の女の子が二人も行方不明で、それを助けようとしているということでしょうか？　だとしたら勝算あっての行動である限りは、そう煩うるさく言うこともないんですが……」

　神狩屋は優しく濁にごした物言いはするものの、この〈泡禍〉は普通ではないのだと、言葉の外に含ませていた。

「……」

　そして神狩屋は言いながらもずっと、床ゆかに横たえられている雪ゆき乃のの様子を観察していた。

　そして雪乃の口に血を含ませるために切った、自分の指先の痕あとを、所在なげに揉もむ。

　つい十数分ほど前に果物くだものナイフで十字に切った指先は、もうすでにその痕こん跡せきもなかった。神狩屋の〈断だん章しよう〉である〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉が、瞬またたく間に塞ふさいでしまったのだ。

　その血を飲まされた雪乃の怪け我がも、もう出血がない程度には塞がっていた。

　しかしブーツを脱ぬがされ包ほう帯たいを巻かれているその下にある右足は、まだどす黒い色に変色したままで、表面や輪りん郭かくは腐ふ敗はいを思わせる、見るに耐えない状態だった。

　傷が塞がるとはいえ、神狩屋の〈黄泉戸契〉も間違いなく〈悪夢〉の欠片かけらだ。様子を見ながら慎しん重ちように使わなければ、一度に強く働かせればどのような悪影響があるか分かったものではないのだ。

　そのためもどかしく思いつつも、雪乃の怪け我がは、まだこのまま置くしかない。

　痛みも酷ひどいだろう。苦しげな息をしながらも意識のない雪ゆき乃のの蒼そう白はくな額ひたいには汗あせの玉がびっしりと浮かんでいて、たとえ意識を取り戻しても、とても歩ける状態にはないだろうことは明らかだった。

　それでも蒼あお衣いが見た最初の、血で膨ふくれた皮袋のような状態より遙はるかにマシだったが。

　蒼衣がそんなことを思い出しながら気き遣づかわしげに雪乃を見ていると、その様子を見ていた笑え美みが、カウンターの向こうで蒼衣の席の傍そばに立った。

「本当に勇ゆう路じくんにも困ったものだわ。まさか雪乃ちゃんに〈断だん章しよう〉を使うなんて……」

「…………」

　笑美は蒼衣と並んで雪乃を眺ながめると、どこか暗いものを含んだ、困こん惑わくの表情で言った。

　頰ほおに手を当て、その肘ひじを支えるように腕うで組ぐみした笑美は、申し訳なさげな声で、蒼衣たちに謝罪の言葉を口にした。

「ごめんなさいね。勇路君のしたことは、絶対にしちゃいけないことだわ」

　目を伏せて、悲しげに。

「関係ない人を〈断章〉で傷つけたら、私たちは〈潜せん有ゆう者しや〉どころじゃない、〈異い端たん〉以下の存在だわ」

「いえ、そんな……」

「そんなことは〈断章保持者ホルダー〉ならみんな分かってることだと思ってたけど、あの子はそうじゃなかったのかしら。きっと世話役の私が至らなかったのね。ごめんなさい。もう少しで取り返しのつかないことになるところだったわ」

「いえ……」

　蒼衣はその言葉に対して微かすかに眉まゆを歪ゆがめると、笑美を振り返って応じた。

「いえ、あれは…………仕方ないと思います」

　蒼衣は取り成す。

「誤解されても仕方ない状況でした。説明する暇ひまもありませんでしたし……雪乃さんも脅おどかしすぎました」

　蒼衣の、正直な感想だ。

　そこに笑美や勇路への気き遣づかいをいくらかは含んでいるにしても、あの状況では仕方がなかったという、その思いには変わりない。

　蒼衣は思い出す。こうして雪乃が勇路から攻撃を受け、重傷を負うことになった経けい緯いは、風乃が〈泡ほう禍か〉の浮かび上がった気配を感じ取って、そこに蒼衣たちが向かったところから始まっていた。




　　　　†




　……あの夕刻、何があったか。




『────浮かんだ』




　あのとき蒼あお衣いたちは、その風かぜ乃のの声を聞くやいなや駆かけ出した雪ゆき乃のを追う形で、神社森を抜けて、夕ゆう闇やみの住宅地を走っていた。

『真まっ直すぐ。近いわ』

「…………」

　笑みを含んだ風乃の声に従って先行する雪乃と、遅れる颯さつ姫きを庇かばいながら追う蒼衣。

　そして走る三人を背後から瞬またたく間に追い抜いて、アスファルトや塀へいを恐ろしい速度で覆おおい尽くしながら広がってゆく、生きた絨じゆう毯たんのような無数の真まっ赤かな〝蟲むし〟の群れ。

　自分たちの存在を隠かくす颯姫の〈食害〉が塗り潰つぶす赤の中を、黒と白のコントラストが強い、ゴシックロリータの雪乃が駆けた。

　手には赤いカッターナイフ。目の前に伸びるのは、人通りのない住宅地の道。

　同じ顔をした建売住宅が並んでいるごく普通のはずの住宅地は、人の気配がないという、ただそれだけでえもいわれぬ不ぶ気き味みな空くう虚きよ感かんを帯びていた。そしてそんな町の、そんな道の、そんな特徴のない十字路を曲がった頃────蒼衣は徐じよ々じよに、肌はだに感じる路地の空気が変質しつつあることに気づき始めていた。

「…………………………」

　気づけば走っているせいではない別のものが、心臓を圧迫し、鼓こ動どうが早まっていたのだ。

　徐々に息が重くなる。路地に満ちる空気が、街を覆おおう大気が、蒼衣の向かう道の先から、例えるなら冷蔵庫から流れ出した異質な空気がゆっくりと混ざってゆくように、温度を下げながら変質していた。

　走っている自分の頰ほおに触ふれている空気に、そんな〝錯覚〟を感じていた。

　あるいは〝事実〟を。少なくとも空気を感じている剝むき出しの肌は、明らかに本能が忌き避ひする何かに向かって、蒼衣が近づいていることを、今にも鳥肌が立ちそうな感覚によって察知していた。

　知っている感覚だった。

　うっすらとした、〈悪夢〉の感覚だ。

　そんな空気が満ちた景色けしきの中を、雪乃は仇かたきへ向かって疾しつ走そうする復ふく讐しゆう者しやのように、走る。

　いや、例えではなく文字通りの〝復讐者〟である雪乃は、路地を駆け抜け角を曲がって、やがて家と家の隙すき間まになった小さな暗がりの路地の前で、髪かみと衣い装しようを翻ひるがえして、身構えるように立ち止まった。

　すぐに蒼あお衣いも追いついて、颯さつ姫きと共に隣となりに立つ。

　何かの用地計画の不備によって生まれたのだろう、三方の家からの塀へいと勝手口が接した、とても使い物になりそうもない細くて暗い袋ふくろ小こう路じが、そこには暗がりに沈むようにして黒々と口を開けて存在していた。

　そして、




「……うっ！」




　路地から流れ出す、むせ返るほど強い血の臭においを吸い込んで、蒼衣は思わず呻うめいた。

　その袋小路には、まるで風ふ呂ろ場ばの湯気のように、湿度と質量を感じる強烈な血の臭いが一杯に満ちて、蒼衣たちのいる通りへと猛もう然ぜんと溢あふれ出していたのだ。

　路地から流れ出して、鼻の奥を突き、口から胸へと流れ込む生なま臭ぐさい湿しめった鉄の匂におい。

　そして街灯の明かりも届かず、かえってそれがわだかまる闇やみを濃くしている、墨すみに沈んだような暗い路地に、影となって立っている一人の姿。

　小こ柄がらな少女のものと思われる、背を向けてかがんだ人影。

　それを雪乃が睨にらみつけるようにして立ち、颯姫が袖そでで口元を押さえて、そんな暗くら闇やみと人影を前にした強烈な緊張を孕はらんだ沈黙の中で、蒼衣は乾かわききった口を開いた。




「……だ、誰……？」

「………………………………………………」




　答えは、ない。

　ただ答えの代わりに暗闇の中で、人影が身じろぎするように、もぞ、と動いた。

　無言の緊張。しかしそれを前にして立ち尽くすうち、徐じよ々じよに暗闇に目が慣れ始める。

　路地を塗り潰つぶす暗闇が、少しずつ希き釈しやくされるようにして色を薄うすめていき、そしてその中にいるモノのシルエットが徐々に細部を露あらわにしていった時──────やがてその全ぜん貌ぼうを把は握あくした蒼衣たちは、完全に息を吞のんで言葉を失なくし、その場に凍こおりついた。




「!!」




　暗闇の中から蒼衣たちの足元へと向けて、つーっ、と赤黒い液体が流れてきた。

　路地は血の海になっていた。そして暗いせいでタールのように一面真っ黒に見える水溜たまりの中に、暗くら闇やみに浮かび上がるように、真っ白な裸はだかの手足がバラバラに切断された状態で無む造ぞう作さに転がっていた。

　そんな中にしゃがみ込んでいる、少女の影。

　しかし露あらわになった〝それ〟は、少女の姿をしていながら、少女ではなかった。

　それは少女の胴体をした何かが、バラバラにされた少女の死体が転がる中にしゃがんで、少女の生首を手にしている姿だった。少女の服を着て、少女の手足をして、口づけでもするかのように生なま首くびに顔を近づけている〝それ〟は、しかしどう間違っても〝少女〟などではあり得なかった。




　白いのっぺらぼうの頭部が、血みどろの首を覗き込んでいたのだ。




　否。

　正しくは、子こ猫ねこを拾い上げるように首を捧ささげ持った〝それ〟は、髪かみの毛もない粘ねん土どの塊かたまりとしか言いようがない頭部を近づけて、強しいて形容するならば、その首に吸い付いていた。




　ずるり、




　とのっぺりと白い、頭部の。

　その顔に当たる部分が、あたかも溶とけたチーズのように、幾いく筋すじにも溶け伸びて垂れ下がっていた。

　そして血に塗まみれ虚うつろに目を見開いた少女の首に、どろーっと溶け伸びた先せん端たんが、触しよく手しゆのように絡からみついていた。絡みついた何本もの触手は、舌したのように首を舐なめ、吸い付き、まさぐり、アメーバが餌えさを取り込もうとしているかのように、ずるずると不気味に蠢うごめいていた。




　ずるっ、ずるっ、ずる……




　その陵りよう辱じよくに為なすがままの、幼さを残す首。

「………………!!」

　絶句する蒼あお衣い。しかしこれはまだ、終わりではなかった。

　不意に、少女の首に吸い付いていた溶けた頭が、張り付いたガムを引き剝はがすようにしてあっという間に離れたのだ。そして次の瞬しゆん間かん、少女の胴どう体たいの上に載のった頭部は蒼衣たちの目の前で、見る間におぞましい変形を始めたのだ。




　ぼこり、




　と突然、真っ白い頭部が大きく盛り上がり、歪ゆがんだ。

　そしてそれを皮切りに不定形の頭部は加速度的に変形を繰り返し、のっぺりとした粘ねん土どだった物体は、今や沸ふつ騰とうする水を閉じ込めたかのようにぼこぼこと激しく脈動し始めた。

「──────────────────!!」

　口があれば絶叫しているだろう苦く悶もんに似た激しい変形のさなか、〝それ〟が手に抱かかえていた少女の首が、ごとっ、と取り落とされる。血の海となったアスファルトの上にごろりと転がった首が見上げる中、たった今までその首に吸い付いていた〝それ〟は、しばし毒物を投与された軟なん体たい生物のような激しい出で鱈たら目めな変形を繰り返し、やがてある一点を境に臨りん界かいを越えたかのように、一気に一つの志向性をもって形を変えていった。

「!!」

　まるで、昆虫の変態を早回しにした映像のように。

　羽う化かするように大量の髪かみの毛が生はえた。

　膜まくが張るように瞼まぶたができた。

　鼻が盛り上がった。

　唇くちびるが割れた。

　溶とけて削はげ落ちるように頰ほおが成型され、顎あごが形作られた。

　そして粘土の塊かたまりだった頭部は瞬まばたきする間に、足元に落ちている少女の首そっくりに────擬ぎ態たいとしか形容のしようがない、おぞましい変形を遂げたのだった。




「…………………………!!」




　そこには、一人の〝少女〟が座り込んでいた。

　いま見た光景が、そして地面に散らばる寸断されたそっくりの死体がなければ、欠片かけらも疑いなど抱いだかなかったことは間違いない、完かん璧ぺきな一人の少女の姿が、そこにはあった。

　血の海の中に座り込み、俯うつむいて、髪の毛で表情が見えない少女。

　少女は俯いたまま、足元に手を伸ばすと、そこに転がっている自分と瓜うり二つの顔をした少女の生なま首くびから、その髪を結んでいる丸い飾りのついた髪留めのゴムをもたもたとした手つきで外し始めた。

「……い、〈異い形ぎよう〉……？」

　呟つぶやく、蒼あお衣い。

　その呟きに、風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが背後から身を乗り出すように姿を見せて、言った。

『……そうね。人間そっくりの〈異形〉だわ』

　横顔がうっすらと笑う。

『ちゃんと人間から〝変質〟した、正しい定義の〈異形〉かしら？　それとも人間に化けた、ただの受じゆ肉にくした純粋な〈悪夢〉かしら？　……まあどっちにしても〈異い形ぎよう〉だから、気兼ねなく殺せるわよ？　人間の形をしてるけど』

　そして風かぜ乃のはくすくすと、からかうように笑った。

『ねえ？　雪ゆき乃の』

「…………関係ないわ。殺すだけよ」

　蒼あお衣いの肩かたから乗り出すようにして、雪乃に向かって風乃が言う。

　それに対して雪乃は切り捨てるように答えると、路地の〝少女〟へと向かって、ブーツの足を一歩踏み出した。

　だがその瞬しゆん間かん、




「……!!」




　びくっ、と影の中の〝少女〟が、怯おびえたように顔を上げた。

　ほとんど影になっているが、それでも垣かい間ま見みえた〝少女〟の挙動は化物のものではなく、完全に怯えた少女のもので、その息を吞のむか細い気配が蒼衣のみならず雪乃の中にも一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを生み出した。

　これが形通りの少女などではないことを、蒼衣たちはその目で見て、知っている。

　しかしそれでもなお、自分の記き憶おくと判断に疑念を抱いだかせるほどの、あまりにも完かん璧ぺきな、少女の怯えの表情と気配。

　その戸惑いが、隙すきを生んだ。

　刹せつ那な、雪乃が足を止めたその瞬間、その〝少女〟は暗がりから飛び出して、雪乃を突き飛ばすようにして通りへ駆かけ出して逃げ出したのだ。

「あ……！」

「！　くっ……！」

　振り返った先で、〝少女〟の後ろ姿が角を曲がって消えた。

　慌あわてて後を追い始める雪乃。その瞬間には雪乃はすでに、敵てき意いを押し固めたような冷静さを取り戻し、完全に狩人かりうどの表情で駆かけ出していた。

　くすくすと嘲あざ笑わらう風乃の声も、完全に黙殺するほどに。

　そして蒼衣も急いでそれを追い、雪乃が〝少女〟に追いついて、そこでたまたま勇ゆう路じと遭そう遇ぐうして──────そして今のような、現在に至るのだ。




　　　　†




「……こうなるのは、どうしようもなかったと思います」




　そして蒼あお衣いは、そう言った。

　勇ゆう路じの反抗と、雪ゆき乃のの怪け我が。それらの原因は誤解と行き違いであり、誰かのせいだと言えるものではないと、蒼衣は笑え美みに向かってそう説明したのだ。

　全すべてが勇路のせいでも、ましてや笑美の責任でもない。

　これは事故だ。蒼衣はそう言って誰のせいでもないと取り成したが、実際のところ一人だけ心の中で責めていた。

　少しだけだが、自分をだ。

　できるだけこうならないようにするのが、本当は蒼衣の役目であるべきなのだ。

　自分にできることは多くはないが、今回ばかりはもう少し何かができたのではないかと、蒼衣はこの結果を見るにつけ、思わざるを得なかった。

　雪乃と初めて出で逢あった時のことを、蒼衣は思い出していた。

　今回の勇路との遭そう遇ぐうは、まさにあの時に似ていた。かつての蒼衣がそうだったように、〈騎き士し〉としての雪乃と対たい峙じして、僅わずかにでも恐怖を覚えない人間はいないと思う。

　誰だって身の危険を感じるだろう。

　そして雪乃も、その〝誤解〟を解こうとはしない。

　むしろ積極的に嫌きらわれようとするのが常だ。怪物と戦うために怪物を目指しているそんな雪乃であるがゆえに、普通の生活に人を繫つないでしまう人間関係を、かなり意識して忌き避ひしているからだ。

　それとなくその緩かん衝しよう材ざいになれればいいなと、蒼衣は思っていた。

　しかし何もできなかった。蒼衣はそんな思いを胸に、床ゆかに敷かれた毛布の上で浅い呼吸を繰り返している、うなされるような表情で意識を失ったままの雪乃を見つめた。

　真っ白な顔色で額ひたいに汗あせを浮かべ、眠ねむる雪乃。

　それを見つめていると、雪乃は不意に小さく呻うめき、微かすかに開いた唇くちびるから、ぽつりと弱々しく言葉を漏もらした。




「…………………………パパ…………ママ……」




「！」

　聞こえた瞬しゆん間かん、蒼衣は思わず、ぐ、と息を吞のんだ。

　つ、と閉じられた雪乃の目の端はしから、一筋の涙なみだが伝う。

　聞いてはいけないものを聞き、見てはいけないものを見た気がした。いや、正確には当の雪乃自身が、聞かれたくも見られたくもなかっただろうものを見聞きしてしまった、その確信があった。

「雪ゆき乃のさん……」

　複雑な気分が胸の中に湧わき上がって、複雑な表情になる蒼あお衣い。

　その時、そんな蒼衣の隣となりに、突然カウンターに腰こしを下ろした影のようなゴシックロリータの少女が現れて、くすくすと笑みを漏もらした。

『……あら、知らなかった？』

　風かぜ乃のの亡ぼう霊れいは嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、囁ささやくように蒼衣に言った。

『この子、〈断だん章しよう〉で人間っぽいものを殺した日の夜は、だいたいこんな感じよ？』

「……!!」

　初めて知った事実。蒼衣は言葉を失なくす。

　全すべての〈断章〉はトラウマの再現。雪乃の〈断章〉の元である両親を惨ざん殺さつされて目の前で燃やされた記き憶おくは、想像以上に深く彼女の心の中に忌いまわしい根を張っていることに、今さらながらに気づいたのだ。

　そして、あの擬ぎ態たいした〝少女〟と遭そう遇ぐうした時の、風乃の言葉の意味も。




　────だから気兼ねなく殺せるわよ？　人間の形をしてるけど。




　かつて〈泡ほう禍か〉に吞のまれ、雪乃の両親を殺して火をつけた張本人である風乃の亡霊は、この期ごに及んでも、これほどまでに雪乃の心を蝕むしばみ続けているのだ。

　ぞっ、と蒼衣の背中に、冷ひや汗あせが浮かんだ。蒼衣の触ふれそうなほど近くにいる存在の孕はらむ強きよう烈れつな邪じや悪あくに、蒼衣は心の中で気け圧おされた。

　しかしその存在にも言葉にも、この店内にいる人間は誰も気づかない。

　誰にも知覚できない。雪乃と瓜うり二つの、しかし雪乃とは違った強烈な少女の退たい廃はいを纏まとった亡霊は、雪乃とお揃そろいの黒いレースのリボンを揺らして、ただ蒼衣のためだけに、くすくすと澄んだ声で笑った。

　不意に、笑え美みが言った。




「────勇ゆう路じくんは、思い違いをしてるわ」




　ぽつり、と。

「……えっ？」

「あの子、わかってないのね。雪乃ちゃんの異名が、どれだけ雪乃ちゃんを知る皆に愛された結果なのか」

　思わず顔を上げた蒼衣に、笑美はカウンターの中から、眠ねむっている雪乃を哀かなしそうに見つめたまま、言葉を紡つむいで言った。

「あの子は〈雪の女王〉を、ただの畏い怖ふや強さの代名詞としか思ってないのよ」

「はあ……」

「だからあの子は雪ゆき乃のちゃんを目指しても雪乃ちゃんにはなれないし、対抗意識を持てば持つほど、雪乃ちゃんに囚とらわれて道を踏み外すわ」

　静かに、哀かなしげに、笑え美みは言う。

「ごめんなさいね。勇ゆう路じくんは、わたしが探して叱しかっておくわ」

「いえ、そんな……」

「わたしのせいでもあるもの」

　否定する蒼あお衣いに、笑美は微かすかに微笑ほほえんだ。

　そして言う。

「……それじゃあ神か狩がり屋やさん。申し訳ないのだけど、〈泡ほう禍か〉の方はそちらにお任せしていいかしら？」

「え、〈泡禍〉の方をですか？」

「わたしは勇ゆう路じくんがこれ以上困ったことをしないように、探しますから」

「はあ……まあ四し野の田ださんがそう言うなら応援のこちらに異存はありませんが……」

　笑美の分担の提案に、神狩屋は寝ね癖ぐせ頭あたまをぼりぼりとかき回して応こたえる。

「可能な限り急ごうとは思いますけど、こちらも雪乃君は、しばらく動かせませんよ？　できることは限られます。それでも良ければ」

「ええ、構いませんわ」

　笑美は頷うなずく。

「いずれにせよ、手がかりのほとんどは勇路くんが持ってると思いますから、神狩屋さんたちは雪乃ちゃんの手当てに集中してください。わたしが勇路くんを連れ戻したら、きっと忙しくなりますから」

「……なるほど、わかりました」

「でも、もしそれまでに何か手がかりになりそうなことに気づいたら、危なくないくらいに、よろしく調べ物お願いしますね」

　そう言うと、笑美はあの浮世離れした優しい目をして、微笑ほほえんだ。

　しかしその微笑にも当然ながら、この時ばかりは影があった。

　蒼衣は、どうしても気き遣づかわしげに見てしまう。

　そんな蒼衣や皆を、誰の目にも触ふれない亡ぼう霊れいが、長い漆しつ黒こくのスカートと髪かみを揺らせて、楽しそうに眺ながめている。

「……」

　そして丁ちよう度どそんな沈黙が、一いつ瞬しゆん降りた時。

　澄んだ音のドアベルを鳴らして、バーテンダー姿の健けん太た郎ろうが凝こった肩かたを回しながら店に帰って来た。




「はあ……やれやれ。笑え美みさん、〈葬そう儀ぎ屋や〉さんの仕事終わりましたよ！」




　入ってくるなり騒そう々ぞうしく、健けん太た郎ろうは言った。

「僕の、バラバラ死体の見張り番も終わりです！　やっと！」

　感情のこもった声。蒼あお衣いたちが放置して来ざるを得なかった、あの路地の少女の死体。その処分が終わるまで現場を隠かくす役目に、健太郎は今まで駆かり出されていたのだ。

「一日に何度も自分のトラウマを掘り出さなきゃならないなんて、もう久しぶりですよ。最悪です」

　心の底から嫌いやそうな顔で、愚ぐ痴ちる健太郎。

　そして入口に仁に王おう立だちになって、腰こしに手を当て、言った。

「笑美さんの頼みですからやりましたけど、もうこんなのは御ご免めんですよ！」

「ご苦労様。織おり作さくくん」

　笑美は微笑ほほえんだ。

　そして早速言った。

「じゃあ、ちょっと今から、勇ゆう路じくんを探しに出かけようと思うの。織作くんも、すぐに準備してくれるかしら？」

「え」

　健太郎の表情が、固まる。







　　　　３




「……さーて、どうしたものかな」




　笑美と、それに連れられた健太郎が出て行った後。

　ドアに〝Ｃｌｏｓｅｄ〟の看かん板ばんがかけられ、その上に〝臨時休業〟のささやかな張り紙がされた夜の『アプルトン』の店内で、神か狩がり屋やが呻うめきとも溜ため息いきともつかない息と共に、そう言葉を吐はき出した。

　加速度的に進んだ事態と、ほとんど見えない事情。

　そしてそんな中で笑美を初めとする〈ロッジ〉のメンバーは内ない紛ふん同然の状態で席を外し、本来は部外者である蒼衣たちだけが、何もできないまま残されている。

　おかげで、急きゆう遽きよこんなところまで呼び出された神狩屋の溜息。

　快く留る守す番ばんを引き受けたものの、不安は尽きない。それでも何ができるわけでもない。

　颯さつ姫きは雪ゆき乃のを心配げに見たり、カウンターの中にある立派なサイフォンが気になったりと、そわそわ落ち着きがない。その気持ちは蒼あお衣いも解わかる。深刻なものが目の前にあるというのに何もできないのは、落ち着かないものだ。

　そしていま、蒼衣がかなり落ち着いているのも、同じ理由だった。

　この状況は蒼衣にとって、決して無む為いではない状況だった。

「……颯さつ姫きちゃん」

　蒼衣は颯姫を呼ぶ。

「え……あ……はい！」

「あのさ、ちょっと頼まれてくれないかな」

　多分これから少し長くなる。そんな中に手持ち無ぶ沙さ汰たなまま颯姫を置いておくのも可哀かわい想そうなので、蒼衣は先に颯姫に用事を与えておくことにしたのだ。

「雪乃さんの汗あせ、拭ふいてあげてくれる？」

「あ……そ、そうですね。わかりました！」

　颯姫は蒼衣に言われると、水を得た魚のように動作と表情が生き返った。

　返事と共にカウンターの椅い子すから飛び降りる。やはり何かやることが欲しかったらしい。

　椅子から降りた颯姫は、しかし汗を拭くものをどうしようかと、しばし困こん惑わくの表情で立ち尽くす。しかし、やがて「あ！」と店の隅すみに寄せられた椅子の上に自分のリュックサックを発見して、中にあるはずのハンカチを、掘り返すようにして探し始めた。

「……」

　そこまで、見守って。




「……えーと……神か狩がり屋やさん、今いいですか？」




　蒼衣は視線を移して本題を、切り出した。

　カウンターの上に肘ひじを置き、ぼんやり思案気げに雪ゆき乃のや颯姫の様子を見ていた神狩屋は、蒼衣の呼びかけに顔を上げた。

「……ん、何だい？」

「色々あったので、もう少し『赤ずきん』について考えてみたいんですけど……」

　今は蒼衣にとって無為ではない。考えることで〈泡ほう禍か〉を知ることが役目に繫つながる蒼衣は、勇ゆう路じの件で駆かり出されず、時間ができた今の状況はまず僥ぎよう倖こうと言っていい機会だった。

「ああ……そうか、そうだね」

　神狩屋も頷うなずいた。

「石を詰め込んだ死体に、殺した相手に化ける怪物…………断片的だけども『赤ずきん』が見えてきたね。今のところ被害者の背景がさっぱり分からないから、ほんとに表面的な部分だけだけど」

「ええ」

　首しゆ肯こうする蒼あお衣い。

　葬そう儀ぎ屋やの見つけた、石を詰め込まれた三体の死体。

　そして蒼衣の見た、みるみるうちに少女に化けた粘ねん土どのような怪物。

　しかしその現場で蒼衣が目撃し、また後で分かったことは、それだけではない。血の海になったあの路地には、少女の死体はあったものの手足と首だけで胴どう体たいはなく、さらに気になることとしては、一本の大振りの裁たち鋏ばさみが落ちていたのだ。

　そして、あの路地で見た、あるいは残されていたものを総合すると、こうなる。

　あの粘土ともパン生き地じともつかない怪物は、あの袋ふくろ小こう路じで鋏を使って少女を殺し、さらには鋏で手足と首をバラバラに解体して胴体をどこかに持ち去り、その死体から服を奪って身に付け、少女に化けたのだ。

「〝狼おおかみ〟……ですよね、あの怪物は」

　蒼衣は、言った。

「うん、その可能性が高いだろうね」

　同意して神か狩がり屋や。言いながら神狩屋は蒼衣へと向き直り、カウンターに片方の肘ひじを乗せたまま、ベストの胸の辺りで指を組んだ。

「大抵の『赤ずきん』型の物語では、狼は〝殺して化ける者〟という位置づけだ。色々と分からない部分は多いけども、少なくともあれが〝狼〟に当たる〝モノ〟であることは、自然に考えると間違いないだろうね。

　……で、そう考えると分からないのは、本来お腹なかに石を詰め込まれるべきは〝狼〟なのに、行方ゆくえ不明の新しん宮ぐう律りつ子こという女の子がその状態で発見されたことだ。それと斎さい藤とう夫妻も。これはどういう意味なんだろう？　彼女らは〝狼〟とどんな関係があって、どうしてこんなことになったんだろうね？　まあ……その辺りは僕らがいくら考えても想像の域を出ないし、馳はせ尾お君を連れ戻せればその方が早いし正確だろう」

　そこで難しい表情になる、神狩屋。

「ただねえ、僕が心配してるのは……」

「斎藤さんの家の子供が〈潜せん有ゆう者しや〉で、それを勇路君が庇かばってる可能性ですか？」

　即座に蒼衣は、汲くみ取って答えた。

　神狩屋は渋しぶい表情のまま、蒼衣に頷うなずいて見せる。

「そう。さすがに鋭いね。白しら野の君」

「いえ……」

「うん、笑え美みさんの手前あまり言う気にならなかったけど、その場合は説得如何いかんによるけど彼を連れ戻せない可能性が充分にある。実のところ悪いけど、四し野の田ださんに馳はせ尾お君が説得できるとは思えないからね。あまり他人の〈ロッジ〉のことをとやかく言うのはマナー違反だけど、聞く限りでは折り合いが悪すぎる。ああ見えて四野田さんも頑がん固こだから、今さら馳尾君に歩み寄ることはしないだろう」

「そうですね……」

　ありありと想像できる。

「となると、僕らが何もしないまま解決する可能性もあるけど、何も分からない状態で僕らが何とかしなきゃならなくなる可能性も高い」

　神か狩がり屋やは、嘆たん息そくする。

　蒼あお衣いは言った。

「お腹なかに詰め込む石は、象徴として解釈するならどうなります？」

「石かい？」

　狼おおかみ。赤マント。詰め込まれた石。それらの手がかりの中でまだ考察をしていないものへの問いに、神狩屋は考えて、顎あごへと手をやった。

「……うーん、どうだろうね。石は人間そのものの象徴としてメジャーだから、そのまま身代わりとしての意味に取るのが一番自然といえば自然だね」

　神狩屋は答える。

「お腹の中から赤ずきんとおばあさんが抜け出した、そのことに気づかれないようにするための、身代わりの石だね。まさに物語の中ではそういう役目を果たしているし、日本の昔話なんかでも、化物に襲われた時に石の地じ蔵ぞうが身代わりになってくれたという話も多い。それとも狼のお腹いっぱいに詰め込まれた大量の石だから、ここは石というより〝積み石〟と考えた方がいいのかもしれない」

「積み石、ですか？」

「そう。文字通り、石ころを積み上げること。古代から石を積む行為には呪じゆ術じゆつ的てきな意味があって、今も世界中に昔からの積み石そのものや、積み石の慣習が残ってるんだ。それは境界を表したり道しるべだったり、お墓はかだったり記念碑ひだったりする。そうだね……日本で一番有名な積み石は、『賽さいの河原かわら』の積み石かな？

　これは日本独特の仏教の概がい念ねんで、親に先立って死んでしまった幼子は子供なので地じ獄ごくにも行けず、三さん途ずの川のほとりで石を積むという罰を受けるんだ。子供は親兄弟を思いながら石を積むんだけど、完成する前に地獄の鬼おにがやって来て、崩くずして壊こわしてしまう。子供はまた、最初からやり直す。これが親を悲しませた罪の償つぐないなんだ。

　そして話によるとこの罰が、地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつに救われるまで九千年続く。ただし現世で親が代わりに積んだ石は崩されないとも言われていて、昔は子供が死んだ親は河原で石を積んだ。これは親の視点からすると〝鎮ちん魂こん〟の、子供の視点からすると〝贖しよく罪ざい〟の意味を持つ石積みだね。例えば無理をすれば『赤ずきん』でもこういう解釈ができるかもしれない。『赤ずきんは寄り道をするなという親の言いつけを聞かなかった、その罪を償つぐなうために石を積んで、狼おおかみに転てん嫁かしたのだ』とかね」

　蒼あお衣いはそれらの説明と解釈を吟ぎん味みするように呟つぶやいて、訊たずねた。

「……償つぐなって……転嫁？」

「うん、『賽さいの河原かわら』と組み合わせてしまうのは少々やりすぎだと思うけど、石積みにはちゃんと転嫁の意味もある」

　頷うなずく神か狩がり屋や。

「古来より、自分の罪とか悪とか穢けがれとかを石に移して、それを捨てることで浄じよう化かするという信仰はかなり普ふ遍へん的てきに存在したんだ。今でも『ケルン』といって登山道や巡じゆん礼れいの道に点々と積み石をする習慣があって、これは今でこそただの道しるべだけど、かつては巡礼者が自分の穢れを少しずつ捨ててゆく意味で道どう中ちゆう石を積んでいたと言われてる。つまり〝穢れの転嫁〟を意味する積み石だ。とはいえやっぱり、いま一番一般的な積み石は〝鎮ちん魂こん〟かな？

　普通に積み石は、古来から墓ぼ標ひようとしても使われきた。普通の墓石の前に参列者が石を積んで鎮魂する習慣がある地域もあるし、今でも霊れい場じようなんかには普通に積み石がされている。ヨーロッパでは、悲ひ惨さんな死人が出たり殺さつ戮りくがあったりした場所に、『メンゼー』という積み石をしたそうだ。悲惨な事件があった現場の目じるしであり、同時に悲劇の犠ぎ牲せい者しやの魂たましいを慰なぐさめようとしたんだね」

「あ、じゃあ……」

　そこまで聞いたとき、蒼衣はふと思いついて、思わず口に出した。

「……じゃあ、狼のは、生せい前ぜん葬そうですか」

「ぶっ！」

　いきなり神狩屋が吹き出した。

　笑われた蒼衣は、慌あわてて顔を上げた。

「……え？　な、何か変なこと言いました？」

「ははは、い、いや、ユニークな考えだと思うよ？」

　戸と惑まどうばかりの蒼衣に、神狩屋はさも可笑おかしそうに笑って言った。しかしユニークと言われても、蒼衣はますます納得いかない。普通がいいのだ。地味なのが。

「え、えーと……」

「はは……ああ、ごめんごめん。ここでいきなり、そういう発想が出てくるからさ」

　何がツボに入ったのか蒼衣にはさっぱり分からない。

　しかし神狩屋は大いに笑っている。見れば雪ゆき乃のの傍そばについている颯さつ姫きが、きょとんとした表情で、蒼衣たちを見ていた。

　蒼衣は思う。多分これは神狩屋独特のユーモアのセンスに触ふれてしまっただけなのだ。

　蒼あお衣いは自分を納得させる。気を取り直して、話題を変えた。

「えーと、じゃあ……『鋏はさみ』は、どうです？」

　神か狩がり屋やはしばらく「くっくっ」と笑っていたが、やがて大きく息をついた。

「……はあ……いや、ごめんごめん。こういうのを聞くと、白しら野の君なら何とかしてくれるんじゃないかと思えるね」

「い、いえ、それはいいので……」

「ああ、うん。で、『鋏』だっけ？」

「はい」

　少し冷ひや汗あせ気味に、蒼衣は頷うなずく。

「『赤ずきん』にも出てきましたし、それにあの……凶きよう器きなので、気になって」

　あの路地で少女を殺し、解体した鋏。しかしそれだけではない。蒼衣たちが発見したもう一つのバラバラ死体である新しん宮ぐう律りつ子こも、手足の切断面が獣けものが喰ったかのようにズタズタになっていたが、どうやら同じように鋏で解体されたものらしいと〈葬そう儀ぎ屋や〉が結論したのだ。

　傷口が、酷こく似じしていたと。

　つまりそうなると、鋏は一連の事件の凶器ということになる。

　狼おおかみの腹を裂さくはずの鋏が、被害者に向けられている。

　気にならないわけがない。なので蒼衣は訊きいたのだ。

「『鋏』はね……象徴的には、実は不ふ吉きつなことに〝死〟なんだよ」

　神狩屋は、言った。

「え？」

「神話だよ。ギリシア神話に、運命を司つかさどるモイラという三人の女め神がみがいてね」

　驚く蒼衣に、神狩屋は説明した。

「このモイラは、運命の糸を紡つむぐのを仕事にしている三人の女神なんだ。まず一番目のクローソーが運命の糸を紡ぎ、次にラキシスが縒より合わせる。命はこうして生まれ、長さが決まる。そしてそれを最後にアトロポスが、鋏で断ち切る。つまり死だ。

　そのため鋏は死の女神アトロポスの持ち物で、象徴なんだ。つまり鋏は〝死〟────その中でも運命による〝不ふ可か避ひの死〟と、人の命を神が支配しているということ、そのものの象徴になったんだ。『赤ずきん』でも狼の死のきっかけになったのは鋏だから、この場合は象徴としてもそう間違いではないのかも知れないね。まあそうなると『狼と七匹ひきの子やぎ』に出てくる母ヤギは、鋏を持った母、すなわちアトロポスそのものになるから、ちょっと面白いというか、変なんだけど」

　言って、苦笑して見せる神狩屋。しかし蒼衣はそれを聞いて、別の連想をした。

「そういえば鋏を使う母ヤギも、糸を使いますね」

「……本当に面白い発想をするね、白野君は」

　笑っていた口を、神か狩がり屋やは引き締めた。

「運命の女め神がみである母ヤギの鋏はさみで断ち切られた命が、糸で一時的に繫つなぎとめられるわけか。真面目まじめに説とするのは突とつ飛ぴすぎるけど、符ふ合ごうとしては面白いね」

「はあ……まあ、思いついただけですけど……」

「うん、まあ全部を象徴に求めるのも無理があるのは、確かだしね」

「はい」

「童話の象徴解釈だけならいいんだけど、これはあくまで〈泡ほう禍か〉で、個人の思い出や思い込みが強く左右するからね……」

「……」

　それは蒼あお衣いも、充分に知っている。

　そして、その肝かん心じんの〝個人〟についてさっぱり分からないのが、今の蒼衣たちの致命的な泣き所だった。

　言わば布の模様を見るのに、縦たて糸いとと横糸の、横糸がごっそり欠けている。

　蒼衣が〈騎き士し〉として役立つ状況になるには、〈悪夢〉の元げん型けいである童話解釈そのものよりも、人間の方を知ることが不可欠だ。蒼衣の〈断だん章しよう〉である〈目め醒ざめのアリス〉は、それ無しには、ただの自分の中だけで完結したトラウマの記き憶おくでしかない。

　蒼衣は、それを痛感する。

　軽い沈黙。その時、神狩屋は考え込むような表情をしていたが、しばらくしてその表情のまま、不意に口を開いた。

「…………そういえばね、白しら野の君とは違う方面だけど、僕も二つほど今の話で、たったいま連想したことがあるんだ」

　ぽつりと、神狩屋は言った。

「何です？」

「『賽さいの河原かわら』で思い出したんだけど、白野君、君は馳はせ尾お君の〈断章〉の名前の由ゆ来らいは知っているかい？」

「えーと……〈刀とう山ざん劍けん樹じゆ〉、でしたっけ？　いえ」

「これはね、賽の河原と同じく、日本仏教独特の地じ獄ごく観かんに関係してる言葉なんだ。芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『杜と子し春しゆん』なんかにも剣つるぎの山の記述があって、彼の〈断章〉の名前はそこから由来させて実は僕がつけたんだけど、意味合い的には地獄に落ちた亡もう者じやを延えん々えんと上り下りさせて責せめ苦くを与えるという地獄にある刃は物ものの山のことなんだ。

　で、白野君も聞きなれてない言葉であることから分かる通り、この刀山劍樹という言い方はちょっとだけ専門的な言葉になる。もっと日本人に膾かい炙しやしてる地獄のイメージでは、刀山劍樹は何を指すと思う？」

「……」

　答えられない蒼あお衣い。神か狩がり屋やは一いつ拍ぱく置いて、答えを言った。

「答えは────〝針の山〟」

　すぐさま蒼衣の中に連想が浮かんだ。

「……ピンの道と針の道？」

「うん、それが思い浮かぶだろう？」

　神狩屋は重々しく頷うなずく。

「それからもう一つ『鋏はさみ』で思い出した。四し野の田ださんの〈断だん章しよう〉は、鋏に関するトラウマが由来になってる」

「!!」

「僕も詳くわしい内容は知らないけど、そう聞いたことがある。あと彼女の〈断章〉につけられた名前。これが鋏とはあまり関係がないから、うっかり思い出せなかった」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　ぎょっとする蒼衣。

「考えてみれば……笑え美みさんは夢ゆ見み子こちゃんの……」

「うん、失念していたね」

　神狩屋も眉まゆ根ねを寄せ、渋しぶい顔をする。

　一週間近いブランクによって忘れかけ、さらには情報の不足ばかりに頭が行って、重要視していなかった、その事実。




　考えてみれば笑美は、先日神狩屋を訪ねて来た時に夏なつ木き夢見子の〈グランギニョルの索さく引いんひき〉によって予言を受けた張本人なのだ。




　つまり彼女はこの赤ずきんの〈泡ほう禍か〉の〝配役〟である可能性が、極めて高い人物なのだ。

　少なくとも巻き込まれることは、確定している。現場の〈ロッジ〉の世話役であるということで、それが当たり前のことに思えて、その事実の重大性を、認識できていなかった。

「……四野田さんの〈断章〉の名前は、教えてもらったかい？」

　思わず青くなる蒼衣に、神狩屋は訊きいた。

「い、いえ」

　首を振る蒼衣。神狩屋は頷く。

「そうかい。彼女の〈断章〉はね」

　そして神狩屋は一いつ拍ぱく置いて、言った。




「〈聖女ギヨティーヌ〉。ギロチンの渾あだ名な。彼女はあの首切り台の異名を〈断章〉に冠した、一時期は雪ゆき乃の君以上に有名だった、筋すじ金がね入いりの武ぶ闘とう派はなんだよ」
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　　　七章　　この狩はさまよいの群に
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　もう夜も更ふけた時刻。




「……いいか、おれ以外の誰が来ても開けるなよ。返事もするな」




　明かりを点つけていない、真っ暗なコミュニティーセンターの玄げん関かんの戸に手をかけて、勇ゆう路じは中で不安げに見上げているマナを見み据すえると、そう言った。

「う……うん……」

　広い上がり口から、戸一枚を挟はさんで直接畳たたみ敷じきの広い集会部屋になっているコミュニティーセンター。そのがらんとした部屋の暗くら闇やみを背にして内戸の辺りに立っているパジャマ姿のマナは、脅おどすように低い勇路の声に、怯おびえたように言って頷うなずいた。

　上がり口の辺りで見送りに立っているのは、マナと瑞みず姫きの二人の少女。

　当初の予定通りここまで辿たどり着いた勇路は、鍵の壊こわれた窓から進入し、この玄関の鍵を中から開けてこの二人を入れたのだ。

「おれが行ったら、ちゃんと鍵かけろよ」

「うん……」

　勇路の言葉に、上うわ目め遣づかいで重ねて頷くマナ。

　このコミュニティセンターに身を隠かくして数時間。これから勇路はたった一人で、街へと戻ろうとしていた。

　ほとぼりが冷めているなどということはどう考えてもあり得ないが、少なくともこの場所がすぐには見つからないだろうことを確信した勇路。そのため勇路は隠れている間にできなかった電話や偵てい察さつなどを、市街の方へ戻って行うつもりだった。

「おれはこれから、東海林しようじや遠とお屋やに電話してくる」

　勇路は言う。

　これまで勇路は瑞姫の携帯を使って自分の家に電話をし、またマナにも家に電話させて外泊を誤ご魔ま化かす根回しをしていたが、案あんの定じよう瑞姫は充電を怠おこたっていて電池が心こころ許もとない表示になったので、そこで使うのをやめていたのだ。

　東海林しようじ凜りんと遠とお屋や環たまき、彼女らにも状況を説明しなければならなかった。

　逃亡に協力を求めるか……あるいは逃げるように言うか、そのどちらかの、連絡だ。

　知ち沙さ都とまで殺されている今、この関係者全員が狙ねらわれている可能性も、極めて高かった。

　マナに至っては言うまでもない。ひょっとするともうすでにマナの存在はバレていて、マナの家くらいは嗅かぎつけられ、張り込まれているかもしれなかった。

　様子を見る、必要がある。

　もしマナの存在が笑え美みたちにバレていたら、そこで待ち構えられるなどして、芋いもづる式に凜や環の存在もバレる可能性があるのだ。

　まず様子を見て、それから二人に電話をする。

　駅近くに行けば公衆電話もある。勇ゆう路じは頭の中で街の地図を思い浮かべた。

「……分かってると思うけど、暗いのが怖くても電気つけんなよ？」

　勇路はそうやって頭の中で計画を立てつつ、目の前にいるマナに念を押した。

　マナの心の弱さは目を離すと不安だ。そのため少しでも心細くないように、わざわざ瑞みず姫きをここに置いてゆくことにしたのだ。

　しかし、

「え……」

　勇路の念押しに、マナはまるで初めて聞いたような声を上げた。

　それを聞いた勇路の眉まゆ根ねが思わず、ぐい、と寄せられた。

「……おい。おれ言ったよな？　かなり前に」

「あ……う、うん。聞いた……」

　その答えで、ただの不安から出た声か、今の念押しの方をよく聞いていなかったのだと勇路は理解する。付き合いが長いから辛かろうじて分かる。この気の弱さからくる挙動と言動の不審さで、マナはこれまでの人生で、無数のしなくてもいい損をしてきていたのだ。

「……ならいい。大人おとなしくしてろよ。命狙ねらわれてんだから」

　勇路は軽く頭を抱かかえたい気分でそう言った。そして今度は、瑞姫の方を見て言った。

「瑞姫、お前も忘れんなよ。覚えとけ」

「……」

　無言と無表情で、こくん、と頷うなずく瑞姫。

　とはいえこの念押しと肯定も、さしたる役に立たないことを、勇路は知っている。

　瑞姫の記き憶おくの欠落は、ほぼどうにもならない。目を離すと不安な人間であることは、実のところ、こちらも一いつ緒しよだった。

　しかし、選択の余地はない。

　勇路は寄りかかるように押さえていた玄げん関かんの戸から、拭ぬぐい難い不安を感じながらも、覚かく悟ごを決めて手を離した。

「……じゃあ、行って来るからな」

　言って、勇ゆう路じは背を向ける。

「う……うん……行ってらっしゃい……」

　しかし歩き出しても背後で戸を閉める音がしない。勇路が振り返って睨にらむと、ぼーっと勇路を見つめたまま玄げん関かんに立っていたマナがようやく気づいて、慌あわててコミュニティセンターの戸を閉めた。




「……くそっ」




　勇路はひとつ吐はき捨てて、コミュニティセンターの全景を見つめた。

　三分の一近くは消防倉庫で、使えるのは集会部屋と給湯室しかない小さな平屋。だが少なくとも勇路が知る限り、これ以上に条件のいい隠かくれ場所は他ほかになかった。

　建売住宅ばかりの中でほぼ唯一住宅ではないので、一番近い隣りん家かからもやや離れ、騒さわいだり電気を点つけたりしなければ誰かに見つかる心配はまずない。水もトイレもあり、大量の座ざ布ぶ団とんが布団代わりになるという至れり尽くせりの場所だが、とはいってもそれはあくまで男である勇路から見た感覚なので、女の、しかも虚きよ弱じやくなマナに関してはどうであるかは正直勇路も自信はない。

　しかし、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　なにしろ直面しているのは、命の危機なのだ。

　勇路はそのコミュニティセンターが無人に見えることを念入りに確認して、それから早足に背を向けて歩き始めた。目的はまずマナの家。そして駅前を中心に点在している、それほど数がない、いくつかの公衆電話だ。

　しかしマナの家の偵てい察さつの方は、まだ勇路にしてみれば気が楽だった。

　勇路は正直なところ悩んでいた。問題はその後の、凜りんや環たまきへの電話だ。

　何と説明すればいいのか、見当が付かなかった。説明にしろ警告にしろ、どう言えば怪しまれずに納得してもらえるのか、今のところ全くビジョンが見えなかったのだ。

　何もかも完全に事情を暴ばく露ろできないのが、もどかしかった。

　感情にかられて一部は独り言としてマナに漏もらしてしまったが、それでも〈騎き士し〉として認められるのが目標である勇路にとって、〈騎士団オーダー〉の秘密を完全に喋しやべってしまうことは一応禁きん忌きだった。

　そして仮に喋ったとしても、こんな漫画じみた真実は信じさせる方が難しい。

　その現実ももどかしい。納得しなくても言うことを聞くマナとは違って、この二人に僅わずかでも〈騎士団〉の話をすることは、論外だった。

　こうなってみると、まともな一般人には信じられないという部分まで織り込み済みで、〈騎士団〉の全すべては作られたのではないかと疑いたくなる。フリーメーソン、黄金の夜明けゴールデンドーン……過去数々の秘密結社は実際に存在したが、今や世間の目から見れば、秘密結社など漫画じみた絵え空そら事ごとにしか聞こえないだろう。

　そんなもどかしさ。そして悩み。

　それらに胸の中を重く摑つかまれながら、勇ゆう路じはそれでも足を止めることなく、夜の道を大おお股またに歩き続けた。

　いずれにせよ、止まることはできないのだ。

　いま止まることも、後戻りすることも、それはすなわち、勇路たちのうちの誰かの〝死〟に繫つながりかねなかった。

　どこか湿しめった夜の空気の中に、勇路の息いき遣づかいと靴音。

　そしてシャツにぶら下がった安全ピンの音が、断続的に響く。

「……」

　やがて半ば駆かけ足の勇路は、僅わずかに息を上げながら、まばらな家と街がい灯とうのない暗い道を抜けて開発と分ぶん譲じようの進んだ地区に辿たどり着いた。

　住宅街の中でも広めの通り。街灯と玄げん関かん灯とうが照らす、車が辛かろうじてすれ違える幅の道路。

　真まっ暗くらな空を背景にした屋根に挟はさまれ、蛍けい光こう灯とうの光に、点々とけぶるように照らされた薄うす暗ぐらい道。人の生活の明かりと気配が漏もれるそんな道を、勇路は一人、足早に通り抜けた。

　窓からカーテン越しに漏れる家明かりと、漏れ聞こえるテレビの音。

　見慣れ、聞きなれた夜の街。しかし今や、ここは敵てき地ちだ。

　目指すのは、マナの家。

　ここまで来ればもうマナの家は近いが、それゆえに油断できない。見張りがいるかもしれない。今も勇路を探しているかもしれない。

「……」

　勇路は自分のシャツの襟えりから、安全ピンを一本外した。

　勇路にとって針は恐怖の対象。だが常にそれを身に着けていることは、いつでもそれを呼び起こせるという覚かく悟ごの象徴だった。

　特にこうして針を手にしている時は、ただの象徴ではない。

　正確には勇路の〈断だん章しよう〉は自傷がトリガーではない。勇路も他の多くの〈断章〉と同じく恐怖の記き憶おくを汲くみ出すことがトリガーだが、勇路の場合は針を突き刺すことで記憶を呼び覚ますだけでなく、逆に暴走しそうになる感情を針の痛みの一点に収しゆう束そくさせることができるのだ。

　時間をかけて感情を練れば問題はないが、それを素早く反射で行うために訓練した。

　そのための道具。用心のためだ。勇路とて、こんなものをおいそれと使いたくはないのだ。

　だが向こうも、そうだとは限らない。少なくとも夕刻の〈雪の女王〉を見る限り、そんな生なま温ぬるい可能性は信じる方が馬鹿だった。

「…………」

　切っ先を剝むき出しにした安全ピンを手に、住宅地を勇ゆう路じは無言で突き進む。

　マナの家は近い。そしてあの家には裏口はあるものの、裏手も両りよう隣どなりも別の家なので、結局入口は正面しかなかった。

　勇路が目指しているのは、その家に面した、唯一の通り。

　家の前まで行く気はなかった。家や、表の通りを見張れる路地などを、さらにその周りから偵てい察さつするつもりだった。

　万が一見張られていたら、家に近づくのは命取りだ。

　マナの家がある地区が近づくにつれて、勇路の身体からだと意識に緊張が凝こって、呼吸が浅くなってゆく。

　神経が研とぎ澄まされ、周囲の気配を探る。

　ぽつ、ぽつ、と電でん灯とうに白く照らされた灰色の路地を、睨にらみつけるように見み据すえて、その向こうの闇やみに、曲がり角の影に、住宅の陰に、意識を研ぎ澄ませる。

　そして……




「……」




　ごくり、

　と口の中に唾つばを飲み込んで、やがて勇路は一つの三さん叉さ路ろの前に立った。

　やや道を回り込み、警戒しながらここまで来た。この角を曲がればもう、マナの家がある通りだった。

　覗のぞき込めば、マナの家を垣かい間ま見みることもできる曲がり角。

　勇路は緊張の表情で立ち止まる。もしもマナの存在がバレていたとしたら、ここはもう確実に正念場だった。

　勇路は傍かたわらのブロック塀べいに背中をつけて、呼吸を整える。

　意識を角の向こうに向ける。もし誰かが見張っているなら、その気配を探るために。

　髪かみの毛越しに後頭部に感じる、ブロック塀の感かん触しよく。そんなブロック塀から、視界の端はしにマナの家の通りが垣間見える。

　耳を研ぎ澄ませ、意識を向ける。

　少なくとも、その路上に人の気配はしない。

　少しずつ頭を動かし、視野を路地へと向けてゆく。じりっ、じりっ、と後頭部で塀と擦こすれた髪の毛が音を立て、塀の向こうの視野が広がってゆく。




　じりっ、じりっ、




　背中と耳を塀へいにつけ、角を覗のぞき込む。

　黒と灰色をした通りのアスファルトに、撒まいたように落ちる、白く鈍にぶい玄げん関かん灯とうの光。

　露あらわになってゆく夜の道と、それを囲う夜の住宅。頭を傾け、顔を向け、横目を動かして、さらにその向こうを、横目で見ようとする。

　目が痛くなるほどに。

　そして、やがて見覚えのある家々の中で、特に見覚えのあるマナの家の隣りん家かが、視野の端はしに見え始めた。

　あと少し。もう少し。




　じりっ……




　そして目的の家が、目に入る。

　途と端たん────違和感。

「…………あ？」

　思わず勇ゆう路じの口から、そんな声が小さく漏もれた。

　見た瞬しゆん間かんに、その家が隣家と明らかに違うことが、明らかだったのだ。

　真っ暗だった。視界の端に見えたマナの家は、まだそんな時間ではないにも関わらず、一切電気の点つけられていない、窓も玄関も真まっ暗くら闇やみだったのだ。

　留る守す？　そんなはずはなかった。

　マナに家へと電話させた。その後で、両親が共々外出でもしたのだろうか？

　そうだ、それしか考えられない。勇路はそう思う。そう自分に、言い聞かせようとする。

　しかし嫌いやな予感が、寒さむ気けのようにうっすらと頭を覆おおって離れなかった。

　頭をよぎるのは、常に最悪の想定をすべきという〈騎き士し〉の鉄則。

　ここで最悪の想定とは、何だろうか？

　決まっている。すでにここには、笑美の手が回っているということだ。




「……ちっ!!」




　そう思い至った瞬間、勇路は弾はじかれたように、がばっ、と塀と三さん叉さ路ろから離れた。

　すぐにこの場所を離れるべきだ。瞬しゆん時じにそんな緊張が頭の中に広がって、鳥とり肌はだが立つような感覚と共に、神経が非常状態に切り替わった。

　一刻も早く危険なこの場を離れ、凜りんと環たまきに連絡をつけなければ。マナの家に近づくなと。そしてできるなら、身を隠かくす算段をすべきだと。

　ものの数すう瞬しゆんのうちに、頭の中にそんな思考が走る。

　そしてここから逃げるために、マナの家に背を向け、身を翻ひるがえした。

　しかし────




「────いた」




　瞬しゆん間かん、心臓が跳はね上がった。悲鳴を上げそうになった。

「…………………………!!」

　静かな夜の空気の中にはっきりと聞こえたその声に、勇ゆう路じが振り向くと──────暗い路地の、薄うす暗ぐらい街がい灯とうの下に、真っ白なエプロンをつけた女性が、




　ふわ、




　と微笑ほほえんで、

　そして、




　ぽつん、




　と一人、立っていたのだった。







　　　　２




「……ゆーくん、遅いな……」




　夜のコミュニティセンターの、がらんとした暗くら闇やみの中で。

　広い畳たたみ敷じきの集会部屋の、その隅すみっこに、膝ひざを抱かかえて壁を背に座り込んでいたマナは、静寂の中、ぽつりと一言そう漏もらした。

　勇路が電話をすると言い置いて出て行ってから、すでに一時間と少しが経たっていた。

　この街の公衆電話の少なさと、町の様子を見て来るという勇路の行動からすると実際にはまだ妥だ当とうな時間だったが、そのどちらについてもあまりよく把は握あくしていないマナにしてみれば、暗闇の中で待っていなければならないという心細さと相まって、すでに随ずい分ぶんと長い時間に感じられていた。

　消防倉庫の、赤い灯とう火かが透すけてぼんやりと赤い擦すりガラスの窓。

　その本当に弱い、しかも不ぶ気き味みな窓明かり以外には全く明かりがないと言っていいだだっ広い部屋の中で、マナはこれまで一言も発さずに、ただ膝ひざを抱かかえていた。

　窓は赤くて怖いので見ないように、ただ足元の畳たたみを見つめて。

　喰われそうなほどの夜よ闇やみと夜の静せい寂じやくにゆっくりと心を侵食されてゆくような感覚を感じながら、マナはいま自分が置かれている状況を理解しきれないままに、勇ゆう路じの言いつけを守ってじっとしていた。

　その小さな胸を満たしているのは、ひたすらの心細さだ。

　部屋にはもう一人、勇路の親しん戚せきの子だという瑞みず姫きがいたが、彼女は心細さの解消には何の役にも立たなかった。

　瑞姫も、マナとは逆側の隅すみに膝を抱えて座り、一言も喋しやべらなかったからだ。そもそもマナはこれまで幾度となく瑞姫と顔を合わせているが、にもかかわらず今まで一度も、瑞姫と話をしたことはなかったのだ。

　勇路がどう思って瑞姫を置いていったのかは知らないが、こうして二人だけで置かれても、気まずいばかりだ。

　さらに瑞姫が何を考えているのかも分からなかった。瑞姫は勇路がいなくなるとマナとは離れて反対側の隅に座り、それからというものずっと無表情に、見張るか睨にらむかでもしているようにじーっとマナを見つめていたのだった。

　人の視線が苦手なマナとしては、気まずいし、気き後おくれするばかり。

　視線を合わせられない。最初のうちはお姉さんとして何かすべきかもと思っていたが、気まずさを感じているうちに機会を逸のがしてしまい、結局そのままになってしまった。

「…………………………」

「…………………………」

　じっ、と暗くら闇やみの中に、二人の沈黙。

　空気は重いというよりも、がらんとした広さの中で、むしろ例えるなら、薄うすい。

　何の取っ掛かりもない気まずさの中、二人はそれぞれ勇路を待って、ただ黙って膝を抱えていた。時折遠くから聞こえる車の走る音以外は、音も聞こえない、どうしようもない夜の静寂が、部屋の中に満ちていた。

　そしていつまでもそんな静寂が続くかと思った、そんな時だった。




「………………ゆうじのこと、悪くいわないで」




　ぽそり。

　不意に部屋の反対側から、部屋の静寂の中に、そんな言葉が聞こえた。

「えっ……？」

「……」

　驚いて顔を上げるマナ。その暗くら闇やみの中にいるのは、相変わらずじっとマナを無表情で見つめている、膝ひざを抱かかえた瑞みず姫きの姿だった。

　急なことに思考が止まる。何を言われたのかも、分からなかった。

　悪く？　誰が？　誰を？　いつ？　しばし思考が停止し、混乱したが、やがてそんな沈黙の後にようやくマナが思い至ったのは、つい先ほどの、マナの呟つぶやきのことだった。

「え……さっきの、ゆーくんが遅いって……そのこと？」

「……」

　瑞姫は暗闇の中で、こく、と頷うなずいた。

「…………あと、ゆうじを『ゆーくん』っていうのも、やめて」

　ぽそ、と瑞姫はさらに言う。そしてそのままマナを見つめた。無表情の中に、何となく敵てき意いのようなものを感じた。

　マナは戸と惑まどう。

「な、何で……？」

「……」

　問い返したが、それに対する返答はなかった。

　視線と沈黙。もっともマナの問いもほとんど反射的なもので、どれに対して「何で？」と訊きいたのか、自分でもよく分かっていなかった。

　沈黙の中でマナは戸と惑まどい、ぐるぐると考えた。マナは勇路を悪く言ったつもりなど少しもない。そしてほとんど物心付いた時からそうなっていた気がする、昔からの勇路への呼び方を非難される、その理由も分からなかった。

　いや、勇路当人は一時「中学生にもなって『ゆーくん』はやめてくれ」と言っていた。

　しかし、どうしても無意識にそう呼んでしまう学習力のないマナに対して、とうとう諦あきらめたようで、最近はあまり言わなくなった。

　考えられるのは、そのこと。

「え、えっと……それはゆーくんが嫌いやがってるから？」

「そう」

　瑞姫は肯定して、頷いた。

「でも………………それだけじゃない」

　そして瑞姫はそう言って、黙る。どういう意味か訊たずねたが、それにはもう、答えは返ってこなかった。

「…………………………」

「…………………………」

　再び降りる、夜よ闇やみの中の沈黙。

　その中で、マナは半ば混乱しながら、どういうことなのか考えた。

　考えて、やがてマナは結論に至る。ああ、この子は勇ゆう路じのことが好きなのだと、ようやくそう理解した。理解してみると、鈍い自分に少し呆あきれた。

　勇路を特別な呼び名で呼ぶ幼おさな馴な染じみのマナに、瑞みず姫きは子供っぽい嫉しつ妬とをしているのだ。

　年下の子供たちを見ていると時々ある、傍はたからは見え見えのそんな感情だったが、自分に向けられると気づかなかった。そして驚いた。

　どう反応していいのかも、分からなかった。

　そもそも慣れていなかった。誰かに好きになられたことも、ましてや嫉妬されたことも、そんな相手に面と向かって非難されたことも、マナは今まで一度もなかった。

　混乱した。

　だいたいマナと勇路は、そんな関係ではないのだ。

　勇路は頼りにしている幼馴染だが、多分、将来そうなる可能性もないと思う。

　どう答えていいのか分からなかった。もしこれが同年代以上の女の子から向けられた嫉妬だったら、マナはパニックで死にそうになっただろう。瑞姫が年下だったので、まだ何とか救われていた。

　マナは慌あわてながらも、しかし何とか、声を出した。

「……あ、あの、えーと……も、もしかして、ゆーくんのこと……好きなの？」

「………………」

　たどたどしいマナの問い。瑞姫は黙って視線を外し、抱かかえた膝ひざに自分の顔を埋うめた。

　言われたくないことを指摘した時の、子供の反応。マナは、お姉さんとして近所の子供たちの相手をしている時に、たまに見かけることがあるその態度に、瑞姫が年相そう応おうの子供であることを理解して内心少しだけ安あん堵どした。

「え、えーと……わたしは、ゆーくん取ったりしないよ？」

　マナは言った。

「………………取ってる」

　視線を外したまま、瑞姫。

「……あう」

　マナは困った。マナは子供慣れはしていたものの、別に子供のあしらいが上手うまいというわけではなかった。むしろ下手へたな部類に入る。言葉を悪くすれば子供に舐なめられるので仲がいいだけで、扱いに長たけているわけではないのだ。

　しかもこんな、嫉妬した子供に拗すねられるなど。

　戸と惑まどうばかりだ。何を言えばいいのか、さっぱり分からなかった。

　そして戸惑うマナは、黙り込むしかない。それしかやり方を知らなかった。世の中はマナにはどうにもできないことばかりで、どうにもならないことは、ただ黙って過ぎ去るのを待つしかないのだ。

　昔から、そうだ。

　いつもいつも、先生に、大人おとなに、疑われて怒られる時も、いつもそうだ。

　自分じゃないと釈しやく明めいすれば、噓うそをつくなと怒られる。自分だと認めて謝っても、自分のやっていないことで、やはり激しく怒られる。

　厭いやなことは、黙って過ぎ去るのを待つしかないのだ。

　それが一番楽だった。マナは自分の庇ひ護ご者しやにして暴君だった、凜りんとの付き合いの中で、それを学んだ。

　真実を喋しやべるな。罪を認めるな。誤ご魔ま化かし続ければ全すべては過ぎる。

　当時から、そしておそらく今に至っても、マナにとって一番恐ろしかったのは、自分の庇護者である凜の怒りを買うことだったからだ。

「………………」

　だから、マナは黙るしかない。

　困ったときは黙る。マナの身に着けた唯一の処しよ世せいは、こんな瑞みず姫きのような子供相手でも、マナに沈黙以外の選択肢しを思いつかせなかった。

「………………」

「………………」

　がらん、とした広い暗くら闇やみの中に、ただ二人の沈黙が降りた。

　マナは心の中で呟つぶやく。




　────ゆーくん……早く帰って来ないかな……







　　　　３




　延々と前後に広がる、無限回かい廊ろうのような路地の暗闇の中。




「……え……笑え美みさ……」

「悪い子」




　笑美は勇路を真正面から見み据すえて、とてつもなく優しい声で言った。

　ぞっ、とその声に、勇路は背せ筋すじを撫なでられる。勇路の背中に一いつ瞬しゆんにして、びっしりと嫌いやな汗あせが浮くほどの、猛もう烈れつなまでの不吉な悪お寒かんが駆かけ上がる。

「………………!!」

　いつの間にか気配もなく勇ゆう路じの背後に現れた笑え美みは、いつも店に立っている時のカントリー調のエプロン姿で夜よ闇やみの中に立っていた。

　ぼんやりと道を照らしている街がい灯とうの光が、白いエプロンと俯うつむき気味の笑美の顔を夜闇に浮かび上がらせて、その口元に浮かんだ穏おだやかな笑みの形を、くっきり影として笑美の白い貌かおに刻み付けていた。

　少しばかり浮うき世よ離れした笑美のファッションとその自然な立ち姿が、とてつもなく異様な雰ふん囲い気きをもって、暗い道に存在していた。

　妖よう精せいか亡ぼう霊れいを思わせる雰囲気。そうでなければ、狂人のもの。

「………………!!」

　心臓が激しく脈打つ。そこにいるのはいつもの笑美。

　優しくて、そして、




　話の通じない────笑美。




「……え……」

「勇路くん……あなた、雪ゆき乃のちゃんに〈断だん章しよう〉を向けたんですって？」

　震える喉のどで勇路が言葉を発しようとしたのを遮さえぎるように、笑美は淡々と、勇路に向けてそんな言葉を口にした。

　穏おだやかに笑みを湛たたえる口元に、伏し目がちに細められた目。しかしその目が全くの一いつ片ぺんも笑っていないことに気がついて、勇路はまさに冷水を浴びせられたかのように、全身から血の気が引いた。

「あ……あれは……！」

「どうしてあんなことをしたの？　勇路くんは、やっちゃいけないことも、分からない子だったかしら？」

　腰こしの後ろで手を組んで道の真ん中に立ち、笑美は静かに問いかけてきた。

　静かで、穏やか。しかしその声は確実にこの場の空気を凍こおらせて、吐はき気さえ感じるほどの緊張が、ぞっ、と夜に張り詰めた。

「どうなの？」

「う……！」

　勇路は喉の奥で呻うめく。

　今まで笑美がこんな態度に出てきたことはなかった。手が震えそうになる。安全ピンを持った右手を、左手で無理矢理押さえつけた。

　しかしその手を笑美が見て、微かすかに眉まゆを寄せた。

　そして笑美は微かに口元を歪ゆがめると、微かに声を低くして、哀かなしそうに咎とがめた。

「……勇ゆう路じくん。またそんなものを……」

　こつっ、と笑え美みは、勇路の方へ一歩足を踏み出した。

「ねえ、勇路くん……どうして？　わたしの指導が、間違ってたのかしら？」

　小さく小首をかしげて、笑美。

　街がい灯とうの下で笑美の影が伸びて、勇路の足元まで、ぼんやりと覆おおい被かぶさった。

　その影がまるで勇路を押さえつけようとする威圧そのものに見えて、勇路は右手を押さえる手に、ぎゅっ、と強く力を込めた。

「……え」

　そして勇路は、笑美の影を睨にらみつけるように俯うつむいて、搾しぼり出すようにして、言った。

「笑美さんのやりかたは、間違ってる」

　ようやく口にした。微かすかに笑美が、息を吞のむ気配がした。

　しばしの沈黙があり、静寂があった。そしてその沈黙の後で、静かに、穏おだやかに、笑美は再び口を開いて、勇路へと言葉を投げかけた。

「そう…………ごめんなさい。でもね、勇路くん。それは、誤解だと思うのよ」

　勇路がようやく口にした言葉への、笑美の答え。

　平静な声。そんないつも通りの声で、笑美は勇路に語りかける。

「とにかく、帰ってらっしゃい？　それから、お話をしましょう」

「……」

「わたしに至らないところがあったのなら、謝るわ。ちゃんと勇路くんの考えも、聞いてあげるから」

「………………噓うそだ」

　反射的に、口にしていた。

「………………どうしてそんなことを言うの？」

「え、笑美さんあんた……」

　哀かなしそうに訊たずねる笑美へ、勇路は。

　いつものように言う笑美へ、勇路は、叫んだ。




「あんた……おれの話聞いたことなんか、一度もねえじゃねえかよ……！」




　箍たがが外れた。理り不ふ尽じんへの怒りに突き飛ばされて、恐れを踏み越えていた。

　不満が爆発し、恐れと怒りが滅め茶ちや苦く茶ちやに心の中をかき回して、声を震わせながら、勇路は笑美へそう叫んでいた。

　勇路はこんな風ふうに、笑美と直接的に意見をぶつけたことはなかった。

　昔はそうではなかった。しかし今まで笑美は勇路の話を聞くそぶりは見せても、何を言ってもはぐらかし、結果的にまともに聞いたことは一度もなかった。

　謝り、誤ご魔ま化かすだけ。いつしか勇ゆう路じは笑え美みに直接意見をぶつけることをやめ、ただ行動するだけになった。

　話をしても無む駄だだった。なので不満があれば何も言わずに逆さからい、独断で何もかもを決めて行動し、後で怒られても聞き流す。そうすることでいつか笑美も認めざるを得ない既き成せい事実を作ってしまえばいいと、そう行動してきた。

　笑美の〝話し合い〟は、ただ話を聞いてあげたという事実を作るだけの茶ちや番ばんだ。

　応対こそ柔やわらかいが、笑美は頑がん固こでワンマンだ。不満や愚ぐ痴ちを言いたいだけの可哀かわい想そうな連中ならそれでも満足だろうが、同じように頑固でワンマンな勇路は、そんな話し合いには何の価値も見出していなかった。

　これも、同じだ。

　いつになく笑美が強く出てきても、やはり同じだった。

　否、これはそれ以上だ。ここで勇路が折れることは、そのままマナや凜りんや環たまき、つまり勇路の守るべき友人たちが、死ぬことに繫つながるのだ。

　笑美は勇路の要求など、はぐらかしはしても、決して受け入れないのだから。

「おれは、あんたや〈雪の女王〉のやりかたは絶対認めないからな！」

　勇路は自分の身体からだを抱だくように強く右腕うでを押さえ、言った。

　顔を上げ、睨にらみ付けた。笑美から微笑は消えていた。今の笑美の顔に湛たたえられているのは、哀かなしそうな、困こん惑わくの表情。

　笑美は腰こしの後ろで手を組んだまま軽く前にかがみ、言った。

「そう……でも勇路くん、間違ってるのはあなたの方よ？」

　困った子供に、言い聞かせる声。

「それに、雪ゆき乃のちゃんに〈断だん章しよう〉で怪け我がさせるなんて、やっちゃいけないことよね？」

「うるせえ！」

「…………いけないことよね？」

「この……！」

　ループしだした話に、勇路は強烈な怒りと苛いら立だちと、そして、ぞっ、とするものを感じて、ぎり、と奥歯を嚙かみ締めた。

　これだ。こうなると全く話が通じない。

　勇路は睨上ねめあげるように笑美を睨にらみつけると、怒りとその他の無数の感情で震える唇くちびるを歪ゆがめ、それらの感情を残らず込めて吐はき捨てた。

「……何なら、笑美さんも〈雪の女王〉と同じ目に遭あわせてやろうか？」

　売り言葉に買い言葉の恫どう喝かつ。

　その瞬しゆん間かん、笑美の表情が、ほんの微かすかに、ぴく、と動いた。

　ほんの、僅わずかに。

　しかし、

「…………悪い子」

　ぽつりと漏もらすように笑え美みが言ったその後、勇ゆう路じが見たものは、この話し合いが致命的な破は綻たんを迎えた、その決定的な事実を示すものだった。

　笑美は、腰こしの後ろで組んだ手を、離す。

　そして、




　ずる、




　と笑美はエプロンのポケットの中から、古く大振りな裁ち鋏を、その華きや奢しやな指に引っ掛けるようにようにして引きずり出したのだ。

「……!!」

　勇路は息を吞のむ。血の気が引く。

　笑美の〈断だん章しよう〉が鋏はさみのトラウマに由来するものだと、勇路も知っている。その証しよう拠こに笑美の家には他ほかの刃は物ものはあっても、鋏は一本たりとも置かれていないのだ。

　それを笑美が手にしているということが示す、事実。

　笑美が勇路を〈騎き士し〉として認めていなかったため、一いつ緒しよに活動したことがない勇路は笑美の〈断章〉を知らないが、それでも〈アプルトン・ロッジ〉の〈騎士〉の編成は、笑美の持つ〈断章効果エフエクト〉が高確率で殺傷能力を持っていることを示していた。

　やばい！　やばい！　冷ひや汗あせが吹き出した。身体からだが竦ひるんだ。

　逃げる？　戦う？　笑美さんと？　頭の中がパニックになる。手の中にある安全ピンの感かん触しよくが、妙みようにはっきりと、重く存在感を増す。

　どうする!?　どうやって!?　だがそんな逡しゆん巡じゆんの間にも、




　すう、




　と鋏を持った笑美の手が、舞まいの動作のように真まっ直すぐに伸ばされて勇路へ向けられた。

　鋭い切っ先。しかし、その先せん端たんはかたかたと激しく震えて、その向こうに見える笑美の表情は、どこか笑いにも似た形で強こわ張ばり、顔面蒼そう白はくになっていた。

「勇路くん、帰りましょう？　今なら…………今なら、許してあげる」

　鋏を向けた笑美が、震える声で言った。

「し、知ってるわよね？　悪いことをする〈保持者ホルダー〉さんに……ば、罰を与えなきゃいけないのも、〈ロッジ〉の、お仕事だって」

「………………!!」

　そう言う間にもかみ合わせの悪い鋏はさみが、震える笑え美みの手の中で、かちかちかち……と小さな音を立て続けていた。

　その不安定さの孕はらむ、異様な恐怖。

　勇ゆう路じを見つめる目の中にありありと浮かぶ、過去のトラウマに起因する、今にも爆発しそうな恐怖と狂気と、その他ほかのごちゃまぜになった無数の強烈な負の感情。

　未いまだ笑美が克こく服ふくしていない、その内側に孕んだドロドロの恐怖。

　そしてそれこそが〈断だん章しよう〉そのもの。克服し得ない恐怖こそが、すなわち〈断章〉。

　今にも噴ふき出そうとしている、〈断章〉そのもの。しかしそれを前にして、なおも勇路は、笑美に向けて言った。

「わ、悪いことだ!?　どっちがだよ!!」

　ほとんど絶叫していた。

　叫んだ。




「あ、あんたたちが…………おれの友達を殺そうとしてるあんたたちが悪くなくて、一体何が悪いって言うんだ!?」




　夜の路ろ地じに、勇路の叫びが響き渡った。

　引いたが最後、負けたが最後、守ろうとしたものは殺される。

　その思いが勇路に叫ばせる。そして震えを押さえるはずが今や右腕うでを拘こう束そくしていた、がちがちに固まった左手を、無理矢理に引き剝はがす。

　だが、




「……そう……じゃあ勇路くんは、やっぱり〈潜せん有ゆう者しや〉さんを、庇かばってたのね？」




　笑美が、言った。

「……っ!!」

「それはやっぱり、そこの斎さい藤とうさんちの娘むすめさん？」

　血の気が引いた。誘導された。しくじった。そして何よりも笑美たちに、マナの存在がばれているという、最悪の事態を突きつけられた。

「そうなの…………あのね、勇路くん、お気の毒だけど、そういうの、駄だ目めよ？」

　そして笑美は愕がく然ぜんとする勇路に、さらに言った。

「勇路くんがやっぱり優しい子だったって分かって、わたし、すごく嬉うれしいわ。気持ちもすごくよく解わかる。でもそのために、もっと可哀かわい想そうな人を増やすことになるのは……よくないことだわ。わかってくれるかしら？」

　鋏はさみの切っ先を向けたまま、笑え美み。

「勇ゆう路じくん……もう我わが儘ままはやめて、帰って来なさい？」

「……」

「さ、勇路くん？　……瑞みず姫きちゃんはどこ？」

　問いかける笑美。その笑美に、搾しぼり出すように勇路は訊たずねた。

「さ、斎さい藤とうの…………おじさんとおばさんは、どうした？」

　真まっ暗くらになっていた、マナの家。

　それを訊たずねた。何をした？　と。その問いに対して笑美は軽く首を傾かしげると、少し不思議そうに、そして少し哀かなしそうに、それでもはっきりと答えた。

「……亡くなられたわ」

「!!」

　心臓を鷲わし摑づかみにされた。

　小さい頃から知っているマナの両親の顔が、声が、いくつもの思い出と共に、一いつ瞬しゆんのうちに脳裏に浮かんだ。

　血の気が引いていた頭から、さらに眩暈めまいがするほど感情が引いた。

　全身の毛が逆立つような絶望感と無力感に、目の前が一いつ瞬しゆん暗くなった。

　そして、

　直後、




「────うわあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　勇路は喉のどの奥から、絶叫した。

　右手を振り上げた。マナの両親の穏おだやかな記き憶おくが、告げられた死による強烈な絶望と共に、自分が母親から受けた虐ぎやく待たいの記憶を引き下ろして頭の中を一杯に満たした。

　脳裏に原風景が広がった。血で汚よごれた幼い自分の手と、幼い自分が勝手にどこかに行かないように針を植えた子供部屋。そして出られない子供部屋の目と鼻の先にあるベビーベッドの中で、だんだんと弱ってゆく赤ん坊の泣き声。




　放置されて衰弱死した、勇路の妹の記憶。




　地じ獄ごくの記憶。針の林の中にたった一いち畳じよう残された畳の中で感じた、痛みと悲しみと絶望的な無力感と、そしてそれらを塗りつぶす自分の母親、ひいては全すべての大人おとなへの、絶望的なまでに深い、灼やけるような怒りと不信。




『────あたしの自由を奪うモノは、檻おりに入ってればいいのよ』




　幼い自分へ向けて、憎にく々にくしげに吐はきつけられた母親の言葉。

　勇ゆう路じが自ら〈断だん章しよう詩し〉として選んだ、その母親との数少ない思い出を、勇路は焼やき印いんを押しつけるように胸の中に思い浮かべ、手にした安全ピンの切っ先を振り下ろし──────

「〈自由を奪うモノは────〉!!」

　しょきっ。







　ばちん!!







　瞬しゆん間かん、恐ろしい音と共に右手の指が熱く痺しびれ、白い小さなモノが宙にばら撒まかれた。

　目の前で、左手に向けて安全ピンを振り下ろしかけた自分の右手から、破は裂れつするように切断された指が飛び散って、安全ピンもろともにばら撒かれて地面に落ち、ばらばらとアスファルトの上を跳はねて転がった。

　がりっ、と鈍にぶい金属の刃やいばに指を挟はさまれ、薄うすい肉と硬い骨を押し伐かられる一いつ瞬しゆんの感かん触しよく。

　一瞬の間。そしてその直後、意識と感覚の刹せつ那なの空白の後で、第二関節から先の指が全てなくなった右手に、指が全すべて焼け付く痛みに置き換わった骨の髄ずいと脳までを焼く恐ろしい激痛が炸さく裂れつした。




「ぎ……!!　が……あ…………ああああああああああああああああああ!!」




　喉のどから、肺が潰つぶれるような声にならない叫びが迸ほとばしり出た。

　骨を折り切られ、薄い肉と組織と神経が挟はさみ潰つぶされた指から、一瞬遅れて大量の血が溢あふれ出し、ぼたぼたと指を伝い地面に落ちて、同時に断面の組織と骨の髄を焼く転げまわるような痛みが神経を貫いた。

　指のなくなった右手を押さえた。自分の心臓の鼓こ動どうがひどく大きく感じられた。

　鼓動に合わせて痛みが盛り上がり、痛みが肺を握りつぶし、息ができず、奇き妙みように熱い涙なみだが両目から溢あふれて眼球を焼いた。

「…………う……あ…………あ……！」

「……ひどい子ね。勇路くん。わたし、この感覚嫌きらいなのよ？」

　涙を流して呻うめく勇路に、鋏はさみを閉じた笑美が、声をかけた。

　全すべてが痛みに吹き飛ばされていた。思考も五感も今まで味わったことのない激痛に塗り潰つぶされ、蓋ふたが開きかけていた勇ゆう路じの〈断だん章しよう〉も、全て痛みの赤に潰されて完全に志向性を失って消え失うせていた。

「私ね、夢の中で自分の夫を、鋏はさみで切り刻んでたのね」

　そんな勇路に、笑え美みは語りかける。

「あの人の指を、耳を、鼻を、唇くちびるを、鋏でじょきじょき切り取るの。嫌いやって叫んでも手は動くし、切らないように必死で鋏を離しても、何故なぜか切れていく。泣きながら目を覚ましたわ。そうしたら隣となりであの人が血だらけだったのよ」

「…………う……ぐ……」

「あの人が死ぬまで……夢は続いたわ」

　微かすかに震える声で。

「鋏で切る感覚は、だから嫌きらいなの。なのにどうして勇路くんは、わたしにこんなことさせるのかしら？」

　哀かなしそうに、笑美は言う。

「………………!!」

　これが笑美の〈断だん章しよう〉。痛みに白熱する頭で徐じよ々じよに理解する。

　鋏を向けた相手の身体からだを切断する〈効果〉。しかし笑美の言うことは滅め茶ちや苦く茶ちやだ。〈断章〉とは克服できない恐怖なのだから、自分の〈断章〉が好きな奴やつなど、この世のどこを探してもいるわけがないのだ。

「…………」

　狂人め。勇路は激痛に指の痕あとを抉えぐられ、涙なみだを流しながら、笑美を睨にらみつけた。

　狂犬のように、喘あえぎ、睨む。それを見返した笑美はしかし、怯ひるむどころか、不思議そうに小首かしを傾かしげた。

「困ったわ…………まだ聞きわけのないことを言うの？」

　笑美は呟つぶやいた。

「そうねえ、仕方ないわ。耳を切って舌したを切って、手と足を全部切っちゃったら、大人おとなしく連れて帰れるかしら？」

　ぞっとすることを平然と言う笑美。そして今の笑美は、それを平然と実行するだろう。

「そうね、神か狩がり屋やさんもいるし」

「………………!!」

　圧倒的な異常者が持つ暴力への恐怖と絶望が、背せ筋すじを駆かけ上がった。もう助からないという予感が、明確な形となって、頭の中に広がった。

　だが、その時────




「……え、笑え美みさん、駄だ目めです！」




　切迫した少年の声が、路地に響き渡った。

「！」

　驚いて顔を上げる。笑美もその声を聞いて、声のした方を振り返る。

　見ると笑美の背後、路地の向こうに、見慣れない制服を着た少年が立っていた。いや、見覚えはあった。〈雪の女王〉と一緒にいた少年だ。

　たったいま笑美を制止したのも、この少年だった。

　何故なぜだ？　何が起こっている？　混乱する勇ゆう路じ。しかし、今まさに危機的状況にある勇路の本能は、瞬しゆん時じにそれらの疑問とは、全く別の結論を導き出した。




「……っ!!」




　勇路は即座に身を翻ひるがえし、その場から駆かけ出したのだ。

　落ちた指も置いて、痛みに歯を食いしばり、ただ命の危険に背中を押されて、右手を押さえたまま必死の形ぎよう相そうで走り出した。

　直後に、背後で笑美がこちらを振り返った気配。だが、それと同時に、

「だ、駄目ですって！　やめてください！」

　再び慌あわてた少年の声が聞こえて、背後の笑美からの、追つい撃げきはなかった。

　その瞬しゆん間かんに、勇路は路地の角を曲がって笑美の視界から逃れる。

　曲がった刹せつ那なに元の路地に目をやると、笑美にあの少年が飛びかかり、鋏を持った腕うでを押さえつけていた。

　そして揉もみ合う二人に駆け寄る、織おり作さく健けん太た郎ろうの姿。仲間割れだろうか？　だが深く考える暇ひまはなかった。いずれにせよ健太郎が笑美に逆らうわけがない。ほどなくあの少年は、多勢に無勢で取り押さえられるだろう。

　勇路は必死に走り、逃げる。

　走るたびにその衝しよう撃げきで響く、重い激痛に、右手と脳を、焼かれながら。

　痛みと出血で気が遠くなり、肺と心臓が悲鳴を上げた。しかし手て負おいの獣けものは、それらの苦痛と恐怖を折れそうなほど歯を食いしばって、血が出そうなほど嚙かみ殺しながら、夜の闇やみの中を走り続けた。




　…………………………
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　　　八章　　この邸はとむらいの囲に
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　日曜の、昼下がり。

　山林に囲まれたモザイク壁画のようなこの白い町は、休日の晴れ空の下だというのにもかかわらず、どこか閑かん散さんとした空気が広がっていた。

　すっかり夏を予感させる陽光と緑、そして広がる生活の音と気配。

　それらが満ちる街には、一見平常どおりの人通りと生活が存在していたが、しかしよくよく観察すれば目立つのは主婦や老人の姿ばかりで、ここ最近ずっとそうであったように、今も子供の姿は奇き妙みように少なかった。

　そのためどことなく活気の欠けた、街。




「……」




　そんな街の、ある一角の住宅街の路地を、このとき一人の活発な印象の中学生の少女が、美少女然とした容よう貌ぼうに不ふ機き嫌げんな表情を浮かべ、つかつかと早足で歩いていた。

　腰こしまである髪かみを後ろで一ひと束たばねにして、それでいてやぼったい印象が全くない、洗せん練れんを感じさせるセンスと容姿。

　東海林しようじ凜りん。

　きびきびと歩く、その可愛かわいらしくも颯さつ爽そうとしたミニスカート姿。

　グループのリーダーとして振る舞うべく、生まれてきたような少女。

　そのリーダーたる彼女は、今朝けさから何度かマナの携帯や家に電話をしていて、それにもかかわらず一度も出ないという不義理に機き嫌げんを悪くして、唇くちびるを引き結んだ表情で大おお股またにマナの家へと向かっていた。

「……あいつめ」

　つかつかと道を歩きながら、凜は口の中で呟つぶやいた。

　せっかくかけた電話に出ないとはどういうことだと、凜は朝から強しいられた徒労に対して、腹を立てていた。

「何やってんのよ。心配になるじゃない……」

　凜りんは、ぶつぶつと、不ふ愉ゆ快かいそうに呟つぶやく。

　この凜という少女は常に輪の中心でなければ気が済まず、自分のために平気で他人を利用して陥おとしいれる苛か烈れつで狡こう猾かつな暴君だったが、同時にその強烈な独善の中に、無私の友達思いという性格が完全に矛む盾じゆんなく同居していた。

　マナなどは勘かん違ちがいしがちだが、心配でこうして様子を見にやって来たという凜の行動に、恩を売るなどといった打算はほとんどない。凜は確かに狡猾な少女ではあったが、傍はた目めのマナが思い込んでいるほどには、その行動と思考の隅すみ々ずみまでが、狡猾な策さく略りやくに基づいているわけではないのだ。

「まったく……」

　凜は時折そんな風に文句を口にしながら、マナの家へ向かう。

　本来日曜日はマナに渡すべき提出物やノートもない上、環たまきが習い事などの用があって忙しいため、例の集まりはしないことになっていた。

　にもかかわらず様子伺うかがいの電話にマナが出なかったので、居ても立ってもいられなくなってこうして出てきた。

　東海林凜というのはそういう少女だ。凜は憤ふん懣まんの表情のままマナの家に辿たどり着き、門の前でカーテンの閉まったマナの部屋の窓を睨にらむように見上げて、どうしてやろうかと言わんばかりに一つ頷うなずくと、インターフォンを押して、柵さくの向こうに見える玄げん関かんのドアを見つめた。

「………………」

　だが、反応がない。

　もう一度押す。インターフォンの電子音が間抜けに鳴り響き、それが余よ韻いんを引いて消えた後も、家からは何の返答もなかった。

「……うん？」

　訝いぶかしげに眉まゆを寄せる、凜。

　そして凜が、そうやって三度目のインターフォンを押そうとした時、急に後ろから、若い男性の声に声をかけられた。




「あの……ちょっとごめん、君、斎さい藤とう愛まなさんの友達？」




　凜はボタンを押そうとしていた動作を止めて、そのまま振り向いた。

　振り返るとそこには、あまりこの辺りでは見ない私立高校の制服を着た、やや線の細い顔立ちをした少年が、目立つヘアピンを何本か髪かみに挿さした女の子と一緒に並んで立っていた。

　少年の口元には、絆ばん創そう膏こう。見知らぬ人間に声をかけられた不ふ審しんと、それまでの憤懣を引きずった相乗効果で、凜の眉と声に、自然と険けんが浮かぶ。

「…………誰です？」

「えーと、実は今、この家には誰もいないんだ。それで話を聞ける人を探してる」

　凜りんの誰すい何かに、少年は困ったような、どこか人の良さを感じさせる表情で、そんなことを言い出した。

「……は？」

「君、斎さい藤とう愛まなさんに会いに来たの？　彼女はいま行方ゆくえが分からなくて、僕らはその行方を探してるんだ」

「え？　なに言って……」

「僕は、白しら野の蒼あお衣い。えーと……馳はせ尾お勇ゆう路じくんの知り合いみたいなものだって言ったら、もしかして、分かる？」

「！」

　不ふ審しんが一気に、別の不審に変わった。

　凜の心当たりは一つだった。凜は思わず訊たずねていた。

「ひょっとして……霊れい能のう力りよくとかの関係？」

「…………あー、そうか。そっちで知ってるんだ」

　凜の言葉を聞くと、少年は僅わずかに表情を改め、声を低くした。

「えーとさ……できればでいいんだけど、少し話を聞かせてくれないかな？　怪しいかもしれないけど、少しでも手がかりを探してるんだ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　だがそれよりも、凜には聞き捨てならないことがあった。

「マナがどうかしたの？　誰もいないってどういうこと？　馳尾は？」

「うーん……話すと長くなるし、申し訳ないけど、君がどれだけ知ってて、どこまで協力してもらえるか分からないと話せないんだ」

　少年は申し訳なさそうに言った。

「ただ、これだけは言えるのは…………馳尾君も、昨日きのうの晩から行方が分からなくて、僕らは探してるんだ。君、居場所に心当たりはない？」

「はあ……!?」
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「……雰ふん囲い気きは違うけど、確かにあの子に似てる。信じます」




　じっと颯さつ姫きを見た凜は、頷うなずく。

　駅前にある、チェーンのコーヒーショップの一席。ショップの看かん板ばんの色をした内装の店の隅すみに、蒼あお衣いは颯さつ姫きと共に、東海林しようじ凜りんという少女と向き合って座っていた。

　斎さい藤とう愛まなの家にやって来た彼女を、ずっと朝から家の前で見張っていた蒼衣が見つけ、声をかけてからここまで。まず蒼衣は、颯姫が勇ゆう路じと一緒にいる瑞みず姫きの姉であることを紹しよう介かいして、それを糸口に、自分たちが身内であると信用してもらうことに専心することで、こうして何とか事情を説明してもらえるところまでこぎつけていた。




「……つまり……白しら野のさんはマナのことを聞いて馳はせ尾おに協力しに来たけど、あいつが信用しないでどっかに行っちゃったってことですか？」




　虚きよ々きよ実じつ々じつの、しかも大幅に端折はしよった蒼衣の説明だったが、しかし意外とすんなり凜はそれを受け入れた。

「まあ、あいつ、基本的に自分より大人おとなな人を信用しないですからね。親にむかし虐ぎやく待たいされてて、誰も助けてくれなかったから、って」

「……」

　笑え美みよりもはるかに勇路について理解している発言をする凜。そしてそれから凜が「警察とかには言わないんですよね？」と前置きして話し始めた内容は、そのほとんど全すべてが蒼衣たちの把は握あくしていない、勇路側の内情だった。

　神社森で行方ゆくえ不明になった新しん宮ぐう律りつ子こと、その現場を目撃したマナ。

　そしてそのマナを警察や教師などの、大人たちから庇かばおうとしていた、勇路と、そして凜たちの友達グループ。

　それを聞いた蒼衣は、勇路の本当の目的が、笑美や蒼衣たち〈ロッジ〉の目からマナを隠かくそうとしたのだと即座に察した。それについては当然黙っていたが、しかしそんなことより、蒼衣が最も驚いたのは、つい昨日きのうの夕方までマナがあの家にいて、普通に凜たちもマナの部屋で過ごしていたという事実だった。

　何しろ、三つも異常な死体が転がっていた家だ。

　てっきり蒼衣たちはあの家は少なくとも数日はあの状態で、マナも同様に、ここしばらくは姿が見られていないのではないかと思っていたのだ。

　ならば────いつから家はあの状態だったのだろう？

　驚き、疑問が湧わいたが、蒼衣はそのどちらもおくびにも出さず、穏おだやかなポーカーフェイスで他ほかの話と同様に流し聞いた。

　マナの両親と律子の死体のことなど、言えるわけがない。

　念を入れて聞き返すなどして、変に疑われ、藪やぶ蛇へびになるのも避けたかった。

「そっか……昨日僕らは着いたんだけど、すぐ勇路くんはどこかに行っちゃってね」

「そうなんですか……」

「仕方なく斎さい藤とうさんの家を訊たずねてみたはいいけど、誰もいなくなってて、今日は誰か話を聞ける人が来ないか待ってたんだよ」

　いかにもマナやその周辺のことなどは概おおむね知っていて、ここのところの勇ゆう路じの動向を、主に聞いている振りをする蒼あお衣い。

「やっぱり斎藤さんは、勇路君が連れ出したのかな？　どう思う？」

「そうかもしれません。斎藤のおじさんとおばさんは、よく仕事で留る守すにしますし」

　凜りんは言う。

「あいつめ……」

　そして視線を落として、凜は何故なぜか怒っているように、ぽつりと呟つぶやいた。

「……」

　蒼衣はその呟つぶやきを聞き、椅い子すで足をぶらぶらさせている颯さつ姫きを視界の端はしに見ながら、かなり氷の溶とけたアイスカフェオレのストローを口に運んだ。そして、これから自分だけでできることは何があるだろうかと、考える。

　そこで、

「痛つ……」

　と蒼衣は、口の端はの傷に冷たいカフェオレが沁しみたのに軽く顔をしかめ。

「あ、そうだ」

　不意に思い出して、胸ポケットから一枚のポラロイド写真を取り出した。

「……東海林しようじさん、この写真の子は見たことない？　この子も昨日きのうから行方ゆくえが分からないんだけど」

　生徒手帳を挟はさむように曲げて胸ポケットに収めていた写真を、蒼衣は凜に手渡した。それには急にカメラを向けられて、少し驚いたような表情をした、幼い印象の少女の顔が大きく映っている。

　凜は「はあ」と、気のない返事をして写真を受け取る。

　しかし彼女はその写真を一いち瞥べつするや、みるみる驚きよう愕がくの表情になって、周りの客が目を向けてくるような声で叫んだ。

「……知ち沙さ都と!?」

　隣となりの颯姫と、思わず顔を見合わせる蒼衣。
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　写真に映っているのは、昨さく晩ばん路地でバラバラにされていた、被害者の少女だ。

　この写真は昨日の夜遅くに『アプルトン』にやって来た〈葬そう儀ぎ屋や〉から、蒼衣たちの手へと渡されたものだった。

　蒼あお衣いたち、そしてもちろん〈葬そう儀ぎ屋や〉たちも、この犠ぎ牲せいとなった少女の生前の身元も名前も知らない。しかし当然写真に映っているのは死体ではない。いくら身元を探るためとはいえ、そんなものを道行く人に見せて回るわけにはいかない。

　写真に映っているのは、死んだ少女の、生きている頃の少女の顔だ。

　しかし蒼衣たちの現実を蝕むしばむ〈神の悪夢〉の中では、その生と死の区別さえ、実に曖あい昧まいなものにならざるを得ない。

　この写真が、昨さく晩ばん〈葬儀屋〉によって持ち込まれて。

　この写真が何であるかを蒼衣が聞かされた時、ちょうど蒼衣は、『アプルトン』の店内で口の端はに消毒液をつけられていたところだった。




「………………」

「……えーと……取り込み中だったかしら？」




　澄んだドアベルの音と共に、喪も服ふくの男女が夜よ更ふけの『アプルトン』に入ってきた時。

　巌いわおのように無言の〈葬儀屋〉こと瀧たき修しゆう司じの隣となりで、戸と塚つか可か南な子こが思わず入ってくるなり呟つぶやいたほど、その時の店内の状況は混こん沌とんとしていた。

　大掃除の真まっ最さい中ちゆうのようにテーブル席が隅すみに寄せられて、その床ゆかに敷かれた血で汚れた毛布の上に横たわっているゴシックロリータの雪ゆき乃の。その床を臨むカウンター席にちょこんと並んで座って、消毒薬をつけた脱脂綿で蒼衣の口の端の傷を消毒している颯さつ姫きと、それに顔をしかめている蒼衣。

　そしてカウンターの逆端はしでは神か狩がり屋やが腕うで組ぐみして座り、そんな神狩屋の前のカウンター内には、並べて置いた椅い子すに笑え美みと健けん太た郎ろうが揃そろって俯うつむいて座っていた。

　神狩屋は怒っているような呆あきれたような諦あきらめたような、何とも微び妙みような表情をして腕うで組ぐみし、いかにも意気消沈した様子で俯うつむいて座る、笑え美みと健けん太た郎ろうを見下ろしていた。

　まるで今まで説教でも行われていたような風ふ情ぜいだが、実際そのようなものだった。

　カウンターの上には氷入りのビニール袋と、タオルに包まれた切断された指。この時、『アプルトン』の狭い店内の中では、つい先刻に勇ゆう路じの指を切断した笑美と、協力した健太郎への訓くん告こくが行われていたのだった。

　そして笑美を止めようとした際に、助けにきた健太郎に殴なぐられた蒼衣の怪け我がの治療も。




「────神狩屋さん……僕も、勇路君を探しに行こうと思います」




　あのとき、勇路と笑美の〈断だん章しよう〉について聞いた蒼衣は、猛もう烈れつに嫌いやな予感に襲われて、自分も勇路を探しに街へ出たのだ。

　そして探しているうちに、勇ゆう路じと笑え美みの対たい峙じに出くわした。健けん太た郎ろうの〈断だん章しよう〉のためか明らかに空気が違うので、すぐに分かった。そしてその中に踏み込むと、笑美が勇路の指を切り飛ばし、怖いことを言い出したので慌あわてて止めにかかった。

　止めようとして殴なぐり飛ばされたのは格好悪い限りだが、それを見て笑美が冷静になったのだから、蒼あお衣いとしてはまあ痛い思いをした甲か斐いはあったような気がする。

「えーとですね、何かの拍ひよう子しに歯止めが利かなくなるのは、僕らはみんな同じ〈保持者ホルダー〉ですから分かります」

　苦情と説教の中間のような口く調ちようで、神か狩がり屋やは言った。

「それに他ほかの〈ロッジ〉のことに口を出すのは越権行為です。ですが、うちの〈ロッジ〉の子に関係ない怪け我がをさせられたとなると、さすがにひとこと言わざるを得ません。もう少し思し慮りよ深く行動していただかないと……」

「……ごめんなさい……ごめんなさい、つい……」

　神狩屋の淡々とした説教に、笑美は涙なみだを浮かべて俯うつむき、消え入りそうな声で謝る。

　そんな一群が、ドアベルの音に気がついて振り向いたのだ。向けられた可か南な子この発した、一いつ瞬しゆん戸と惑まどった言いようも、頷うなずけようというものだ。

　神狩屋が言った。

「……一般人が入ってきたかと思って、びっくりしました」

「あら、ごめんなさい」

　可南子は微笑ほほえんだ。

「神狩屋さんが来てるって聞いたから、瀧たきが顔出しときたい、って」

「…………」

　悪戯いたずらっぽく笑って背後の〈葬そう儀ぎ屋や〉を見上げる可南子。対する〈葬儀屋〉は一言も発さず押し黙ったまま、その圧倒的な重い存在感を発する巨きよ軀くをそこに立たせ、神狩屋に目礼のような視線を向けただけだった。

「そうかい、それは嬉うれしいけども」

　微かすかに笑って答える神狩屋。

「でも修しゆう司じ、昼頃ごろからずっとここに張り付きっぱなしじゃないのかい？　あんまりゆっくりしてると……その、手間も増えるだろう」

　手間の内容が内容だけに、神狩屋は一いつ瞬しゆんだけそこで、言葉を選んで言いよどむ。

　つまり、彼らが解体して車に積み込んだ死体が蘇よみがえった時、さらに殺す手間。よく見れば喪も服ふくが黒いせいで分かりづらいが、可南子の服も鉈なたを手て挟ばさんだベルトも、そこに刺さった鉈の握りもあちこちが血で汚よごれていた。

「……構わん。ついでだ」

　ぼそり、と低い声で〈葬儀屋〉が応じる。

　滅めつ多たに口をきかない〈葬そう儀ぎ屋や〉の簡潔な言葉に、可か南な子こが苦笑するような笑顔で、補足の言葉を続ける。

「まだ〈泡ほう禍か〉について何も分かってないのなら、バラバラにされてた子の身元を調べるのに〝写真〟があった方がいいでしょう？」

　可南子は言った。

　それを聞いた神か狩がり屋やは、「ああ」と納得したような、しかしそれでいてどこか痛ましそうな複雑な表情をして、可南子に礼を言った。

「そうだね……うん、ありがとう」

　神狩屋はカウンター椅い子すから立ち上がって〈葬儀屋〉たちに歩み寄り、可南子の差し出すポラロイド写真を受け取った。そして蒼あお衣いはその様子を横で見て、写真に写っていた少女の顔が目に入った瞬しゆん間かん、ぎょっとして言った。

「！　その写真……」

「あ、ああ……うん、そうだよ」

　驚きの声を上げる蒼衣を見て、神狩屋はやはり複雑な表情で言った。

「死んだ女の子が、生き返ってる間に撮った写真だ。これも修しゆう司じという人間の〈断だん章しよう〉と〈騎き士し団だん〉の現実だから、あまり嫌いやな顔をしてやらないでくれると嬉うれしいかな」

「………………！」

　蒼衣は戦せん慄りつと共に、恐きよう縮しゆくする。

「す、すいません……」

「いいのよ、気にしないで」

　可南子はくすくすと笑った。

「そんな写真を撮とることに〝冒ぼう瀆とく〟を感じた？　それとも生き返ってそれを殺すということに実感を感じて、気分が悪くなった？」

「い、いえ……」

　一応そう言ったが、両方だ。そしてその他ほかにも色々と。

　例えば写真の、驚いたような、きょとんとしたような、少女の顔。

　この写真を撮られた直後に、この少女は、再び鉈によって殺されて、解体されバケツに詰められたに違いないのだ。

　その時に元の少女の人格は、知能は、感情は────恐怖は、あったのだろうか？

　とても訊きけなかった。そんな思いの中で吐はき気にも似た重い気分になる蒼衣に、可南子は微笑ともつかない優しい表情で、優しく言った。

「いいのよ、白しら野の君。それが健全な感性。大切にしてね」

「……」

「白野君の思ったことは、ちゃんと私たちも同じように思ってて、でも私たちが、少しずつ失いつつあるものなのよ。この〈騎き士し〉という役目は長くやればやるほど、いつか命か心が、壊こわれるわ。私たちは必死で壊れゆくそれに、しがみついてるだけだったりして」

　そう言って可か南な子こは、くす、と笑い、そして不意に表情を、少しだけ鋭くなった。

「……でもねえ、真面目まじめな話をすると、一度〈騎士〉を始めたからには役目のために感性を殺さなくちゃいけなくなる小さなことがたくさんあるわ」

「…………」

「役目を果たすために、本当に小さなことだけど、大切にしがみついてるものをポロポロポロポロと少しずつ崩くずしていく、そんなものが、とてもたくさん。多分この写真も、そういうものの一つよ。だから白しら野の君、これを手にして、よく見れる？　それから人に見せて、この子の親しい人に見せて、もう死んでいることが分かっているのに、消息を訊たずねることができる？

　そんな心を壊こわす噓うそに、耐えられる？　もしも耐えられそうにないなら────その覚かく悟ごがないなら、ここで引き返した方が、いいと思うのよ」

「…………はい」

「うーん……嫌いやな言い方になっちゃったわね。君は私の知ってる〈騎士〉のタイプとはどれも違うから、つい心配になっちゃうのよ。ごめんなさい」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　蒼衣は神狩屋に手を差し出し、写真をもらった。

「いい機会です。考えて見ます」

「そう」

　可南子は微笑ほほえんだ。

　血を吸った、喪も服ふく姿すがたで。




　　　　†




　……そして蒼衣は一夜明けて、写真を手に街に出た。




　殺されて生き返り、再び殺される少女の身になって考えてしまった蒼衣は、その写真を手にすることに強烈な躊ちゆう躇ちよを感じたが、結局蒼衣の背中を押したのは朝になっても雪ゆき乃のが目を覚まさなかったことだった。

　今でこそ雪乃はリタイア状態だが、目を覚ませばきっとすぐさま〈泡ほう禍か〉との闘争に戻ろうとするに違いない。その前に、できるだけ道を整えておくことは雪乃の負担を減らすことになるはずだ。

　雪乃にとって、〈騎士〉としての闘争の負担は、望みであるはずだ。

　手ごわければ手ごわいほど、非日常へ漬つかる。そしそれは蒼衣の望みとは正反対だ。

　普通の日常に、雪ゆき乃のをできるだけ引き戻すのが蒼あお衣いの望み。面と向かってやれば必ず雪乃は怒るだろうが、雪乃が眠ねむっている間にこっそりと片付けてしまうことにまでは、それほど文句は言えないだろう。

　できるだけのことをやろうと、蒼衣は思ったのだ。

　そして可能な限り事態を片付ける。もしさらに可能なら、最後まで。

　とはいえ蒼衣は雪乃の近くにいるために〈騎き士し〉になろうとした、ただの普通の人間だ。雪乃や可か南な子この言うような覚かく悟ごもない。唯一の武器である〈断だん章しよう〉も、不ふ慮りよの事態に際して身を守れるようなものでもない。

　普通の人間らしく、おそるおそる騙だましながら、誤ご魔ま化かしながらやるしかない。

　それが雪乃だけでなく可南子に言われた覚悟への、答えでもあった。

　普通の人間として、自分を、状況を、騙し騙し進んでゆく。

　まずはこうして、自分を誤魔化しながら白しら々じらしい噓うそをついて、目の前の東海林しようじ凜りんから情報を引き出すくらいはできた方がいいだろう。




「……」




　ゆえに、蒼衣はこうしてコーヒーショップの一角で、凜りんへと写真を手渡している。

　蒼衣の目の前で、写真を見た凜は血相を変えて携帯電話を手にし、写真の少女であると思われる、岡おか知ち沙さ都との安あん否ぴを確認していた。

　蒼衣は、すでに写真の少女が死んでいることを知っている。

　知りながら凜を見つめている。当然だが凜の様子と、電話から漏もれ聞こえる、家族と思おぼしき相手との会話には、切迫と絶望感が感じられた。

　そ知らぬ顔だが、蒼衣の胸は痛む。

　やがて凜は電話を終え、携帯を小さなテーブルに置いた。




「……やっぱり知沙都、昨日きのうから帰ってないっぽいです。私の方がおばさんに色々聞かれました。知沙都、友達関係を親に言ってなかったみたいで」




　凜は顔を上げ、蒼衣を見て言った。

「そっか……もう警察とかには、連絡してるのかな？」

「さあ、そこまでは……」

　訊たずねながらも、蒼衣は考える。普通に考えて通報されていないわけがない。早く何とかしなければ、すぐに大きな事件になりかねない。

　友達同士の中学生二人が立て続けに行方ゆくえ不明になったことが、連続失しつ踪そうとして大きく取り上げられるのか、それとも友達同士の示し合わせた家出として小さく見られるのか、どちらに働くのかは分からない。もし事件になったらどうするのだろうか？　これまでに同じようなことがあった時、〈騎士団オーダー〉はどうしてきたのか、蒼あお衣いは知らない。

「白しら野のさん、知ち沙さ都とに、何があったんでしょうか……？」

　凜りんが、どこか思い詰めたような顔で言う。

「ごめん、わからない。でも心しん霊れい事件に巻き込まれた可能性も、小さくはないと思う」

　蒼衣は答える。答えを、知りながら。

「……あー……だんだんマナも心配になってきた。馳はせ尾おのやつ何やってんのよ」

「うん。瑞みず姫きちゃんの携帯も電源が切られてるから、僕らじゃ彼に連絡を取る手段が取れなくてね……」

「ええ、あいつ携帯持ってないんですよね」

「だから、君に心当たりがあれば、って思ったんだけど」

　そう言った蒼衣に、凜は厳しい表情のまま謝った。

「ごめんなさい。役に立てなくて」

　慌あわてて、蒼衣は否定する。

「あ……いや、そういうつもりで言ったんじゃないんだ。気にしないで」

「いえ、わかんないことだから、ってあいつに勝手させた、私の責任もあります。心霊のことなんて大人おとなは信じないってことで秘密にしてましたけど、白野さんみたいに協力してくれる人がいるなんてあいつ一言も言ってませんでした。それを勝手に断って、マナも連れ出して……ぶっちゃけ私、怒ってます」

　もう溶とけた氷しか入っていないアイスティーの、ストローを嚙かむ凜。

「私はあいつとは違って、大人おとなはぜーったい信用できないなんて、子供みたいなことは思ってません」

「……」

「結局、誰も信用してないんですよ。あいつ」

「そんなことは……うーん、せめてもう一度話ができればいいんだけど……」

　途と方ほうに暮れたように、蒼衣は肩かたを竦すくめる。

　そして蒼衣は凜に頼んだ。

「あの……東海林しようじさん、悪いけど、もし勇ゆう路じ君から連絡があったら、一応僕の携帯まで連絡くれるように言ってくれるかな？」

「え？」

「大人とか抜きでいいから、一対一で話をしたいって言ってたって、伝えて欲しいんだ」

「…………はい、わかりました。一応言っときます。連絡があったら」

　凜は請うけ負う。蒼衣は微笑ほほえんだ。

「ありがとう。協力してくれて。正しよう直じき君に声かけたのも、駄だ目め元もとのつもりだったんだ」

　蒼あお衣いは言った。

「いえ、私もあいつが勝手なことやってるって分かってよかったです。それにマナや、知ち沙さ都とのことも、白しら野のさんに会わなかったら分かりませんでしたし」

　言って凜りんは席から立ち上がり、頭を下げる。

「お茶、ごちそうさまでした。後で何かあったら電話かメールします」

「うん。よろしく」

「こちらこそ。そちらも何かあったら、連絡ください。それじゃ」

　礼れい儀ぎ正しく、しっかりした態度と受け答え。そんな凜は意志の強そうな目で蒼衣を見て一礼すると、きびきびとした動作で歩き、入口の自動ドアから出て行った。

　店の前面を占める大きなガラスごしに、店の前を歩き去る凜の姿。

　その姿を見ながら、蒼衣は溜ため息いき混じりに、ぼそりと呟つぶやいた。

「しっかりした中学生だなあ……」

「そうですねえ……」

　歳としで言えばおそらくほとんど変わりがないだろう颯さつ姫きも、隣となりで呟つぶやく。

　まだまだ子供っぽいと言っていい容姿に、しかし大人おとなびた受け答えや挨あい拶さつが完全に板についていて、無理をしている感がない。そんな凜は電話をかけたのか受けたのか店の前で立ち止まり、歩きながら携帯を取り出して耳に当てている。

　その様子は、もう小さな女実じつ業ぎよう家かかというほどだ。

　同じ年頃ごろだった頃の自分たちと、つい考え合わせて、感心することしきりの蒼衣。

　どんな家に育って、どんなことを考えて、どんなことをしてくれば、あんな風ふうに育つのだろうか？　そう思いながら眺ながめていると、電話を耳に当てたままの凜が、急に蒼衣たちの方をガラス越しに見た。

「……うん？」

　不思議に思って見返す蒼衣を、凜は窓の外から明らかに見つめた。

　そして何か言い合いでもしているかのような様子と表情をして、何かを電話へ向けて話しながら、蒼衣に向けてジェスチャーをした。

　しきりに携帯電話を指差して、そして見えるように、はっきりゆっくり口を動かし……




「………………ゆ、う……じ？」




　その口の動きを読んだ蒼衣は、動きをなぞって呟くと────慌あわてて席から立ち上がって、店の中を入口へと向けて大急ぎで駆かけ出した。







　　　　３




　電話の向こうが凜りんから少年に替わった瞬しゆん間かん、勇ゆう路じは叫んでいた。




「お……お前っ！　今すぐ東海林しようじから離れろ！　東海林に何かしやがったらただじゃ済まねえからな！」




　半ば上ずった声。その自分の声が反はん響きようして、握り締めた公衆電話の、プラスチックの受話器がびりびりと震える。

　町外れの公衆電話から凜の携帯に電話をかけて、その後のことだった。電話に出るなり怒鳴りつけてきた凜といきなり口こう論ろんする羽は目めになった勇路は、直後に凜の口から最悪の事態を聞かされて、まさに血の気が引く思いで電話の相手にそう叫んだのだ。

　勇路は夜のあれからずっと、町を囲む山の中を彷徨さまようようにして身を隠かくしていた。

　小さいといっても仮にも町でいきなり昨さく夜や出くわしたように、笑え美みは余計なところで勘かんがいい。そのため隠れ家がに戻って一いち網もう打だ尽じんにされることを怖れて、勇路は電話をするために町に戻ることもできず、ひたすら森の中を移動しながら夜を明かしたのだ。

　言えば泊まらせてくれそうな男友達も何人かいたが、右手の怪け我ががそれを阻はばんだ。

　何でもないと言い切るには怪我が重すぎた。右手の指を失なくし、拳こぶしを包むように血で汚よごれたタオルを厚く巻いて、痛みと緊きん張ちようで眠ねむることもできなかった勇路の顔は、疲ひ弊へいと失しつ血けつによって真まっ青さおになり、まるで幽ゆう鬼きのようだった。

　そしてそんな勇路は、笑美たちが朝方くらいまでは探し回っている可能性を考こう慮りよして、やっと昼を過ぎてから森を出て、当初の目的通り凜たちに電話をしたのだ。

　恐怖と緊張が辛かろうじて動かしている、疲弊した心身に鞭むち打うって、この町と都市とを繫つなぐ、外周部の森を通る道路に立っている電話ボックスから。

　ところが凜に電話が通じた瞬しゆん間かん、勇路の耳を突いたのは罵ば倒とうだった。

　勝手にマナを連れ出したことを責める凜。こちらの都つ合ごうも考えない仕切り屋っぷりにうんざりして口論になったが、しかしそこで次に凜が言ったのは、勇路が考える悪い事態の最たるものだった。

「いま白しら野のさんって人に会ってたんだけど、協力してくれるっていうの断ったんだって？　あんた何も言わなかったじゃない！」

「な……!!」

「話したいことがあるって！　替わるから！」

「ちょ、ちょっと待て！」

　凜りんたちの存在がバレた。血の気が引いた。そしてあの、勇ゆう路じの叫びに続く。

「東海林しようじに何かしやがったらただじゃ済まねえからな！」

　その勇路の叫びは、自分でもそうと分かるほど切せつ羽ぱ詰つまっていた。

　知ち沙さ都とを殺した〈雪の女王〉と、勇路の指を切り落とした笑え美みの記き憶おく。今にも見えない電話の向こうで凜に対して同じことが行われそうで、勇路の恫どう喝かつは、その目的には反して必死の様よう相そうを帯びていた。

　叫んだ拍子に力が入ったのか、右手の傷が痛みを増した。

　鼓こ動どうに合わせて痛む指に、しかし勇路は構わず、脂あぶら汗あせを浮かべて、電話の向こうへ怒鳴りつける。

「いいか、お前……！」

「ちょ、ちょっと待って、落ち着いて！」

　叫ぶ勇路に、電話の向こうの少年が、慌あわてた声で言った。

「いま僕は一人で行動してる。笑美さんも雪ゆき乃のさんもここにはいないし、東海林さんのことはまだ僕以外、誰も知らない。少しだけ話を聞いてほしいんだ！」

　早口にまくしたてる蒼あお衣い。勇路は苛いら立だたしげに言い返した。

「何が言いたい！」

「僕の意見もやり方も、笑美さんや雪乃さんとは違うってこと」

　考えるまでもなく、勇路は切って捨てた。

「信用できるか！」

「信用してくれなくてもいい。ただ一回だけ、落ち着いて話し合いをして欲しいんだ。条件は全部そっちが出してくれていい。笑美さんはいま謹きん慎しん中で、雪乃さんも怪け我がで動けない。なんなら調べてみてくれれば分かる」

　電話の向こうの蒼衣も、必死の様よう子すで説得の言葉を口にする。

「それに僕は、君たちを攻撃できるような手段は何も持ってない」

　蒼衣は言う。

「おまえ、〈雪の女王〉と一緒にいた奴やつだろ!?」

　詰問。それを聞くと蒼衣は急に声を潜ひそめて、周りに聞こえないように携帯を手で覆おおったらしい、くぐもった声で答えた。

「……そうだよ。でも僕はサポート役で、攻撃役じゃない。それから僕の目的は雪乃さんの命を守ることが第一で、これ以上の大きな衝しよう突とつは望んでない」

「ふざけるな！　なら、何で……！」

「雪乃さんがやったことは、ちゃんと理由があってのことなんだ。君と僕らにはいくつか誤解があって、僕は、それを解くべきなんじゃないかと思ってる。君も僕らも〈騎き士し〉だから、お互いに対して最悪のケースを想定してるはずだ。ただそれだと百パーセント顔を合わせた瞬しゆん間かん徹底的な潰つぶし合いになるから、妥だ協きようできるところは妥協したい。そこは君も同じなんじゃないかと思う」

「……ぐ」

「情報交こう換かんだけでいいんだ。頼む」

　そう、蒼あお衣い。

「何なら君の手の治療ができる人間もいる。僕らの〈ロッジ〉の世話役で、昨日きのうの笑え美みさんの行動を怒ってた。笑美さんはお店で謹きん慎しんさせてる」

「………………ほんとか？」

　僅わずかに弱気になる勇ゆう路じ。

　気を張って何とかこうしていた勇路だが、今までの笑美や雪ゆき乃のの問もん答どう無む用ようさからは程ほど遠とおい蒼衣の説得を聞くうちに、激げき情じようと緊きん張ちようが少しだけ落ち着いたのだ。しかし、僅わずかにとはいえ気が抜けて、勇路を支えていたそれらが緩ゆるんだ途と端たんに、強烈な疲労と痛みと不安とが、瞬またたく間に勇路の心身を蝕むしばみ始めた。

「…………う……」

　あっという間に身体からだが重くなり、厭いやな冷たい汗あせが背中一いち面めんに吹き出した。

　さーっ、と目の前と頭の中、そして体の中が真まっ暗くらになってゆくような感覚に、勇路は必死で抵抗し、意識をかき集め、返事をした。

「…………わ、わかった。話と……治療だけは受けてやる」

　勇路がそう言った瞬しゆん間かん、電話の向こうであからさまにほっとした気配。

　それはこの状況を本当に案じていた駆かけ引き抜きの、心からの安あん堵どと思える、そんな気配だった。

「よかった……！」

　蒼衣は、大きく息をついて言う。

　その声を聞いて、勇路は昨日きのうの夜の、必死になって笑美の腕うでを押さえて止めていた少年の姿を思い出した。

　一いつ瞬しゆん、信用できるのではないかと迷った。

　そして勇路は、否、と、その心の弱さから来たに違いない、迷いを振り払う。

「話し合いの状況や条件は、君が安心できる形に全部決めていいよ」

　蒼衣は言った。

「……ああ、当たり前だ」

　勇路は考える。どんな形なら一番安全か。しかし疲労困こん憊ぱいした頭はうまく回らず、なかなか考えはまとまらなかった。

「どこがいい？　それとも電話にする？」

　そうしているといきなり、電話の向こうで物音と、蒼衣の驚く声が聞こえた。

「僕はどっちでも……って、うわっ！」

　どうやら携帯電話をひったくられたらしく、少し遠い蒼衣の声がした後、「馳はせ尾お！」という凜りんの喧やかましい声が、受話器から勇ゆう路じの耳を貫つらぬいた。

「っ！」

「私もあんたに話がある。話するんなら、環たまきんちにして」

　思わず受話器を耳から離した勇路に、凜は強い調子でそう要求した。

「な……ふざけんな！」

「ふざけてんのはあんたでしょ!?　今まで隠かくしてたこととか、環と私の前で説明しなさいよ。断ったらただじゃおかないからね！」

「この……！」

　誰の身を守るためにこんな苦労をしているんだ、と勇路の中に怒りが湧わき上がる。

　その怒りをきっかけに、勇路は自分の目的を意思を思い出す。確かに電話の向こうの蒼あお衣いは味み方かた然ぜんとして凜に危害を加える様子はないが、それさえも勇路たちを一いち網もう打だ尽じんにする、今は生かしているだけの餌えさかもしれない。

　だがそれでも、勇路に選択権はない。

　向こうがどんな状況であれ凜を助けて守るためには、彼らに接触しなければならない。凜が丸め込まれている以上、環のこともすぐに知れる。

　環まで巻き込むな、という勇路の思いも、すでに無む駄だだ。

　ならば家族というある程度の人の目がある環の家の方が、向こうも無む茶ちやはしづらいかもしれない。

「……ああ、くそっ、わかったわかった。じゃあまず遠とお屋やんちの前で待ち合わせて、その後で話し合いってのはどうだ」

　やがて勇路は決心し、言った。

「よし。ちゃんと言い訳考えときなさいよ」

「うるせえな、さっさと白しら野のに替われ！」

　うるさい凜に怒鳴りつけて電話を替わらせると、勇路は蒼衣に、声を潜ひそめて言った。

「……そういうわけだから、場所は東海林しようじに聞け。門の前に四時きっかり。人目があるから変な気起こすなよ」

「あ、うん。わかってる。でも……」

「ああ、治療は別にする。あんたは東海林と一緒にいろ。治療役とはあんたよりも前に会うから、連絡先を教えろ」

　手の怪け我がをそのままに凜たちとは会えない。そしてこうすれば、相手側を分ぶん断れつすることもできる。

「うん、わかった」

　蒼あお衣いは素直に応じた。

「連絡先は、携帯の番号でいい？」

「ああ」

　馳はせ尾お勇ゆう路じの長い一日は、正午を過ぎて、しかしここから、始まった。







　　　　４




『……彼、来たよ。一応軽くだけど指は繫つながった。ただやっぱり、ひどく消しよう耗もうしてるね』

「そうですか……」




　時間きっかり。『遠とお屋や宗そう介すけ』という立りつ派ぱな木の表ひよう札さつがかかった家の前で。

　眉まゆを寄せ、腰こしに手を当て仁に王おう立だちで勇路を待つ凜りんを横目に見ながら、蒼衣は神か狩がり屋やからの電話を受け、そんな報告を聞いていた。

　遠屋環たまきという少女の自宅だというこの家は、建たて売うりが並ぶ住宅地から少し外れた場所に、その辺りの家をゆうに三つ分は合わせたほどの敷地を占めて建っていた。高い白塗りのコンクリート塀べいに、和わ風ふうを意識した木の門構えをし、大きく横幅のあるガレージのシャッターがあるこの家は、この街にあっては一目で住人が富ふ裕ゆう層そうだと分かる、数少ない〝屋や敷しき〟と呼べる外観の家だった。

　その門前に立つ、蒼衣たち三人の少年少女。

「……あいつ、来ないつもりじゃないでしょうね」

「いや、まだ時間になったばっかりだし……」

　門前で不ふ機き嫌げんに言う凜に、短い通話を終えて携帯をしまいながら戻り蒼衣は言った。

「でも、時間ですよ」

　颯さつ姫きは、戻って来た蒼衣を見上げて言う。

　神狩屋からの電話の内容が颯姫は気になっているようだったが、さすがにこの場では切り出せず、複雑な表情で蒼衣を見ているだけだった。

「きっと来るって」

「……そうですかー」

　蒼衣は神狩屋との電話の内容について含ませてそう言ったが、颯姫に通じているかは、その反応からはよく分からなかった。

　ちなみに最初、勇路が蒼衣と会う条件には「一人で来い」というものが入っていたが、万が一の時に凜の記き憶おくを消す必要があるかもしれないと、蒼衣が説得したのだ。

　気力や体力の限界が近づいていたのか、勇路の交渉や要求は後半になるほど投げやり気味になっていたので、もう少し押せばもっと有利な条件にできたかも知れない。だが後で疑われて約束を反ほ故ごにされても困るので、蒼あお衣いも当初の目的通り、信用を得るための誠実な対たい処しよを心がけておいた。

　そうして蒼衣は、凜りんから詳しく話を聞いたりしながら時間を待ち、ここまで来た。

　凜との会話は予想外に大きかった。凜から長々と聞かされた勇ゆう路じの行いは極めて勝手なものとして表現されていたが、〈騎き士し〉としての視点で補正すると、それなりに勇路側の目的と全ぜん容ようが見えてきた。

　やはり勇路は斎さい藤とう愛まなという少女を〈潜せん有ゆう者しや〉と思い、それを庇かばっていたらしい。そして新しん宮ぐう律りつ子この行方ゆくえ不明事件以い来らい、もう事件は起こっておらず、すでにこの〈泡ほう禍か〉は終しゆう結けつしたものだと、勇路側は認にん識しきしている可能性が高かった。

　さらには律子が行方不明になった時の、場所と状況も知れた。

　これは蒼衣にとって収穫だった。蒼衣の役目が〈泡ほう禍か〉について知ることである以上、きっかけになった事件について分かったのは、進展だった。

　できるなら、今すぐに神じん社じや森もりに調べに戻りたいくらいだ。だが勇路との話し合いはそれ以上に重要である上に、もっと大きな問題は、明日に学校がある蒼衣には、あまり多くの時間が残されていないということだった。

　どんなに長く引っ張っても、夜九時にはこの町を発たつ必要がある。

　雪ゆき乃のはきっと残りたがるだろうし、残るだろう。

　できるだけ雪乃にも日常をおろそかにしないで欲しい蒼衣としては、それもできるだけ避けたいところだった。なので、最低でも勇路とのこじれた行き違いをどうにかしておかなければならないのだが、そう考えながら立っている蒼衣を見て、颯さつ姫きがふと言った。

「……えーっと、白しら野のさん……なんだか焦あせってますか？」

「あー……うん、ちょっとね」

　見み透すかされて、蒼衣は苦にが笑わらいした。

「私もちょっと心配です」

「妹の瑞みず姫きちゃんが？」

　蒼衣は微笑ほほえましげに訊たずねる。ここまで来る間に、そんなことを言っていた気がするのを思い出したのだ。

　だが颯姫は、

「あ……えーと、お姉さんは妹を心配するものですよね」

　と、蒼衣の問いに少しばかり戸と惑まどって、確認するように言った。

　一いつ瞬しゆん蒼衣は言葉に詰まる。そして笑顔を作り、答えた。

「あ……うん、そうだよ」

「ですよねっ」

　ほっとしたように、そして嬉うれしそうに颯さつ姫き。

　颯姫は結構頻ひん繁ぱんに「嬉うれしい」とか「心配だ」とか情動を表に出すが、それが「自分が当たり前のことを忘れてしまって感じられなくなること」への恐怖があって、それへの反動なのだと蒼あお衣いはだんだん気づいてきていた。

　反復しない記き憶おくが抜けてゆく颯姫にとって、人間のあるべき情動でさえ、実地で反復できないものはテレビや本などから得ないと忘れてゆく。颯姫の元気な挨あい拶さつも、手伝いも、家事も、感情表現さえも、全すべては当たり前のことができなくなることへの恐怖がさせている、颯姫の確認行為なのだ。

　颯姫がよく笑い、よく悲しむのは、それを忘れてしまうことを怖れて必死で反復し、周囲の反応から正しさを確認しているのだ。

　学習し、反復しない感情は、忘れてゆくのだから。

　ならば今のところ無表情しか見たことのない、あの瑞みず姫きは、どうなのだろう？

　そして蒼衣がそんなことを思い、勇ゆう路じの後ろにくっついてこちらを見上げていた、『アプルトン』での瑞姫の姿を思い出していた時だった。




「……来た」




　低い凜りんの声がした。

「！」

　凜の視線は蒼衣の後ろへ向けられていて、蒼衣が慌あわててそちらを振り返ると、路地の向こうに人影が立っていた。

　右手をポケットに突っ込んで立つ、シャツの襟えり口くちに安全ピンをつけた少年。

「勇路君……」

　蒼あお衣いは思わず呟つぶやいた。

　獣けもののような鋭い上うわ目め遣づかいでこちらを睨にらみつけているその少年は、たった一日で目元に隈くまが浮き、変わり果てたとしか言いようがないほどの荒すさんだ容よう貌ぼうになっていたのだ。




　　　　†




　凜が、環たまきの家のインターフォンを押すため門に向かった時。

　それからまだ少し離れた位置で、蒼衣は勇路へと並ぶと、小さな声で囁ささやいた。




「……先に言っておくよ。岡おか知ち沙さ都とさんは〈異い形ぎよう〉にすり替わられてた」

「…………何だと？」




　いきなりの言葉に、低く、しかし嚙かみ付きそうな勢いで勇ゆう路じ。しかしそのような反応も予想済みの蒼あお衣いは、勇路に向かって、玄げん関かん前まえの凜りんに気け取どられないよう様子を見ながらさらに言葉を続けていった。

「東海林しようじさんたちには聞かせられないからここで言っとく。あれは人間に化ける〈異い形ぎよう〉だった。君の前で雪ゆき乃のさんが殺したのはそれなんだ」

　ぼそぼそと低く、蒼衣。

「この〈泡ほう禍か〉は、君たちの前で起こっていないだけで、まだ終わってない」

「……そんな言い訳、信じろってのか？」

　睨ねめ上げるように蒼衣を見て、唸うなる勇路。

「信じてほしいと思ってる。この〈泡禍〉は、当事者を騙すんだ。いいかい？　落ち着いて聞いて。斎さい藤とう愛まなさんの両親は、最低でも一ヶ月以上前に死んでた可能性があるんだ」

「な、なんだと!?」

　声が大きくなる勇路。

「しっ！　静かに。〈葬そう儀ぎ屋や〉さんは知ってるね？　あの人が新しん宮ぐう律りつ子こさんの遺い体たいの胴どう体たいを、斎藤さんの家で見つけたんだ」

「……!?」

「その時に、斎藤さんの両親が死んでるのも、一緒に見つけた。遺体の上には、かなり埃ほこりが積もってたらしい。その量からすると最低でも一ヶ月くらいは放置されていただろうっていうのが、〈葬儀屋〉さんの見解なんだ」

「………………!!」

「つまり君たちはずっと、斎藤さんと新宮さんの遺体がある家で、それを知らずに、集まってたことになる」

　愕がく然ぜんとした表情になる勇路。しかしその表情はすぐに、怒りに取って代わられた。

「……ふ、ふざけんな、いいかげんにしろ……！」

「今は聞いてくれるだけで、信じてくれなくてもいい」

　蒼衣はただ淡々と言った。

「これは純粋に聞きたいんだけど、君たちが斎藤さんの家に集まってる間、一度でもご両親の姿は見た？」

「!!　……あ、あいつの家は共働きだ。見なくても当たり前だ！」

「…………わかった。とりあえず君に知っておいてほしかったのは、僕らがこの〈泡禍〉について知っていることはこうだ、ってこと。だから笑え美みさんは君が裏切ったと思ってあんな無む茶ちや苦く茶ちやな行動に出たんだ」

「……」

「僕らは君と同じように被害を抑おさえられるならできるだけ抑えたいし、助けられる人は助けたいと思ってる。僕が言いたいのは、これだけ」

　沈黙し、必死で考えている様子の、勇ゆう路じ。

　蒼あお衣いはそれを見ながら、ふと訊たずねる。

「…………君、斎さい藤とう愛まなさんのことが、好きなの？」

「そ、そんなんじゃねえ」

　即答する勇路。

「俺おれはヒーローにならなきゃ駄だ目めなんだ。一番守らなきゃ駄目だった奴やつのヒーローになれなかった。だから俺は俺を許せねー。そんな俺は認められねえ」

「……そっか」

　蒼衣は小さく頷うなずく。

　この〈騎士団オーダー〉の人間は、みんな恐怖と悔かい恨こんに縛しばられている。

　かく言う蒼衣も例外ではない。凜りんと今まで話をしていて、とても可愛かわいい子だと客観的に思うものの、全く惹ひかれる気持ちにはならないのも同じことだ。

「……」

　そして蒼衣はそこで、その凜に、ふと訝いぶかしげな視線を向けた。

　インターフォンを鳴らしていた凜。それにしては、妙みように時間がかかっていたからだ。

　見ると凜は眉まゆを寄せて、もう何度目かボタンを押して中を呼び出していた。しかし中から反応がないらしく、不ふ審しんげな顔をしていた。

「……どうしたの？」

「いや……押しても、返事がなくて」

　近づいて訊ねた蒼衣に、凜は見たままの状況を答えた。カメラ付きのインターフォンは沈黙したままで、ただ赤い電源ランプを静かに灯ともしている。

「留る守す？」

「い、いえ、そんなはずは」

　凜は不可解そうに蒼衣の呟つぶやきを否定する。それはそうだ。勇路との話し合いをすると決まった時、凜は環たまきに電話をかけて、家を使わせてもらえるよう手配したのだ。

「すいません、いませんかー？」

　軽く事態に混乱でもしているのか、呼びかけて凜はごんごんと門を叩たたく。

　だがインターフォンを鳴らして出ないのに、門を叩いて出るわけがない。

　と思った矢先────




　はーい、開いてるから、入って。




「！」

　門の中から少女の声が聞こえて、ぴた、と四人が、それぞれ動きを止めた。

　蒼あお衣いが、凜りんが、顔を見合わせる。その後ろで勇ゆう路じと颯さつ姫きが、やや緊張を帯びた、訝いぶかしげな表情で立ち尽くした。

　一いつ瞬しゆん沈黙が降りた。

　そして凜が、門を見る。

「えっと……た、環たまき？」

　凜は中へともう一度声をかけたが、それに対する返事は、帰って来なかった。




「…………………………」




　今度こそ、沈黙。

　門の向こうは何の気配もなく、しん、と静まり返っている。

　戸と惑まどい。そして疑惑。

　嫌いやな予感がする。蒼衣は一歩前に出て、中からの声に言われた通り、ざらざらとした門の表面に手を置いて、そっと、門を押してみる。




　ぎ、




　と門が、小さく、開いた。

「………………」

　皆の心の中にぽつんとあった嫌な予感が一気に広がったような、何とも形容しがたい嫌な空気が、一同の間に広がった。

　だが人が集まると、予感など、行動の理由にはならない。

　入れと言われ、言われた通りに門が開いている以上、門を開けない理由はない。蒼衣は意を決して、片側の扉とびらを押し開ける。

　門の中が、覗のぞく。




「…………何…………これ…………」




　そして露あらわになった門の中を見て、凜が呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいた。

　門の内側には、玄げん関かんまで続く数歩分の飛び石と、その周りに白い細かな砂利じやりが敷き詰められている小さな庭があった。そして植木などもなく、本来人工的に整っているはずのその玄関先の空間は、しかし砂利の間から生え伸びた無数の背の高い雑草に覆われて、見るも無残に荒れ果てていたのだった。

　飛び石の間にも草が伸び、大きく跨またがなければ玄げん関かんに辿たどり着けないほど。

　そして青々と庭先を荒らす雑草と対比するように、玄関前に置かれた植木鉢ばちの中で、蔓つた系けいの観葉植物が野放図に伸びた末に枯かれてしまっていた。

　そして風雨に晒さらされて、砂さ埃じんに覆おおわれ、薄うす汚よごれた壁と雨戸。

　数日、いや、数ヶ月の放置を経たくらいでは、あり得ないほどの、その荒れ方。

「…………」

　もちろん、中には誰の姿もない。

　それどころか、ここ最近に誰かが通った形けい跡せきさえ、そこには見当たらなかった。

　全員が絶句する。誰も予想だにしていなかった光景に凍こおりついた空気の中で、無む駄だと知りつつ蒼あお衣いは言う。

「……い……いつもこんな感じ……ってことは、ないよね。もちろん」

　凜りんが引き攣つった顔で頷うなずいた。

「う、うん……もう二年くらい中に入ってないけど……でも……こんな……」

　微かすかに声と口元が、震えている。

　勇ゆう路じが咆ほえた。

「おい、どういうことだよ！」

「知らないわよ！」

　勇路の詰きつ問もんした相手は蒼衣だったが、それに気づかない凜が怒鳴り返した。蒼衣はただ首を横に振り、「分からない」と、勇路に意思表示する。

「……くそっ！」

　吐はき捨てる勇路。とても人が住んでいるとは思えない荒れた庭先に、為なすすべもなく、四人は立ち尽くす。

「でも……さっき環たまきの声、したよね……？」

　凜の言葉に、蒼衣は無言。

　しかし凜も答えを期待していたわけではない。あの時の空気も、今の空気も、全すべてがここにいる全員が同じものを見て聞いているという、その事実を伝えていたからだ。

　そして────







　……開いてるよ。入ってきて。







　玄関ドアの向こうから、声が聞こえた。

　全員が凍こおりつく。もはや異常は、明らかだった。

　一いつ瞬しゆんの後、目配せする蒼あお衣いと勇ゆう路じ。どれだけ対立していても、この時点で〈騎き士し〉が考えることは同じだった。

「……待ってろ。様子見てくる」

　勇路が凜りんに言って、飛び石へと、足を踏み出した。

　だが案あんの定じよう、すぐさま凜が嚙かみ付いた。

「ふざけないで。私も行く」

「お前……」

　唸うなる勇路。そんな勇路の肩かたを押さえて、蒼衣は言う。

「残念だけど、ここまで来たらもう手遅れだと思う」

「！　てめえ……！」

「逃がしても置いていっても、起こるべきことは起こってしまうと思う。だから戦える君は一緒にいて、東海林しようじさんを守ってあげた方がいい。もしも〝起こった〟なら、守ってあげることで〝結果〟を変えられる人間が必要だ」

　蒼衣はそう言って、有う無むを言わさず前に出た。

「……行くなら、僕が行くから」

「な……!?　おまえ……」

「もちろん何かあったらすぐ逃げるよ。でも万が一何かあったら、神か狩がり屋やさんに連絡してほしいんだけど……っと」

　蒼衣は飛び石の間に生える草を跨またぎながら、勇路に言う。

　平静に言っているつもりだが、微かすかに足が震えていた。はっきり言って入りたくない。しかしこの場合は、仕方がない。

「待てよ、おまえヤバくなったら何もできねえんじゃねえのか!?」

「うん」

　勇路の問いに、蒼衣は答えた。

「でもこういう時は、年長者の男が見に行くしかないよね？　普通は」

　勇路は〈騎士〉として染まりきっているから忘れているのかも知れないが、〝普通〟はそういうものだ。嫌いやでも自分が行くしかない。

　警察に知らせるのは論外で、必ず中は見る必要がある。

　逃げて、改めて調べに来ようとしても、無事で済むとは限らない。何より蒼衣にはもうあまり時間がない。

　どうせ行かなければならないなら、年長者の自分が行くのが普通で当たり前だ。

　蒼衣は、勇路たちが蒼衣の答えに呆ぼう然ぜんとしている間に、草を跨いで飛び石を進み、枯かれた観葉植物の鉢はちが置いてあるタイル敷きの玄げん関かん前まえに辿たどり着いた。

　玄げん関かん前まえに立つと、やはり埃ほこりで薄うす汚よごれた、掃除はおろか使われていた形けい跡せきもない大型のドアが目の前に聳そびえた。思わずその前でドアの向こうへと耳を澄ませたが、厚板一枚向こうに感じるのは、冷たく暗い静寂ばかりだった。

「………………」

　その静寂が、ドアの前に立つ蒼あお衣いの胸に、くっきりと黒い不安を形作る。

　聞こえるのは自分の呼吸。そんな中で蒼衣はおずおずと手を伸ばし、金属製のドアの取っ手を、ゆっくりと摑つかんだ。

　取っ手はひんやりと冷たく、そして砂すな埃ぼこりに覆おおわれていた。そのざらざらした感かん触しよくと、手のひらに付着した粉のように細かな砂は、やはりこの玄関が長い間使われていないという予想を、蒼衣の中で確信させた。

「……」

　ならば、さっきの〝声〟は、何だ？

　皆を家の中へ促うながした、あの〝赤ずきんを招き入れる狼おおかみの声色を思わせる少女の声〟は、一体何なんだ？

「……」

　そんな考えが薄うすら寒く頭の中に広がってゆく中で、蒼衣はドアのスイッチレバーに親指をかけ、ぐっ、と押し込んだ。鍵はかかっていなかった。ドアのストッパーが動く重く確かな手て応ごたえが親指に伝わり、蒼衣の気分を、ぐっ、と重くさせた。

　ドアを、引く。




　ちゃっ、




　と音を立ててドアが動き、ざりざりと砂埃を嚙かみながら開くと、その中の薄うす暗ぐらい空間からひんやりとした、埃っぽい空気が流れ出して来た。

　明らかに人間の住んでいるものではない、倉庫のものに似た澱よどんだ臭においの空気だった。本当にここが勇路たちの友達の住居なのかと一いつ瞬しゆん疑いが浮かんだが、背中に感じる息を詰めるような気配からすると、勘かん違ちがいの余地はなさそうだった。

　蒼衣はドアを、全開にする。

　機械的な音を立ててドアストッパーがかかり、外の空気がなだれ込んで、停滞した埃っぽい屋内の空気がかき回される。その瞬しゆん間かん────




「……うぐっ!!」




　停滞して奥にわだかまっていた強烈な異い臭しゆうが玄関に流れ出してきて、油断した蒼衣は思い切りそれらを鼻と喉のどに吸い込み、息が止まった。

　無理に例えるなら肉の腐くさった臭においを脂あぶらっぽく熟成させて、黴かびや埃ほこりと混ぜ合わせて乾燥させたような、そんな異い臭しゆうがこの家の奥には一杯に充満していたのだ。

　広い玄げん関かんからは広い廊ろう下かが延び、その一番奥に、格こう子し状じようにガラスの嵌はまった戸が見えた。それらの光景はまだ明るい、夕刻の日の光の恩恵がほとんど届いていない室内の中で、薄うすぼんやりとした闇やみに満たされて不ぶ気き味みに静まり返っている。

　死と荒こう廃はいの、静けさ。

「……う……」

　これはまずい。明らかにまずい。

　心の中で悲鳴を上げたくなる。そっと肩かた越ごしに、背後を窺うかがう。

　三人の少年少女が、じっと緊張の面おも持もちで、睨にらむようにこちらを見守っている。こうなれば叫ぶことも退しりぞくことも得策ではなかった。

　そんなことをすれば、彼らは間違いなくこちらに来てしまう。

　蒼衣は吐はきそうな異臭が充満した口の中の唾つばを無む理り矢や理り飲み下し、無理矢理に深呼吸して、家の奥を見やった。胸の悪くなる異臭を肺に吸い込み、そのせいで喉の奥からこみ上げる嘔おう吐と感かんを、ぐっと息を詰めて、押し殺した。そして蒼衣はそのまま石張りの玄関に、無理矢理足を出して、一歩、足を踏み入れた。

　異臭の満ちる、空気の中に。

「………………!!」

　心の底が、全身がこの先に進むことを拒否していたが、鳥とり肌はだの立ちそうなその感覚を引き剝はがすようにして、蒼衣は中へと足を進めた。

　できるだけ平静に。

　平静に見えるように。

　それが無理だと知りつつも、蒼衣は向かう。この中にあると思われる〝モノ〟を見つけて、すぐ戻るのだと、必死で自分に言い聞かせながら。

　その〝モノ〟については、必死で考えないようにしながら。

　玄関に踏み込み、土足のまま床ゆか板いたに足を乗せ、上がり込み、足を進める。




　とん、




　と足音を忍しのばせてもなお響く、板張りの廊ろう下かを踏む、靴の足音。

　色彩の死んだ薄闇と、そんな廊下に満ちる澱よどんだ空気と、そして塊かたまりのようにわだかまる、耐え難い強烈な異臭。

　その中を一人、進む。

　とりあえず真まっ直すぐ奥の突き当たりにある、格こう子し風ふうの硝子ガラスからぼんやりと光が漏もれている、リビングへ続くと思われる、戸へ向けて。




　とん、とん、とん、




　自分の足音を、聞きながら。

　自分の足音と、呼吸と、そして心臓の音を、聞きながら。




　とん、




　そして戸に辿たどり着き、前に、立つ。

　前に立つと、戸に嵌はまった硝子から漏もれる薄うす明あかりが、ぼんやりと自分の身体からだを照らし、そして硝子の向こうにカーテンが引かれている大窓のある広いリビングが、その同じ薄明かりに満たされてぼんやりと広がっていた。

　ぼんやりと照らされて広がる、時が止まったような空間。

　テーブルとソファ、そして調度品の入った棚たなが垣かい間ま見みえる、広く、静せい謐ひつで、柔やわらかくも埃ほこりっぽい光に照らされた、静かな空間。

　そんなリビングへの入口の戸に、手を伸ばした。

　その静かな空間を密閉し、暗い廊ろう下かから隔へだてている戸に、手をかけて、そして蒼あお衣いはふと視線を横へ向けた。

「……」

　この廊下はリビングへの戸に突き当たった後、左右に分かれて、今まで以上に暗い闇やみを湛たたえながら、両りよう端たんへ向かって伸びていた。

　その右手の、戸がいくつか並んでいる暗い廊下の突き当たりに、一つのドアがあって、そこにプレートがかかっているのが見えたのだ。

　蒼衣の感覚では、ドアにプレートをかけるのはその家の子供だ。

　ひょっとして勇ゆう路じたちの友人だという、環たまきという少女の部屋ではないだろうか？

　そう、思った。

　そして、




「………………………………………………」




　その廊下の奥から漂ただよってくる、これまで以上の異臭の塊。

　この先が異い臭しゆうの元だ。蝕むしばまれそうな闇が満ちている廊下の、この先が。蒼衣はその中に、僅わずかに軋きしむ音をさせて、足を踏み入れた。確認しなければならなかった。

　ぎし、と一歩。

　同時に、




　とん……




　と靴が板張りの廊ろう下かを踏む足音が、閉へい塞そくした細長い空間に、今まで以上に大きく響いた。

　足音を立てながら、奥へ踏み込んでゆく。踏み込むほどに、まるで奥へ行くごとに、空気が重くなって、胸を圧迫されてゆくような息苦しい錯さつ覚かくに襲われた。




　とん……とん……




　息苦しさで細くなった呼吸の音を圧して、自分の足音が聴覚を覆おおった。

　徐じよ々じよに嫌いやな汗あせが出てくる。それでも正面のドアだけをじっと見み据すえて、一歩一歩、暗い中へと進んでゆく。

　一歩ごとに闇やみに包まれた廊下の景色が揺れて、突き当たりのドアが大きくなってゆく。そのドアの表にかかるプレートも、細部をはっきりさせてゆく。

　だんだん文字が、判別できるようになる。

　やがてアルファベットで書かれた、「ＴＡＭＡＫＩ」の文字。

　分かったが驚きはない。ただ緊張が膨ふくれ上がって、胸の中を圧迫するだけだ。

　そのままドアに近づいた。緊張に肌はだが粟あわ立だち、顎あごが痛むほど、奥歯の辺りが引き攣つった。そしてドアの前に立った。




　……とん。




「…………………………」

　リビングの戸の前に立った時など比べ物にならない緊張が、不安が、そして予感が、心臓を鷲わし摑づかみにした。

　すでに空気はこれ以上ないほど澱よどみ、異い臭しゆうは喉のどと肺の粘ねん膜まくを侵すほど、重く空気を穢けがしきっていた。これからドアを開けてその異臭の元を見るのだと、そんな想いが脳にへばりついて、怖くてたまらなかった。吐はきそうなほどの不安と緊張が、胸を押し潰つぶした。

「…………」

　暗闇の中にある、ドアノブに、手を伸ばした。

　握った。ひやりとした金属の冷たさが、肌はだから髄ずいへと沁しみ通った。

　回した。かちゃ、と音がした。

　引いた。が、腕うでに力が入っていなかった。

「……」

　手が、震える。

　今度こそ。

　引く。ドアが開く。




　きい、




　音を立てて。

　そして部屋の中が猛もう烈れつな死し臭しゆうと共に露あらわになって、カーテン越しのセピア色の光に染まった部屋の床ゆかに、ごろりと転がっていた茶色に干ひ乾からびた髪かみの長い女の頭の、窪くぼんだ眼がん窩かと目が合った、その瞬しゆん間かん──────




　すーっ、




　後ろで、戸が開く摩ま擦さつ音おんがした。

　そして冷たい何かが戸の向こうから顔を出して、こちらをじっと見つめている視線を、背中に、感じたのだった。







「ねえ」







　少女の声が、背中からかけられた。

「………………………………………………!!」

　背せ筋すじが凍こおった。息が止まった。

　振り返ることなどできなかった。動けなかった。

　ただ足元に転がるミイラ化した少女の頭部を見つめたまま、それから目をそらすことさえできず、目を見開いて、ただただそこに立ち尽くした。

　背後には冷たい気配。振り返ってはいけないと本能が叫んだ。

　見れば、返事をすれば、必ず恐ろしいことになると、全身の皮ひ膚ふが察していた。

　腐ふ敗はいし干乾びた人肉と脂あぶらに、黴かびと埃ほこりの臭においを混合した胸の悪くなる異い臭しゆう。その異臭が濃密に漂ただよい出るもう一つの部屋から、異臭を纏まとうようにして現れた、冷たくも生々しい、〝それ〟の気配。

　振り返らずしてもはっきりと分かる、ぽっかりと開いた、黒い眼がん窩かから向けられる視線。

　そしてその手に握られた──────冷たい〝鋏はさみ〟の、鉄の気配。




　みし、




　と廊ろう下かが軋きしむ音がして、〝鋏を持ったモノ〟の気配が、背中に近づいた。

　鳥とり肌はだが立ち、毛が逆立つ感かん触しよくが、足からわっと肌を駆かけ上がって、背中を、腕うでを、あっという間に覆おおい尽くした。

「………………………………………………!!」

　すぐ後ろに、〝気配〟が立った。

　少女の声で呼びかけてきた〝それ〟が、ぽっかりと開いた空くう洞どうの眼窩で、こちらを見つめたまま、ゆっくりと近づいてきた。




　みし、




　振り返ってはいけない。見てはいけない。

　返事をしてはいけない。声を出してはいけない。

　身動きできない。瞬まばたきもできない。凍こおりついたように動けないでいるその背後に、鋏を持った人間の形をした〝何か〟は、ゆっくりと、近づいてくる。




　みし、




　背後に。

　無言で。




　みし、




　虚うつろな眼窩で首筋を覗のぞき込み。

　虚ろな視線を背中に這はわせて。




　みし、




　体温のない気配で背後に立ち。

　眼球のない眼がん窩かで見下ろして。

　そして屍し肉にくを捏こねて造形したような真っ白で冷たい腕うでを、こちらの首筋へと、ゆっくりと伸ばして──────




「なにやってんだ、お前っ!!」




〝指先〟が触ふれる寸前、勇ゆう路じの怒声が暗い廊ろう下かに響き渡った。

　その声を頭が認識するかしないかの、その直後、

「〈自由を奪うモノは檻おりに〉っ!!」

　勇路の叫んだ〈断だん章しよう詩し〉の声とほぼ同時に、ざばあ！　と板張りの廊下に水をぶちまけたような音がして、背後に立っていた〝モノ〟がその気配と動きを止めた。

　腰こしから力が抜けた蒼あお衣いは、目の前のドアにしがみつくようにして崩くずれ落ち、尻しり餅もちをついて廊下の壁に背中からもたれかかった。どさ、と蒼衣の体重を落とされた廊下と壁が音を立て、蒼衣はまだ引き攣つった表情のまま、今まで自分の背後にあった光景を見上げた。

「…………………………!!」

　暗い廊下には、開いたドアからのセピア色のくすんだ光に照らされて、異様なものが聳そびえ立っていた。

　そこには元は人間の形をしていたのだろう、白い屍肉の巨大な塊かたまりが、木の床ゆか板いたと壁紙を突き破って生えた無数の黒光りする鉄の針はりに刺し貫つらぬかれて、原形を留とどめないほどに破壊され膨ふくれ上がって、廊下の床と壁に縫ぬい付けられていた。

　骨も何もないただの肉にく塊かいである〝それ〟は、貫かん通つうした無数の針を針山のように生やして、辛かろうじて人体を模していたのが分かるシルエットで、だらりと針の中に垂れ下がっていた。最初に針に触ふれたのであろう腰こしから下と右半身はぐずぐずに破壊されて原形を留とどめておらず、そうでなくとも死んだ組織は見る間に溶とけ崩れ始め、皮肉にも針が根のように体内を埋うめ尽くしている部分ばかりが形を保持されているという、何かのおぞましいオブジェのような姿で、蒼衣の目の前に骸むくろを晒さらしていた。

　溶けた肉が針の間を滑すべり落ち、あるいは伝って落ちて、ぼたぼたと床で音を立てる。

「……」

　しばしの死んだような間ま。しかし次の瞬しゆん間かん芝草しばふのように無数に生えた鉄の針は、役目を終えた殺人の機械仕掛けのように壁と床の中に引っ込み、〝それ〟の骸むくろを引きずって壁と床に押しつけ、染しみに変えて、消えてしまった。

　溶けた肉塊がずるずると壁をずり落ち、視界が開けた。

　そして廊下の向こうから、どかどかと靴の足音を立てて、左手に安全ピンを持った勇路が、右手はポケットに入れたまま、厳きびしい表情で歩いてきた。

　蒼あお衣いは恐怖も覚めやらぬ乾かわいた笑いを浮かべて、言った。

「はは……君だって、充分怖いじゃないか」

「当たり前だ。俺おれは〈騎き士し〉だぞ」

　勇ゆう路じは青い顔をして蒼衣を睨にらみつける。

「あんた、口だけじゃねえか。自殺志願者か？」

「……まさか。死なずに済んでよかったと普通に思ってるよ。ありがとう」

　応じる蒼衣。

「ふざけんな、あんた……」

　そんな蒼衣に、勇路がさらに何か言いかけたが、その時だった。不意に勇路の視線が開け放たれたドアの中に釘くぎ付づけになって、勇路はその蒼そう白はくの顔を歪ゆがめて、音が聞こえるほどの歯は軋ぎしりをして口の中で呻うめいた。

「…………ちくしょう……！」

　そこにどかどかとやって来る、颯さつ姫きと凜りん。

　おそらくは勇路に来るなと言われていただろうが、勇路はそれを咎とがめることも忘れて、環たまきの部屋の中にあるものを、睨にらみつけていた。

「し、白しら野のさん大丈夫ですか!?」

「ちょっと馳はせ尾お！　どうなってるのよ！」

　それぞれ言いながら、立ち尽くす勇路の後ろまでやって来る二人。そして二人はそこに立つと、勇路と同じものを見て、息を吞のんで立ち止まった。

「ひっ……！」

「し、白野さん！　これ……」

　目を見開いて言葉もない凜と、蒼衣に駆かけ寄ろうとする颯姫。

　勇路の、そして凜の反応を見て、蒼衣は確信する。部屋の床ゆかに転がっているミイラ化した手足と髪をひとくくりにした頭部は、やはり彼らの友達の、遠とお屋や環のものなのだ、と。

「くそっ！」

　勇路はそのまま勢いよくきびすを返すと、そのまま怒りも露あらわな様子で駆け出した。

「ゆ、勇路君、ちょっと……！」

　蒼衣の制止の声も耳に入った様子もなく勇路は、あっという間に廊下を曲がって姿を消し、足音だけを残して見えなくなってしまった。

　颯姫が蒼衣を助け起こそうと手を出して、言った。

「白野さん、怪け我がは……？」

「大丈夫、それよりも勇路くんを……」

　蒼衣は答えるが、立ち上がろうとしても立ち上がれない。

　ごっそりと気力を吸い取られて、足に力が入らなかった。

　まだ少し震えている。何とか壁に手をついて、颯さつ姫きに支えられて立ち上がった。

　廃はい墟きよ同然の家の中に残されたのは、蒼あお衣いと颯姫と、ラードの浮いた脂あぶら染じみのようになった化け物の骸むくろ。

　そして切断されて手足と頭だけになった、住人である少女の、半ば腐ふ敗はいしたミイラ。

　見れば後ろにある半分戸が開いた暗い部屋の中にも、埃ほこりっぽい布ふ団とんの上に同じようなモノが垣かい間ま見みえる。あの化け物が出て来た部屋だ。おそらく遠とお屋や環たまきの両親か、他ほかの家族の寝室。

　そしてもう一人、引き攣つったように目を見開いて、部屋を見つめて立ち尽くす凜りん。

「………………」

　凜の手には携帯が握られていた。見える画面は発信履り歴れき。

「ちょっとごめん」

　蒼衣は小さく言って、反応のない凜の手から携帯を取り上げる。

　ずらりと並んでいる発信履歴にはたくさんの『環』の名前があった。今日のも、昨日きのうのも、そのずっと前のも、全すべて通話時間０のものばかり。

「……」

　思わず痛ましげに表情を歪ゆがめて、凜を見た。

　凜は蒼そう白はくを通り越して真っ白になった顔色で、部屋の中を見ている。

　ただ、ふと気づいた。凜の視線は上がっていた。床ゆかに向いていない。

　床に転がっている親友の死体を、凜は見ていないのだ。

　凜の視線を追う。凜は部屋の、机の上を見ていた。

　机の上には茶色に薄うす汚よごれた、ぼろきれの塊かたまりのようなものが、真ん中に置かれていた。

　蒼衣は眉まゆを寄せ、それをよく観察する。しかし最初のうちは何か分からなかったそれの正体を了りよう解かいした途と端たん、蒼衣の背筋に、冷たいものが這はい上がった。




　それは布製人形の手足を切って、綿が露出するまでそのお腹を切り開いたものだった。




　精せい巧こうな服の切れ端はしが、辛かろうじてそれを、蒼衣に判別させた。

　凜が恐怖の表情で見つめていたのは、それだった。

「…………環……」

　血の気の失うせた唇くちびるから漏もれるように呟つぶやいた凜の言葉は、親友の死体よりも、その物体に対する感情で、小刻みに震えていた。
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　　　九章　　この禍はお婆さんの容に







　　　　１




　臨時休業の、『アプルトン』の薄うす暗ぐらい店内で。




「………………笑え美みさん、僕はやっぱり納得いきません」




　通つ夜やじみた、沈んだ空気が広がっている狭いカウンターの中で、分解したコーヒーミルの部品を拭ふいていた織おり作さく健けん太た郎ろうが、不意にそんな言葉を口にした。

「……うん？　何のこと？　織作くん」

「笑美さんがこうして謹きん慎しんしてるってことですよ！」

　沈んだ笑顔で静かに訊たずねる笑美に、健太郎は布ふ巾きんを持った手でカウンターをばんと叩たたく。

　笑美と健太郎は謹きん慎しん中ちゆう。しかし店を開けるわけにもいかないのでこれを機に、粛しゆく々しゆくと什じゆう器きや設備の掃除をしていたのだが、これまで黙々と作業に従事していた健太郎が今になって突然、そんなことを言い出したのだ。

「……いいえ、当たり前のことよ。みなさんに迷めい惑わくかけたもの」

　目を伏せる、笑美。

　それに対して健太郎は、まるで演説でも始めようとするかのように、拳こぶしを大おお仰ぎように天てん井じようへと向けて振り上げた。

「いーえ！　笑美さんが虐しいたげられる理由はありません！」

　高らかに言う健太郎。

「大体おかしいんですよ。この〈ロッジ〉の世話役は笑美さんなんです。神か狩がり屋やなんかに勝手にさせていいわけがないんです。応援に来たんなら分ぶんをわきまえて、笑美さんの判断に従って向こうが迷めい惑わくかけないようにするべきなんです！」

　まくしたてる。しかし笑美は寂しそうに微笑わらって、穏おだやかに言った。

「でも、それを判断したのもわたしだわ」

「ぐっ……！」

　言葉を詰まらす、健太郎。

「……と、とにかく、笑美さんは悪くありません。いえ、笑美さんが悪いなどという、そのようなはずがないんです！」

「白しら野のくんに怪け我がをさせたのは悪いことよ？　反省しなきゃ」

「うっ……！」

　青くなる健けん太た郎ろう。

「す、すいません僕のせいで…………し、しかしですね、それで笑え美みさんの判断がないがしろにされるのは、もってのほかです！　少なくともあの生意気な馳はせ尾お君の処しよ遇ぐうだけでも我々で決めて行わなければ、示しがつきません！」

　くじけず健太郎。

「せめて馳尾君のことだけでも我々の手でどうにかするのが、〈ロッジ〉としての、そして世話役としての義務ではないでしょうか!?」

「……」

　細い貧ひん相そうな腕うでを将しよう軍ぐんのように振り上げて、健太郎は言った。笑美は頰ほおに片手を当てて、困こん惑わくの表情になる。

「…………義務……そう……そうね……」

「そう、義務ですよ！」

　健太郎は胸を張る。

「僕は笑美さんが、自分の〈ロッジ〉の問題も解決できない世話役だと後ろ指さされるかもしれないなんて、我慢なりません！　応援はもう仕方ありませんが、馳尾君のことは我々でけじめをつけるべきです！　それが筋というものです！」

「筋……そうね……」

　だんだんと納得の表情になる笑美。

　笑美は言った。

「……織おり作さく君……いつも言ってるけど、あなたは〈保持者ホルダー〉としての影がなさすぎる。罪悪感のない〈保持者〉は、悪い考えを起こしやすいわ」

「な……何ですかいきなり……」

「いま織作君が言った〝筋〟というのは正しいと思うけど、いまの言葉、そこから出たものじゃないって誓ちかえる？」

「もちろんですよ！」

　いとも簡単に即答する健太郎。

「そう……」

　笑美は、その答えを疑いもしていない様子で頷うなずいた。

　そして言った。




「……わかったわ。行きましょう。〈ロッジ〉をみんないい子にまとめていくためには、ちゃんと筋を通して、義務を果たさないといけないものね……」




　………………




　　　　†




　ドアベルの澄んだ音と共に表のドアが閉まって、鍵のかかる音がした後。




「………………」




　床ゆかに寝かされて微動だにしていなかった雪ゆき乃のが、不意に何も言わずに片目を開け、入口の辺りに視線をやった。

　そして店内に誰もいないのを確認すると、雪乃はむっくりと身体からだを起こした。そして身体のあちこち、特に右足の痛みに顔をしかめると、血の味がする口元を手の甲こうで拭ぬぐいながら、店の壁にかかっているアンティークな意い匠しようの時計を見上げて今の時間を確認する。

「……寝すぎたみたいね」

『おはよう、ねぼすけさん』

　そして苦にが々にがしく呟つぶやく雪乃に、くすくすと風かぜ乃のが声をかけた。

『もう少しで、このまま埋まい葬そうしちゃおうかと思うところだったわ』

「うるさい。なんだかややこしいことになってるみたいだけど、どういうこと？」

　風乃の軽口に不ふ機き嫌げんに応じ、雪乃は訊たずねた。

　健けん太た郎ろうがカウンターを叩たたいた音で眼めを覚ました雪乃は、そのまま聞くともなしに笑え美みと健太郎の話を聞いていた。別に寝たふりをしていたわけではない。ただ人が話をしている真まっ只ただ中なかで起き上がるのが、面倒だっただけだ。

『大したことじゃないわ。あの野の良ら犬いぬくんが雪乃に怪け我がさせたから、女王様が怒って手足をちょん切ろうとしただけ』

　風乃は言った。

「……姉さんの例え話はわかりづらいから、やめてくれる？」

『あら、そのまんまよ？　で、それを止めようとした〈アリス〉がトランプの兵隊に怪我させられて、神か狩がり屋やさんが怒ったの。しばらくは女王様も兵隊も大人おとなしくしてたんだけど、今になってさっきの通り』

「…………………………」

　雪乃はしばし、押し黙る。

「……白しら野の君は？」

『あら、やっぱり心配？』

　からかうように言ってくすくす笑う風かぜ乃のに、雪ゆき乃のは苛いら立だたしげに怒鳴った。

「ふざけないで！」

『くすくす……一人でお使いに出てるわ。野の良ら犬いぬを手なずけようとしたり、大変みたい。可愛かわいい子が無用心よね？　この町は、狼おおかみの出る森なのに』

「……」

　そこまで聞くと、雪乃は包ほう帯たいで覆おおわれた右足を庇かばいながら、近くの椅い子すを摑つかんで無む理り矢や理りに立ち上がった。

　そして右足を床ゆかに降ろし、その感かん触しよくを確かめるように床ゆか板いたを何度か踏む。

「歩けなくは……ない」

『あら、どこに行くの？　雪乃』

「こんなところで寝てるより、マシなところへよ」

　言った雪乃は、周囲を見回した。そして近くのテーブルの下に転がっていた自分のブーツを見つけると、ズタズタに裂さけている右のブーツを手にしばし考え、やがて椅子に座り込んで右足に履はき、上から包帯を巻きつけ始めた。

　包帯による補強でギプスめいた様相になりつつあるブーツ。

　風乃はそれを見下ろすと、口元に指を当てて、目を細めた。

『……悪くないお洒落しやれね』

　そして、言った。

『じゃあ私も頑がん張ばって〈泡あわ〉の気配を探して、せっかくの妹のお洒落のお披ひ露ろ目めに、協力してあげないとね』

　うっすらと、風乃は笑う。




　………………
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　外の光を透すかすコミュニティセンターの窓が、夕刻の空の色へと翳かげり始めた。

　昨日きのうの夜に言われた通り、馬鹿正直に勇ゆう路じを待って一晩を明かしたマナと瑞みず姫きだったが、目を覚ましてからもさらに半日をほとんど会話もなく過ごしていた二人の無む為いな時間の消費は、突然身を起こした瑞姫によって、急に終わりを迎えた。

「……瑞姫ちゃん？」

「…………」

　トイレや、給湯室で水を飲む以外は、ずっと膝ひざをかかえて座り込んでいた二人。

　マナは最初、今度の瑞みず姫きの行動もそのどちらかだろうと思っていたのだが、瑞姫はどちらにも行かずに、いつでも逃げ出せるように傍かたわらの畳たたみの上に放り出されていたスニーカーを拾ってその場で靴を履はき始めたのだ。

「あ……あれ？　どこ行くの？」

「ゆーじを探しにいく」

　思わず訊たずねたマナに、瑞姫はもたもたと不器用に靴を履きながら、無表情に答えた。

　その答えに焦あせり、慌あわててマナは言う。

「……だ、駄だ目めだよ。待ってろって言われたじゃない」

「おそすぎる。きっと何かあった」

　抑よく揚ようなく言う瑞姫の声。しかしその様子からは子供っぽい不器用な手つきのため、なかなか靴が履けず、焦っている気配が伝わってきていた。

「たしかに遅すぎるけど……そんな勝手なことしたら、怒られちゃうよ」

　マナは四つんばいで玄げん関かんの瑞姫のところへ行き、その腕うでを摑つかんだ。

　瑞姫はそうされてもマナには目を向けず、むきになったように腕を摑まれたまま、自分の足元だけを見つめて靴を履こうとしていた。

「ねえ、待ってようよ、危ないよ」

「……」

　マナは勇路に、瑞姫が生まれつき軽い記き憶おく障しよう害がいを持っていると聞いていた。だから何かあったら大変だと瑞姫を止めているのだが、その動機の中にはもう二つほど、別の理由も確実に混じっていた。

　一つは、いま瑞姫が出て行ったら一人っきりになってしまうこと。

　そして────




「それに……もう夕方だよ？　一人で外を歩いたりなんかしたら、〝赤マント〟にさらわれちゃうよ？」




　マナは言った。半ば以上本気でだ。

　同級生よりも近所の小学生との付き合いが深いマナは、子供たちが本気で語るその怪かい談だんを、やはり本気で聞いていた。もちろん中学生としての分ふん別べつも、頭では分かっている程度に持ち合わせてはいるのだが、メンタリティーそのものは小学生に近いため、〝夕方に赤いものを髪かみにつけて外を歩くと赤マントにさらわれる〟という怪談を、マナの感情面は、かなり真まに受けて本気で怖れていたのだった。

　マナが見ているのは、瑞姫がいつもつけている赤いチェックのバンダナ。

　ずっと気になっていたのだ。勇ゆう路じの手前、怒られるだろうと思って、ずっと言い出せなかっただけで、いつも注意したかった。

「……あのね、夕方に赤いものを頭につけて外を歩くと、〝赤マント〟が出るんだよ？」

　なのでこれを機に、マナは真剣な顔で言う。

「それでね、〝赤マント〟に声をかけられて、それに返事をすると、〝赤マント〟にさらわれて、首を切られて殺されちゃうんだよ？」

　瑞みず姫きの腕うでを握ったまま、マナは瑞姫に、懇こん々こんと説明する。

「危ないんだよ？」

　マナは、ずっと気にしていたのだ。

　瑞姫だけではなく、友達や家の前を通る小学生たちを見ながら、マナはずっと皆が髪かみにつけているアクセサリの色を気にして、もしそれが赤かった時には、その人の無事を心配していたのだった。

　もちろん赤いバンダナの瑞姫も、ほおずきのような髪留どめをしていた知ち沙さ都ともだ。

　赤いヘアゴムをしていた律りつ子この時も、マナは本気で不安だったのだ。

　そして事実、律子はさらわれた。

　あの時、夕刻の神じん社じや森もりでどこからともなくかけられた声に返事をした律子は、鳥居の上から伸びてきた〝白い手〟に首を摑つかまれて、さらわれてしまったのだ。

　マナは、あれが〝赤マント〟だと、実は半ば確信していた。ただ、そんな小学生の噂うわさ話ばなしのことなど、勇ゆう路じや凜りんに言えば、きっと怒られると思ったのでその確信についてだけは皆に秘密にしていたのだ。

「だから、やめようよ……」

「……うるさい」

　止めるマナに、瑞姫は冷たく言っただけだった。

　言いながらも瑞姫は、焦あせりながら靴を履はこうとして解けてしまった靴紐ひもを、どうやって結べばいいのか分からない様子で、弄いじり回し続ける。

　瑞姫は靴紐が結べない。必ず見かねて、誰かがやってくれるからだ。

　なので瑞姫はしばらく真剣に紐を弄もてあそび続けていたが、やがておかしな固結びになったところで、諦あきらめて投げ出すと、畳たたみの部屋に土足で立ち上がった。

「だ、駄だ目めだよ……」

「……」

　縋すがりつくように制止するマナ。

　しかし瑞姫は当然一いつ顧こだにせず、腕うでを摑つかまれたままで玄げん関かんへ向かおうとする。

　数秒ほど腕の引っ張り合いになって、膠こう着ちやくした揉もみ合いになった。力はほとんど変わらないが、しかし完全に気合負けしているマナは、何とか振りほどかれないではいるものの、パジャマの膝ひざが少しずつ引きずられた。

「う……」

　そして、そんな時だった。




　ピンポーン




　突然がらんとした集会室一杯に、インターフォンの音が、異様に大きく響き渡った。

「!!」

　揉もみ合ったまま、ぎょっ、と飛び上がり、凍こおりつく二人。

　強こわ張ばった表情。息さえ止まる。二人はここにいてはいけない人間だった。ここにいることを誰にもバレてはいけない場所に、突如鳴り響いた訪問の音に、マナの小心な心臓は破は裂れつしそうなほど、大きく跳はね上がった。

「………………!!」

　給湯室にほど近い壁で、マイクボタンの付いたスピーカーといった形状の、旧式のインターフォンが、赤いランプを点滅させていた。

　応対を促うながすランプ。しかし出られるわけが、なかった。




　────誰？　バレた？




　頭の中で、緊張と怯おびえがぐるぐる回る。緊張した表情で彫ちよう像ぞうのように立ち尽くしている瑞みず姫きの、その腕うでを摑つかんだままの姿勢で、マナは目を見開いて、静かなパニック状態でインターフォンの明滅を見つめている。

「…………………………!!」

　息ができないほど、心臓が脈打つ。

　その破は裂れつしそうな緊張の中で、




　ピンポーン




　電子音が再度、緊張した胸を押し潰つぶすように思える大きさで、響いた。

　やっぱりバレたのだろうか!?　と、頭の中で悲鳴に近い思い。さっきの揉もみ合う音でも聞かれて、大人おとなが確認のために押しているのだろうか？　と、そんなことを必死で、悲鳴に近い思いで考える。

「………………!!」

　息ができない。呼吸の音が聞かれそうだ。

　胸の中で心臓が脈打つ。その音さえも、聞かれそうだった。

　死にそうな緊張が、張り詰めた。

　しかしその時、インターフォンのスピーカーから、マナのよく知った声が────




『────ねえ、マナ、いるんでしょ？』




　聞こえた。

　環の、声で。




　………………




　　　　†




「……あの……神か狩がり屋やさん。自分の身体からだでこの〈泡ほう禍か〉を経験してみて、ちょっと思ったことがあるんですけど……」




　門を閉じた遠とお屋や家けの、雑草の匂においがする玄げん関かん前まえで。

　開けっ放しにしてあるドアの前、タイル張りの一段高くなった玄関先に座り込み、張り出した屋根を支える柱に力なく肩かたから寄りかかっていた蒼あお衣いは、家の中を見回って出て来た神狩屋に、そう話を切り出した。

「なんだい？」

　応じる神狩屋。その表情は家の中の惨さん状じようを見てきたせいで、芳かんばしくない。

　だがそもそもここに明るい表情の者はいない。蒼衣とは反対側の柱に背を預けている青い顔をした凜りんはもちろん、颯さつ姫きさえも蒼衣の傍そばで心配そうに表情を曇らせて、廃はい屋おく同然の玄関前には、何とも言えない暗あん鬱うつとした、疲れたような雰ふん囲い気きが広がっていた。

　勇ゆう路じがここを出て行ってから、ずっとこの調子。

　あの時、走り去った勇路を追いかけられる余力のある者は誰もおらず、とにかく蒼衣たちはここに座り込み、神狩屋にここまで来てもらったのだ。

　ああいうものを見つけた時、蒼衣にはどう対処すればいいのか分からなかった。

　ひょっとすると何年も誰にも見つからずにこのままだった形けい跡せきがあるとはいえ、見つけた以上はこの家を放置して行くのも誰かに見つかりそうで不安で、さらにはそれらを見てしまった一般人である凜についても、どう処しよ遇ぐうしていいのか判断がつきかねたからだ。

「……確かに、雪ゆき乃の君があの状態な以上、白しら野の君のできる範囲ではここまでだね。最後のは少し無む謀ぼうだったと思う」

　それを受けてやって来た神狩屋は事情を聞くと、まずそう言って蒼衣の判断を支持し、無茶をたしなめた。そして凜りんについてはとりあえず保留の判断をし、とにかく自分の目で家の中を確認するため、中に入っていった。

　そうして神か狩がり屋やが戻って来るまでの間、蒼あお衣いはようやく落ち着き始めた心で、考えた。

　家の中で体験した〈泡ほう禍か〉について。そして蒼衣は神狩屋が家から出てくると、その話題を切り出して、言ったのだった。

「あの……神狩屋さん。自分の身体からだでこの〈泡禍〉を経験してみて、ちょっと思ったことがあるんですけど……」

「なんだい？」

「『赤ずきん』って突き詰めると、ひょっとして怪談と同じ話じゃありませんか？　『赤マント』とか、『赤いはんてん』みたいなやつと」

「……ほう？」

　蒼衣の言葉に、神狩屋は興味深そうに応じた。

「聞かせてくれるかい？」

「えーと、ですね。僕がさっき体験したものが『赤ずきん』に関わるものだっていう前提で思い返してみたんですけど……あれ、声かけてきたんですよ。僕に。で、行方ゆくえ不明の新しん宮ぐう律りつ子こさんも〝白い腕うで〟にさらわれる前に何かに声をかけられたらしいって聞いたので……思ったんです。もしもあれが〝狼おおかみ〟だとしたら、『赤ずきん』の狼は、『赤マント』とかと同じ〝声をかけてきて、それに答えたら殺される怪談〟と、同じモノなんじゃないか、って」

　蒼衣は言った。

「『赤マント』だって、別に殺人者が赤いマントを着てるわけじゃなくて、首を切られて赤いマントを着てるみたいになって殺された、っていう、言ってみれば被害者の方の名前じゃないですか」

「ははあ……」

「『赤ずきん』も、被害者の方の名前ですよね」

「確かにそうだね。どちらも言わば身に着けてるもので、本名ではないあたりの共通点が面白いと思う」

　頷うなずく神狩屋。

「それで〝狼〟の方ですが……これも、全すべては赤ずきんが狼の呼びかけに答えたから起こった事件ですよね？　実際二部構成になってるグリム童話版の話では、狼の呼びかけに答えなかった赤ずきんは、助かってます」

「……なるほど、そう考えると異話の方の赤ずきんが、〝ピンの道〟と〝針の道〟を選択して答えさせられたのも、何だか意味深しんだね」

　蒼衣の指摘に、神狩屋は立ったまま腕うで組ぐみし、考え深げに息を吐はいた。

「ふーむ、そうだね……怪談といわれると、僕の方も少し連想が働いたよ」

　神か狩がり屋やも、そして言う。

「一度道どう中ちゆうで恐ろしいものに出で遭あって、それに先回りされて再び────というのは、古典的な怪かい談だんである『のっぺらぼう』と同じ構造だね」

「あ、そうですね」

「赤ずきんの場合、最初の遭そう遇ぐうでは無知のせいで気づかなかったけども、遭遇には変わりはない。そして『のっぺらぼう』の話も、別に呼びかけに答えたわけじゃないけど、向こうからの誘いに乗ってしまった点では同じ。どちらも道中で係わり合いになってしまったから起こってしまった怪かい奇きとして、くくることもできなくもない。

　また同時に『のっぺらぼう』も『赤ずきん』の狼おおかみも、同じく人に化ける怪物、とくくれるわけだね。君たちの見た…………ええと……アレも……『のっぺらぼう』に何となく似てなくもないのが、嫌いやなところだけど」

「……」

　蒼あお衣いは思い出した。顔のない、のっぺりとした肉の塊かたまりが、少女の死体に吸い付き、その姿に化けようとしていた光景をだ。

　そしてほぼ同じ質感のモノが、家の中で勇ゆう路じによって串くし刺ざしにされた光景を。

　胃いの辺りが重くなる。もしあれに蒼衣が殺されていたら、やはり同じように蒼衣は、成り代わられていたのだろうか？

「そういえば『のっぺらぼう』といえば、たくさんの妖よう怪かい画がを描いた鳥とり山やま石せき燕えんの『ぬっぺらぼう』なんかは、目鼻もないのっぺりとした腐ふ肉にくの塊かたまりに、短い手足がついたような姿をした化け物だね」

「……」

　神狩屋の説明が、追い討うつ。

「怪談『のっぺらぼう』は狸たぬきや狐きつねに化かされたものとするのが一般的だけど、一説ではその腐肉の塊が着物を着ると怪談の『のっぺらぼう』になるというのもあるそうで…………まあ、でもその辺りをあまり踏み込んでも仕方がないね。〝そういうものとも似ている〟と思っておくだけで、僕らには充分だろう」

「……そうですね」

　まさに蒼衣が見たのは腐肉の塊だ。関係があるとは限らないが。

「あの……怪談と言えば、『狼と七匹ひきの子やぎ』の柱時計に隠かくれた子やぎなんかも、その子やぎの身になって考えたら、怪談っぽいですよね」

　それでも蒼衣は思いついて、続ける。

「ん？　どういうことだい？」

「学校で幽ゆう霊れいに追いかけられてトイレの個室に隠れて、それを幽霊が探しに来るっていう、あの怪談みたいです」

「ああ……なるほど、考えたこともなかった」

　顎あごに手をやって、考える神か狩がり屋や。

「つまり、『赤ずきん』の類話は、狼おおかみが関わる部分に限って言えば怪かい談だんの構造をしていると言えなくもない、ということか……そういえばペロー版なんかの『お前を食べるためさ！』で終わる類話は、完全に怪談の構造だしね。

　そもそも伝統的な怪談には、妖あやしいモノが知人を騙かたって家に入ろうとしてくる話も少なくない。そう言えばあれから思い出したけど、日本には『継つぎ狼』という怪かい異い譚たん的てき昔話があって、これは峠とうげの主ぬしとして群れを率いて旅人を喰い殺していた古い狼が、実は峠に住む男の祖母を殺して成り代わって暮らしていたという筋書きの話なんだ。やはり東西に関わらず、人喰い狼は化けるものなんだね」

　一人頷うなずく、神狩屋。蒼あお衣いはそれに、意見する。

「そこで〝配役〟を考えるに当たって、この〝狼〟を一番恐れてたのは誰か、っていう話になるんですけど…………でもこのまま怪談だけで考えていいのかって、迷ってます」

「ははあ。うん、それはもちろん警戒すべきかもしれない」

「怪談だけで考えたら、解釈のできない部分もありますし。例えば狼のお腹なかを切って、石を詰め込むところとか」

「そうだね」

　そして、蒼衣は言った。

「で……実は気になってることが、あるんです」

　言って、そのまま視線を、横にいる凜りんへと向けた。

「……東海林しようじさん、聞いてた？　僕ら、わけわからない話をしてたと思うけど、事件に関係がある話なんだ」

「！」

　びくっ、と蒼衣に訊たずねられた凜が、雑草の生えた地面を見つめたその姿勢のままで、一いつ瞬しゆん身体からだを震わせた。




「環たまきさんの部屋にあった、あのお腹に石を詰め込んだ人形は何？」

「……っ!!」




　問われた凜の表情に、一いつ瞬しゆん動揺が浮かんだ。しかしその一瞬の後に凜の顔には気き丈じようなふてぶてしさが蘇よみがえって、寄りかかっていた柱から背中を離して姿勢を正すと、さぞや説得力があるであろう談だん判ぱん慣なれした態度で蒼衣に向かって言った。

「さあ……わからないです」

　言い切る凜。

「そんなものがあったかも覚えてません。私は環たまきの部屋の、あの状況を見ただけで、もう怖くて頭が真っ白になって……」

　完かん璧ぺきな演技で整然と誤ご魔ま化かす。おそらくこれが凜りんの素すなのだ。この異常状態を目まの当たりにした動揺がなければ、何のそぶりも蒼あお衣いに悟さとらせず、隠かくし通したに違いなかった。

　天性の策さく略りやく家かだ。

　蒼衣は言った。

「あ、一応言っとくと、僕らは君が過去に何をしてても咎とがめる気はないから」

「……」

　わけがわからないといった表情の凜。蒼衣は構わず続ける。

「ただ、間違いなくあの人形の残ざん骸がいはこの状況に関係があって、僕らは解決のためにそれを知りたいだけなんだ。僕らは警察でもないし、余所よそ者ものだ。秘密は誰にも話さないし、今後君の普段の生活に関わることもないと思う」

「……」

「学校があるから、明日あしたまでに僕は帰らなきゃいけない。だから僕らはさっさとこの事件を解決して、勇ゆう路じ君を捕まえて学校に通えるようにして、帰りたいだけなんだよ。協力してくれたら、この家や環さんがどうしてこうなったかもわかって、君もすっきりできると思う。このわけのわからない事件も終わらせられる。どうかな？」

「……」

　きょとん、と見つめてくる凜。確信を持って言っているはずの蒼衣だが、それでもだんだんと、自分の言っていることが勘かん違ちがいなのではないかと不安になってくる。

　しばらくそうして、見詰め合った。

　内心冷ひや汗あせをかく、蒼衣。

　しかしやがて、凜は表情も変えずに、言った。

「……本当に関係あるんですか？」

　小首を傾かしげて凜。蒼衣はほっとして、答えた。

「多分」

「関係なかったら怒りますよ」

　凜は溜ため息いきをつく。気を張っていたのが解けて凜の表情に、それまで必死で塗り隠かくしていた、元の動揺と憔しよう悴すいが浮かんだ。

「……絶対秘密にして下さいよ」

「うん、それは約束する」

　蒼衣は請うけ負った。

　そして、そこに至ってようやく凜が話し始めた〝人形の残骸〟にまつわる話は、神か狩がり屋やこそ気づかなかったようだが、蒼衣にとってはそれを理解してゆくにつれて、みるみるうちに表情が強こわ張ばってゆく、そんな内容だった。




　…………………………







　　　　２




　多分、誰も知らないことだったが。

　マナは実は────環たまきに対して、密ひそかに大きな、負い目を持っていた。




　自分の消極性が生む、行動しなかったことによる小さな負い目は、それこそマナにとっては無数かつ日常的にあるものだ。しかしそれらとは違う、〝行動してしまったことによる大きな負い目〟も、今でこそ少なくはなったものの、かつては相当な数を抱かかえていた。

　……主に、凜りんに強しいられた悪いことだ。

　特に小学校低学年の頃の、抑おさえを知らなかった頃の凜は、異常に強くかつ子供じみた喝かつ采さい願望と嫉しつ妬と心しんに突き動かされて、優等生の振りをする裏で、飢うえた狼おおかみのようなエネルギッシュさで陰いん険けんな行動を繰り返していた。

　特に嫉妬心は強かった。

　多分、凜にとって最初にあったのは嫉妬心だと思う。

　例えば友達がちょっと珍しいものを学校に持って来たりすると、凜は表向きはみんなと一緒に普通にはしゃいで褒ほめたり羨うらやましがったりするのだが、その内側では燃えるような嫉妬心を抱かかえ込んでいて、チャンスがあればそれを盗ぬすんでこっそりと捨てたり壊こわしたりといったことを、幾度か繰り返していた。

　凜の腹黒い策さく謀ぼうは、その過程で培つちかわれた副産物なのだ。

　盗ぬすみが騒ぎになり、自分に嫌けん疑ぎが向くのをかわすために率先して口を出すうちに、それが人心掌しよう握あくにも利用できることに気づいたのだ。

　マナは凜と出会い、そのうち彼女の犯罪の片かた棒ぼうを担かつぐようになってからというもの、その過程をつぶさに見てきた。そして、凜に悪いことを命令されるたびにそのことを負い目に感じてきたのだが、その全すべてのきっかけになった最初の事件こそが、マナの環に対する大きな負い目に他ほかならなかった。

　凜と環とマナ。

　三人はかなり早いうちから友達同士になっていたが、その最初のうちは、それこそマナしか知らない事実だが凜の嫉妬心は密ひそかに環にも向けられていたのだ。

　マナはもちろん知らなかった。

　環たまきは、おそらく今も気づいていないに違いない。

　しかし小学校に上がってほどなく、マナは〝あるもの〟を目撃し、全すべてに気づく羽は目めになった。それは環がある時、外国の可愛かわいらしい布人形をお父さんからおみやげでもらい、それを女子みんなで環の家に見に行った、その日の夕方のことだった。

「……あれ？　りんちゃん……」

　マナは、神じん社じや森もりの近くで凜りんの姿を見つけて、思わず呟つぶやいた。

　みんなとっくに環の家を出て、家に帰ったずっと後。マナも家に帰って着替えた後に、お母さんにお使いを頼まれて、嫌いや々いやながら近所のおばさんのところへ届け物に行った、その帰り道だった。

　凜を見つけはしたものの、思わず俯うつむき、気づかなかったふりをするマナ。

　その時マナは、買ってもらったばかりの可愛かわいい赤い帽ぼう子しを初めてかぶって外に出ていて、知った友達にそのことを言われたりするのが気恥ずかしかったからだ。

「……」

　できればやり過ごそうと、あらぬ方向を向くマナ。

　しかし当然ながらそんなもので誤ご魔ま化かせるわけはなく、あっさりとマナは発見され、声をかけられた。

「……あ、マナ」

　呼びかけられて、マナは仕方なく頷うなずき、俯うつむいた。

「う、うん……」

「何やってんの？　こんなところで」

　訊たずねながら淡々と近づいて来る凜。マナはこの時はまだ凜のことを、ただ可愛く明るい人気者だと思っていたので、軽い苦にが手て意識と共に萎い縮しゆくして、小さな声で答えた。

「お、おつかい……」

「そうなんだ。その帽子可愛いね」

「……！」

　マナは赤くなって、帽子の前を押さえて俯く。しかしその拍ひよう子しに、凜の足元に目が行ったマナは、凜が下げている布のバッグの中に、赤いものが覗のぞいているにのに気がついた。

「あ……れ？　それ……」

「!!」

　マナの視線に気づいた凜の表情が、一いつ瞬しゆん変わった。

　凜のバッグの中に見えたそれは、つい先刻に環の家で見たばかりの、外国で人気になっているという可愛い女の子の人形の、その頭についていたリボンだった。

　忘れるはずがない。縁ふちに刺し繡しゆうがされ、素そ朴ぼくながらも凝こったそのリボン。

　しかも、よく似た人間用のリボンもお母さんに作ってもらったと、環がお揃そろいのリボンをつけていた、そんな印象的なものを見間違えるはずがなかった。

　リボンをつけた、淡い色の毛糸の髪かみの毛。

「それ……たまきちゃんの……」

　しかしマナが顔を上げた途と端たん、そこにあったのは凜りんの、今まで見たことがないような怖い、無表情だった。

「……！」

「…………マナ。ちょうどよかった。ちょっと手伝って？」

　別人のように、凜は言った。

　そして、竦すくんで逆らえなくなったマナの手を引いて凜は歩いてゆくと、そのまま脇の神じん社じや森もりに入って、延々と暗い神社の裏手まで歩いていった。

「………………！」

　何かされるのだろうかと、マナは怯おびえた。

　凜は無言のまま神社の裏手の陰にマナを連れて行って地面にしゃがみ込むと、バッグの中からやはり環たまきのものにしか見えないあの人形と、それから手芸用の大きな鋏はさみを取り出した。

　その時はまだ、凜が何をしようとしているのか、マナには本当に見当もつかなかった。

　そしてそんなマナの目の前で、凜の持った大きな鋏は、何かの動物のように大きく口を開くと、かぶりつくようにして人形の首を挟はさんだ。

「あ……」

　じょぎっ、と鉄の顎あごに挟はさまれ、お人形の首がむごたらしくひしゃげた。

　それを持っているのは無表情な凜。そして凜は鋏を乱暴に動かし始めた。

　じょぎっ、じょぎっ、と鉄の刃やいばが、何度も何度も布を嚙かんだ。鋏が鈍いのか、それとも布が丈じよう夫ぶなのか、凶きよう暴ぼうな刃はお人形の少女の首を嚙み切ろうと、咀そ嚼しやくする獣けもののように、幾度も布でできた首の皮に嚙み付いた。




　じょぎっ、じょぎっ、




　やがて人形の首は、嚙み傷のようなズタズタの切り口を晒さらして、千ち切ぎれて落ちた。

　転がる頭。傷口からはみでる綿わた。

　その様さまは以前台所で見たことがある、首を落とした生なま魚ざかなの断面から、でろりと内臓がはみ出る様子を思い出した。人形の首を落とした凜は、しかしその結果には何の興味もないようで、淡々と続けて、今度は人形の腕うでに鋏を当て、挟んだ。




　じょぎっ、じょぎっ、




　鋏はさみは再び咀そ嚼しやくを始め、ほどなくして腕うでが落ちた。

　次はもう片方の腕。そしてその次は、足。

　すぐに布人形は胴どう体たいだけになり、地面に〝部品〟が散乱した。凜りんはそこまでするとようやく一息つき、そんな光景を前に固まっているマナを見て立ち上がり、鋏をマナへと差し出して命令した。

「マナも切って」

「……え……？」

　呆ぼう然ぜんとなる、マナ。

「こ、これ……」

「そう。環たまきの。盗とってきたの。見られたから、マナにも共犯になってもらうから」

　平然と言う、凜。

「な、なんで……こんな……」

「みんなに騒がれて、気に入らなかったからに決まってるでしょ」

　あまりにも理解できなくて訊たずねたマナの問いには、逆に何でそんなことを聞くのか理解できないといった表情で、答えが返ってきた。

「え……」

「それよりどうするの？　マナが喋しやべらなきゃばれっこないし、切ったらマナも共犯だから、告げ口できないでしょ？」

　凜はそんなマナの戸と惑まどいに構わず、促うながす。

「もしマナが共犯になってくれたら、親友になったげる」

「え……」

「マナ、私と友達でいたくない？」

「…………」

「どうする？」

　無表情に訊ねる凜。

　そんな凜に、マナが逆らえるはずもなかった。そして数分後…………蛙かえるの解剖図のような有様に成り果てたバラバラの人形を前に、泣きべそをかいて座り込むマナが、凜に手を握られていた。

「ひっく……ひっく……」

　胸一杯に広がる、嫌いやな気持ち。

　人形と、そして環に、申し訳ない気持ちで、一杯だった。

「……ひっ……く」

「がんばったね。これで私たちは親友だよ」

　凜はマナに並んで座り、手を繫つないだまま、どこか満足そうに人形の惨ざん殺さつ死体を見下ろしてビスケットを食べていた。

「はい、マナにもあげる」

　羊の形をしたどうぶつビスケット。

「そんな泣かないでよ。石でも詰め込んで用水にでも沈めたら、ばれっこないって」

　慰なぐさめとも脅きよう迫はくともつかない凜りんの台詞せりふ。そんな凜が差し出した気づかいとも口止め料ともつかないビスケットを泣きながら齧かじったが、石を食べているかのように味がせず、石のように胃いの中に残って感じた。

　今でもその味と感覚は、思い出す。

　そしてそれ以来、マナはずっと環たまきに密ひそかな負い目を持っているのだ。

　その後、凜は平然と屈くつ託たくなく環と接して今や親友扱いだが、マナはとてもそこまで割り切ることはできなかった。凜が友達に差し出す白い手は、本当は真っ黒だ。そしてそれはもう、マナも同じなのだ。

　それでも。

　負い目を感じながらも、マナは環を、友達の中で一番信頼していた。

　優しくて時には厳しい、信頼できる友達。

　そんな────







『────ねえ、マナ、いるんでしょ？』







　そしてその時、そんな大切な友達である環の声が、インターフォンから聞こえてきた瞬しゆん間かん、それまで恐怖に近い緊張にかられていたマナは、胸の底から安あん堵どの溜ため息いきをついて、瑞みず姫きの腕うでを摑つかんでいた手を、畳たたみの上にへなへなと落としたのだった。

「た、たまきちゃん、だったんだ……」

　絶対に忍び込んだのがバレて、大人おとなが来たと思っていた。

　胸の底から安あん堵どの息を吐はき出すマナ。足が立たなくなる寸前の脱力がマナの全身を襲い、涙なみだが出そうになった。

「……よかった……」

　マナは半泣きで言う。怒られることはないという安心。そして同時に、ここに環が来たということは、勇ゆう路じがこの場所のことを環に連絡したということだ。

　内心ではマナも不安に思っていた勇路についての懸け念ねんも、一度に解決した。

　瑞姫も出て行く必要はなくなった。どっ、と疲れたように、マナの身体からだの内側から重い安堵が全身に広がるのを感じた。

　しかし当然、そんな中の状況は、外からは分からない。

　スピーカーからは、続けて声がした。

『……マナ？　いないの？』

「あ……」

　慌あわててマナは、膝ひざ立だちになる。

　早く出なければ心配される。マナは顔に思わず浮かんだ安あん堵どの笑顔を浮かべて、インターフォンよりも近い玄げん関かんへ向かって、集会部屋と玄関とを仕切る戸に手をかけて、開けた。

「たまきちゃ……」




　いなかった。




　戸を開け、広い上がり口と玄関の戸が露あらわになったが、戸に嵌はまった景色を滲にじませる擦すりガラスの向こうには、人の影がなかった。

　そこにあるのは、夕刻の青っぽい光の色を湛たたえるだけの擦りガラス。

　そしてその淡くぼんやりと光に照らされて、ぼんやりと染め上げられた、薄うす明あかるく薄暗い、がらんとした上がり口の空間。

「…………あれ……？」

　思わず呟つぶいて、浮かんでいた笑顔が翳かげった。

　インターフォンを押す時には、普通はそこの、擦りガラスの戸の向こうには、人が立っているものだ。

　しかし、姿はない。誰もいない。

　ただ、部屋の中にある押されたばかりのインターフォンが、微かすかにスイッチの入ったスピーカーの音を、部屋の中の空気に満たしていた。

「え……」

　無人の玄関を前に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　しかし、







　ピーンポーン







　再び、無人のインターフォンが、大きく無機質に、音を立てた。

「……!!」

　びくっ、と反射的に、身が竦すくんだ。マナの身を竦ませたその虚うつろなチャイムの音は、空気に余よ韻いんを引いて消え、その後に、ブー……ッというひどく不安を煽あおって耳に障さわる、スピーカーのノイズを空気中に満たして残した。

「…………………………………………」

『…………………………………………』

　薄うす闇やみの中に広がる、ノイズ混じりの無人の沈黙。

　耳から、皮ひ膚ふから、音にもならないノイズが入り込んで、脳や心を気づかないうちにかき回しているような、嫌いやな沈黙。

　頭の中が真っ白になり、ただ不安が胸の中で濃のう霧むのように渦うず巻まく。

　ただ何が起こっているのかも分からずに、無人の空間を前に、そこを満たす青っぽい薄うす明あかりを浴びながら、呆ぼう然ぜんと立っている。

　そして、







　ピーン、ポーン







　さらに、音。

「………………!!」

　大きくて甲かん高だかい、その無機質な電子音は、虚うつろな集会部屋の隅すみ々ずみまで、天てん井じようの角までを塗り潰つぶすように広がった。

　その音が、ただ偶ぐん然ぜん見えないだけだと必死で思い込もうとしている心を、追い詰める。

　たまたま見えないだけ、あるいは隠かくれてインターフォンのボタンを押しているのかもしれないと、必死で言い聞かせている自分の心を、その大きく不快で金属的な心の安定を乱すチャイムの音が、背中から追い立てる。

　いや、インターフォンが押されているのは、事実なのだ。

　そして環たまきの声がしたことも。いつまでもこうしているわけには、いかなかった。

　応こたえなければ。

　友達と話さなければ。

　必死でそう自分に言い聞かせ、インターフォンに脅おびやかされて焦あせる心を落ち着かせて、怯おびえて痙けい攣れんしそうな肺から、無む理り矢や理り声を出そうと試みる。

「……た、たまき……ちゃん……？」

　そしてやっとの思いで出た声は、思っていた以上に小さく、細く、震えていた。

　玄げん関かんの戸の向こうに、聞こえたかもどうかも分からない小さな声。その事実さえもが心臓を焦りで締め上げて、真っ白な頭で必死で次の言葉を捜さがし、必死で言葉を続ける。

「たまきちゃん……いるの？」

　声は淡い空間に混ざるようにして、消える。

「か、隠かくれてるん……だよ、ね？」

　沈黙。

　そして無人の景色。

「い……いじわるは、やめて……？」

　だんだんと引き攣つってくる声で、言う。

　自分の言っているその相手が、そんな悪戯いたずらをするタイプからは、最も遠い人間であると承知しながらも、必死でそう言うしかない。

　沈黙の上に必死で思い込もうと欺ぎ瞞まんを重ね、現実との軋きしみに心が悲鳴を上げていた。

　しかしやめるわけにはいかない。もはや目を離すこともできず、じっと見ている光景は、上がり口とその真ん中に立つ擦すりガラスの戸と、そしてその中央で『閉』の文字を見せている戸の鍵のレバーのみ。

「…………」

　こちらとむこうとを隔へだてる、唯一の壁。

　それによって締め出されている、いや、そのはずの、姿の見えない相手を誰すい何かして、震える言葉をかける。

「……あ、あのね、たまきちゃん……よく見えないんだけど……」

　言う。玄げん関かんの向こうに。

　問いかける。




「そこに────いるの？」




　問いかけた。

　そして、その瞬しゆん間かんだった。







　ばんっ!!







　擦りガラスに、恐ろしい音を立てて〝手〟が張り付いた。

「………………………………………………っ!!」

　真っ白な〝腕うで〟が一本、戸の枠わくの横から突然伸ばされて、ガラスを思い切り叩たたき、手のひらの肉の色も露あらわに見えるほどべったりとガラスに張り付いたのだ。

　悲鳴も上げられなかった。驚きに小心な心臓が握り潰つぶされ、息が止まるような思いと共に腰こしから畳たたみにへたり込んだ。夕刻の空を透すかしたような青紫の擦すりガラスに、異様な色彩で真横から張り付いた白い〝腕うで〟を、それを目の前にして腰を抜かし、大きく目を見開いた。

「ひっ────」

　息を吞のんだ。肺が痙けい攣れんし、息が止まった。

　目の前に張り付く指を広げた手。それは確かに人間の腕うでだったが、どこかとは言えないものの何かが歪いびつで、色も形も質感も巧こう妙みように人間を真似まねていながら、しかしその全すべてに対して根本的な部分で人間に対する不理解があるような、説明しがたい違和感を持っていた。

　その〝手〟はまるで、擦りガラスを引っ搔かこうとしているかのように、力を込めて指先をガラスに押し付け、蠢うごめいていた。その動きは何故なぜだか分からないが、そこにガラスがあることを理解できずに、建物の中に進入しようとしている、昆虫を想起させた。







　ピンポーン







　そしてインターフォンが、響き渡る。

　焦じれたように鳴らされた無機質なチャイム。そして続くスピーカーのノイズが、空気を引っ搔かく、不快な音。

　そして、




『────ねえ、マナ、ここを開けて？』




　音の割れた声が、建物の中に響く。

　よく知った友人の声。しかしその声を出した人間がいるべき場所には、この得体の知れない白い〝腕〟が、べったりと張り付いているに過ぎない。




『────ねえ』




　それが、呼びかけてくる。

「………………!!」

　涙なみだが浮かんだ。畳たたみに突いた手が、投げ出された足が、がたがたと震えた。




『────ここを、開けて？』




　泣きながら、ぶんぶんと首を横に振る。

　見えるわけがない。伝えようとしているわけではない。ただ竦すくんで動けない身体からだの中にある拒絶の意思を、そういう形でしか実行できないので、そうしているに過ぎない。




『────開けて？』




「………………!!」

　首を振る。




『────ねえ、開けて？』




「…………っ!!」

　泣きながら首を振る。




『────開けて？』




　ぎい、と白い〝手〟の指先の肉が、擦すりガラスを引っ搔かいた。

　そして────




『開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて開けて!!』




　がたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがたがた!!　とガラスと戸が激しく揺さぶられ、その恐ろしい音とスピーカーから流れ出す声に体の芯しんが痙けい攣れんするような恐怖の悪お寒かんが駆かけ上がり、悲鳴を上げ鳥とり肌はだを立てて両耳を塞ふさぐ目の前で〝手〟の指先の肉が裂さけ、そしてガラスに血の筋を五本ずるずるずるずるとクレヨンが削けずれながら線を描くように指の肉を削って擦りガラスの表面に赤く──────




「────いやああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　全すべてが決けつ壊かいし、絶叫した。

　目を見開き、耳を塞ふさぎ、頭ず蓋がいの中に響き渡る、世界を全て塗り潰つぶすほどの悲鳴を上げた。

　喉のどの奥が震え、肺を押し潰して、迸ほとばしり出る悲鳴を上げた。恐怖によって真っ白に塗り潰された世界の中で、口こう腔くうから悲鳴が噴ふき出して、全ての音を覆おおい尽くした。

　しかしそれでも、〝手〟は止まらなかった。がたがたと戸を揺さぶり、その振動でずるずると指先の肉をすりおろしながら、ガラスを血で汚し、それでもなお壊こわれんばかりに、戸を激しく揺さぶり続けた。

　戸が今にも破られそうに揺らされ、大きくたわんだ。戸の合わせ目が、鍵が壊れそうなほどずれて、軋きしみ、動き、塗料が粉になって削けずれるのが見えた。

　そして、




　ずる、




　と戸の擦すりガラスの端はしから、何かが覗いた。

　擦りガラスによって滲にじみ、影のようなシルエットになったそれは、文字通り顔を覗のぞかせた、〝人間の頭〟だった。

　いや、それは正しくは、〝人間の頭を模した何か〟。

　それはまるで、人間が窓を顔半分出して覗き込もうとしているように、その動作を模して、がたがたと揺れる戸を、こちらを、覗き込もうとしていたのだ。




「…………!!」




　ずる……

　垂れ下がる髪かみの毛が。




「………………!!」




　ずるずる……

　髪の毛に縁ふち取どられた、白い顔の一部が。




「…………………………!!」




　ずるずるずる……

　白い顔の、半分が覗のぞいて、

　そしてその、どこか輪りん郭かくの歪ゆがんだ白い顔に、ぽっかりと開いた空くう洞どうの大きな目が、擦すりガラスの戸に押しつけられて────じっと擦りガラス越しのこちらを──────




「────ひっ──」




　しかし息を吞のんだ、その直後。

　がば、と目の前から、〝それ〟が消え失うせた。

「!?」

　刹せつ那な、〝それ〟は後ろから何かに思い切り強く引っ張られたように、血の痕あとをガラスに残して、戸の前から一いつ瞬しゆんのうちに姿を消した。そしてそれと入れ替わりに、戸の向こうから聞こえたのはやはり見知った、しかし今度は男の子の声だった。




「……斎さい藤とう!!　無事か!?」

「ゆーくん!?」




　その声を聞いて、戸の向こうに人影を見た瞬しゆん間かん、マナは今度こそ本当に泣き出した。

　猛もう烈れつな安あん堵ど、そして恐怖の残り。マナの目からは涙なみだが溢あふれて前が見えなくなり、異様に冷え切った頰ほおを、温かい自分の涙が流れ落ちた。

「ゆーくん……ゆーくん……！」

「おい！　何があった!?」

　訊たずねる怒鳴り声にも何も答えられず、マナは泣きじゃくりながら這はい進み、必死で玄げん関かんに向かった。やっと助かった。もう嫌いやだ。言葉にならない。ただ辛かろうじて、勇ゆう路じの名前を呼ぶことしかできなかった。

「ゆーくん……!!」

　立てない足で冷たい玄関を這はい、戸に縋すがりついた。

　かちゃかちゃと震える手で鍵のレバーをつまみ、鍵を開けた。

「ゆーくん、助け……！」

　そして言いながら、縋りつかんばかりに戸を開けると、







『────ダマサレタ』







　そこには環たまきの髪かみ形がたをして服を着た、まるでパン生地を捏ね回して作ったようなニンゲンが、ぽっかりと丸く開いた空くう洞どうの目と口で────マナを見下ろして立っていた。

「!!」

　声は歪ゆがんだ環の声。

　手には、大きな裁たち鋏ばさみ。

「──────────!!」

　悲鳴を上げる暇ひまもなく、湿しめった冷たい〝手〟で、喉のど首くびを摑つかまれた。

「ひぐっ……!!」

　異様な弾だん力りよくの感かん触しよくをした指が喉に食い込み、喉が潰つぶれる音がして、喉から空気が漏もれ、そして上体が膝ひざ立だちになるまで吊つり上げられて鋏の先せん端たんが──────




「!!」




　その途と端たん、後ろから襟えり首くびを摑つかまれて身体からだが畳たたみの上に投げ出された。

「きゃあっ!!」

　パジャマの襟で首が絞しまり、代わりに首を摑んだ〝手〟から抜け、悲鳴を上げたマナがわけの分からないまま畳の上に突っ伏して垣かい間ま見みた光景は、赤いバンダナの瑞みず姫きがマナの襟首を摑んで思い切り両手で引っ張り上げ、代わりに玄げん関かんに立った姿だった。

「っ!!」

「………………かくれて」

　ちら、と瑞姫の横顔が、マナを見て短く言った。

　そして次の瞬しゆん間かん、玄関と集会部屋を仕切る障しよう子じ風ふうの内戸が、ばしーん！　と大きな音を立てて瑞姫の手によって閉められて────




　ぞぶっ、




　と直後、柔やわらかく湿しめったものに何かを突き刺す嫌いやな音と共に、内戸の真っ白な擦すりガラスに隠かくされた向こうから、くぐもった声が聞こえた。




　ばしゃっ!!




　と目の前で、内戸が一面真まっ赤かに染まる。







[image: ]







　　　十章　　この罪は赤ずきんの罪に







　　　　１




　ぞぶっ、




　という音が聞こえたその時、田たの上うえ瑞みず姫きが腹に感じたのは痛みではなく、腹を殴なぐられたような衝しよう撃げきと、それに伴った熱のようなものだった。

「………………っ」

　押し殺した声。

　足から、瞬またたく間に力が抜ける。

　そして膝ひざを折って、お腹なかを抱だくように崩くずれ落ちた、その直後。

　目の前に立っている〝それ〟は、瑞姫の頭を片手で鷲わし摑づかみにすると、瑞姫の腹に突き刺した半開きの鋏はさみを、無慈悲に思い切り捻ねじり上げて、力の限りに引き抜いた。




　ばしゃあ！




　という音と共にぶちまけられる、真まっ赤かな血。

　腿ふとももと膝ひざにばしゃりとかかる、温かい液体と、そして柔やわらかい生なま肉にくの感かん触しよく。

　瞬しゆん間かん、熱のある異物感のようなものがあったお腹の中に、引きずられた腸ちようが大きく位置を変える不快な感覚が加わった。そしてその不快感のため、これまで弛し緩かんしていたお腹の筋肉に力が入った途と端たん、引き裂さかれたお腹の傷口の形がありありと分かるほどの、凄すさまじく重い激痛が腹部を貫つらぬいた。

「うぶっ!!」

　引き千ち切ぎられた腹部の肉が発する怪け我がの激痛と、抉えぐられたその中身が発する締め上げられるような苦痛。あっという間に喉のどの奥から鉄てつ臭くさい塊かたまりがこみ上げて、そのまま口の中に大量の血の味が、わっと溢あふれ出した。

　声も出ない苦痛の中で、微かすかに痙けい攣れんする自分の身体からだ。

　手足が冷たい。力が抜けて動かせない。ただ自分のお腹だけに灼しやく熱ねつする痛みと、息もできないほどの、重い苦痛を感じるだけだった。

　苦痛で、目の前が白かった。

　頭から完全に血の気が引いて、周りの感覚が遠くなっていた。

　それでも辛かろうじて、自分が頭を摑つかまれたまま、床ゆかに放り出されたのが分かった。冷たく硬い感かん触しよくが背中と後頭部と剝むき出しの手足に当たって、自分が玄げん関かん内ないのタイルの上に寝ているのだと、微かすかに残った思考が苦痛に塗り潰つぶされた頭の隅すみで考えていた。

「………………う……」

　気が遠くなってゆく。身体からだが冷たくなってゆく。

　ああ、死ぬんだなと、そう思った。

　斎さい藤とう愛まなは、ちゃんと隠かくれているだろうか？

　マナのことは嫌きらいだ。でもマナを助けてこうなったことは、後悔していない。見殺しにしたら、それこそ勇ゆう路じに怒られてしまう。

　勇路の言ったことを守るためなら、瑞みず姫きは死んでも構わないと思っていた。

　なぜなら────




　なぜなら勇路だけが、瑞姫をちゃんと扱ってくれるこの世で唯一の人間だったからだ。




　瑞姫は自分が嫌きらいだった。生まれついて持っている〈断だん章しよう〉のせいで、当たり前のことが満足にできない自分が。

　自分は、何もできない。

　簡単なお使いさえ、時には〈断章〉に喰われて、忘れてしまう。

　周りの大人おとなは、そんな自分を庇かばってくれる。

　いいのよ、と笑え美みも笑う。許してくれる。誰もそんな自分を怒らない。

　そしてそんな大人が、瑞姫は大嫌いだった。子供が子供扱いされるのを嫌いやがるように、瑞姫は他人から〝そういうもの〟として扱われるのが、今まで一度も口にしたことはないが、心の底から嫌いだった。

　失敗を怒られることさえ、自分は満足にできないのだ。

　当たり前のことができないばかりか、当たり前のことができないことを怒られるという、そんな本当に当たり前のことさえ、自分にはできないのだ。

　反復しない記き憶おくを次々に忘れてしまう瑞姫の記憶は、自己嫌けん悪おばかりだ。

　当たり前のことができない自己嫌悪。それを許される自己嫌悪。自己嫌悪ばかりを反復し、何度も嚙かみ締めた。瑞姫の記憶と人格は自己嫌悪で埋うめ尽くされていた。

　そして大人は誰もが、その瑞姫の自己嫌悪の原因を許す。

　許す。

　許して、なかったことにする。

　それは大人おとなは優やさしさと寛かん容ようのつもりかもしれないが、瑞みず姫きにとっては誰一人として大人が瑞姫自身を見ていないという、そのことに他ほかならなかった。

　だが勇ゆう路じだけが違った。勇路だけが当たり前のことを瑞姫ができなかった時、あるいは失敗した時、当然の怒りを瑞姫に向けたのだ。

　ただ一人勇路だけが、瑞姫と向き合い、瑞姫を当たり前に扱ってくれた。

　そして英雄的行為のために命を賭とせという勇路の〈騎き士し〉の理想を、こんな自分にも当てはめて、そのための道具として扱ってくれたのだ。

　誰からも怒られず、よく褒ほめられる瑞姫。

　えらいえらいと褒められる。だが怒りもしない人間から褒められても、空々しいばかりで、瑞姫にとっては何の意味も感じられない。

　自分を見ていない人間の褒め言葉など、嬉うれしくなかった。

　ちゃんと瑞姫の失敗に対して怒りを露あらわにする、そんな噓うそのない勇路から褒められる、そのことだけが瑞姫にとって本当の意味での喜びだった。

　勇路だけが、瑞姫をちゃんと扱ってくれる。

　しかしそんな勇路自身も、大人からは、ちゃんと扱われていない。

　それならば、と瑞姫は決めたのだ。

　唯一自分をちゃんと扱ってくれる勇路のために、せめて自分だけが勇路の理想の実現のために命を懸けて働こうと、そう決めたのだ。

　勇路のための、道具になろうと。

　失敗を怒ってくれる勇路から、褒められるために。

　そして瑞姫は、自分の血の海に冷たい身体からだを横たえて、遠くなってゆく意識の中でぼんやりと考えた。




　ゆーじ、言ったことを守った瑞姫を、褒めてくれるかな？

　それとも失敗して死んじゃって、怒られるかな？




　瑞姫はその両方を、想像して。

　褒められる自分と、怒られる自分の両方を、想像して。

　そしてそのどちらにも、幸せを感じて────




「……えへへ」




　瑞姫はその目元に涙なみだを浮かべて、微かすかに口元を歪ゆがめて力なく、笑った。

　………………




　　　　†




「……東海林しようじさんの話で一つ確信しました。この『赤ずきん』の〈泡ほう禍か〉の根っこになっている〝赤ずきん〟は、多分斎さい藤とう愛まなさんです」




　蒼あお衣いは言った。

　遠とお屋や家けの前、荒れ果てた玄げん関かん前まえ。あの〝腹を裂さかれた人形〟の話を終えて不ふ貞て腐くされとも照れともつかない顔でそっぽを向いている凜りんの脇わきで、もはや万ばん策さく尽つきた形の蒼衣たちは、夕ゆう闇やみの中に座り込んで話をしていた。

「……どうしてそう思うんだい？」

「あくまで仮定の話なんですけど……」

　神か狩がり屋やの疑問の言葉に、答える蒼衣。玄関先の段に座り込んで地面を見ながら言う蒼衣は、軽く肩かたが落ちていて、どこか無力感のようなものも漂ただよっている。

「全すべての始まりが、さっきの〝人形事件〟だったら、という前提での話をします」

　蒼衣は口の端はしの絆ばん創そう膏こうを指先で搔かきながら、言った。

「まず僕が見聞きした〈泡禍〉の印象に照らし合わせるなら、赤いものを身につけた被害者を作り出す〝赤マント〟が恐怖の中心で、赤ずきんを狙ねらう〝狼おおかみ〟そのものだと考えていいと思います」

「うん」

「ただ、その恐怖に一番晒さらされているのが〝赤ずきん〟かというと、ちょっと腑ふに落ちない気がしてたんです。童話の中の〝赤ずきん〟は、最初から最後まで、別に〝狼〟を恐れてなんかないんです」

「……うん、確かにそうかもしれない」

　頷うなずき、神狩屋は先を促うながした。

「で、じゃあこの〝狼〟を一番恐れてたのは誰か？　って、僕はずっと考えてたんです。食べられてしまった〝お婆ばあさん〟でしょうか？　狼を退治する〝狩人かりうど〟でしょうか？　この場合の〝狼〟……つまり〝赤マント〟を恐れるというからには、狩人はあり得ません。お婆さんなら食べられたので恐れてもおかしくないですが、この〝狼〟は〝食べた相手に成り代わるモノ〟なので、その全部を恐れることはできません。

　食べられた時点で終わりですし、成り代わりのことを知りようもないんです。ただお腹なかの中で生きていて、自分に化けた狼が孫まごを食べようとしているのを見ているしかない恐怖というのはあるかと思ったんですが、当てはまる事実がなくて、悩んでました」

「…………」

　神か狩がり屋やは最初呆あきれと感心の中間のような表情をしていたが、話を聞いているうちに、だんだんと真剣な顔になってきた。

「それにお腹なかに石を詰められていたのは、被害者ばかりです」

「うん」

「それで考えが止まってたんですが、さっき東海林しようじさんの話を聞いて、思ったんです」

　頷うなずく神狩屋に、蒼あお衣いは言った。

「その〝人形事件〟を仮に全すべての元げん凶きようと考えるなら────もしかすると『赤ずきん』のキャストは、すでにその場にほとんどいたんじゃないか、って」

「！」

「仮にそういうことにして、考えてみました。そこにいたのは東海林さんと、斎さい藤とう愛まなさん。それから遠とお屋や環たまきさんの人形ですが……それを〝配役〟に当てはめようとして気づいたんです。ひょっとして鋏はさみって、〝狩人かりうど〟と〝狼おおかみ〟を兼ねてるってことはないでしょうか？」

「…………大だい胆たんな仮説だね。キャストも、鋏も」

「はい……」

　さすがにその台詞せりふは予想外だったようで、神狩屋が不可解な顔をした。

　蒼衣は続けた。

「鋏は〝死〟の象徴ですよね？　狼も〝死〟を象徴するって言ってたので」

「ははあ、なるほど……」

「それにほら、これはイメージですけど、どっちも嚙かみますし……まあとにかくそうすると、遠屋さんの人形は〝お婆ばあさん〟だと思うんですよ。つまり最初に鋏を持った東海林さんという〝狼〟に狙ねらわれた遠屋さんの人形は殺されてしまい、知らずに人形に誘い出されて山の中の家に行った斎藤愛さんは、〝赤ずきん〟です。

　そして〝狼〟である東海林さんの呼びかけに何も知らずに答えて、〝赤ずきん〟である斎藤さんはお婆さんを食べる行為に協力してしまいます。そして狼の手しゆ中ちゆうに落ちた赤ずきんは、今度は〝狩人〟の役目をする鋏で、お婆さんの人形のお腹を切り開くことで、辛からくも助かります。この〝狼〟は殺した相手に成り代わるので、その時点では人形が〝狼〟の象徴です。〝配役〟が化けて、シフトするんです。

　ここから〝狼〟は、一人歩きを始めます。狼に目をつけられて呼びかけられ、それに応こたえたら惨さん劇げきの始まりです、そしてその過程で殺されたものは次の狼になって、次の犠ぎ牲せい者しやを誘い込むんです。その目をつけられる条件が……」

「〝赤いずきん〟だと？」

「はい。赤いリボン。そして被害者の代名詞である〝赤ずきん〟であり、〝赤マント〟じゃないかと思うんです」

　蒼衣の説明に、神狩屋の眉まゆが寄った。

「ふーむ、まるで生いけ贄にえのようだね」

　神か狩がり屋やは、顎あごを撫なでた。

「昔から生贄にされる生物は、供く物もつとして目立つように、着飾り飾り付けられることが多いんだ。それは動物でも人間でも変わらない。今でも宗教によっては供物として動物を殺すけど、祭さい壇だんはもちろん、その一環として動物を飾りつける」

　言う、神狩屋。

「目立たなければ被害もないということなら、ペロー版『赤ずきん』の教訓とも合致する」

「はい」

　蒼あお衣いは頷うなずく。

「ただ、この予想が合っていた場合、ちょっと困った予想が成り立つんですが…………でもそれよりも、勇ゆう路じ君を追いかけられなかった時点で、僕らはもう手詰まりです。僕らには勇路君を見つける手段がないんですよ。せめてあの時、僕がもう少ししっかりしてれば、何とかなったかもしれないんですが」

　蒼衣は悔くやしげに俯うつむく。そんな蒼衣のシャツの袖そでを、颯さつ姫きが心配そうな表情で、繫つなぎとめるように、ちょこんと摘つかんだ。

「せめて、雪ゆき乃のさんが無事なら……」

　蒼衣は呟つぶやいた。

　だが、蒼衣がそう言った、その時だった。




「私がなに？」

「！」




　ぎょっとして、蒼衣は顔を上げた。門の開く音と共に、言いながらそこに立ったのは、身体からだを支えるように扉とびらに手をかけた、蒼そう白はくな顔のゴシックロリータの少女だった。

　ずたずたのブーツに包ほう帯たいを巻き、やや乱れた着こなし。

　しかしそれがかえって退たい廃はい的てきかつ、異様な凄すごみを醸かもし出している、まるで魔ま女じよのように、美しい少女。

「雪乃さん……！」

　呆ぼう然ぜんと言う、蒼衣。

「何よ」

『あら、雪乃だけ？』

　不ふ機き嫌げんそうに言う雪乃。そしてそれとほぼ同時に、くすくすと笑い声をこぼしながら、雪乃の肩かたに顎あごを乗せた、少女の亡ぼう霊れいが嫣えん然ぜんとした笑みを蒼衣に向けた。

『案内してあげられるのは私よ？　雪乃じゃなくて』

「……！」

　表情が引き攣つる蒼あお衣い。

　風かぜ乃のがちら、と流し目で指し示す雪ゆき乃のの後ろには、雪乃が乗ってきたと思おぼしきタクシー。

　そんな楽しそうな風乃を雪乃は黙殺し、冷たい視線を、蒼衣の顔に向ける。

「……怪け我がしたの？　自じ業ごう自じ得とくね」

「あ、あはは……」

　蒼衣は口の端はの絆ばん創そう膏こうを触さわって、誤ご魔ま化かすように小さく笑った。

「ごめん、心配させて」

「……何でそうなるのよ。殺すわよ」

　蒼衣の反応に、冷たく言い放つ雪乃。

「……どうでもいいわ。それより騙だましたわね。姉さん」

『あら、何が？』

「ここ、現場じゃないでしょう？　皆を拾う必要なんかないはずだわ」

『噓うそじゃないわ。ここも現場だったわよ。もう終わっちゃっただけで』

　風乃はくすくすと、笑みを含ませた声で、言った。

『それに劇のクライマックスになるかもしれないのよ？　観客は多くないと』

「姉さん……！」

『さあ、今までは好き勝手されたけど、さすがにそろそろ私たちの番だと思わない？』

　そして高らかに言う、風乃。




『可愛かわいいアリスの顔に、傷をつけられたんですものね。お礼にこの赤ずきんの物語を────陵りよう辱じよくし、陵辱されに行きましょう？』




　風乃は言った。

　そして怖おぞ気けを誘うほどの酷こく薄はくな笑みを浮かべて、楽しげに、その目を細めた。




　　　　†




　がちがちがちがちがち……




　自分の奥歯が鳴る音が、頭ず蓋がいの中に響いて耳元で聞こえる。

　一枚の戸を隔へだてて、マナの前にある惨さん劇げき。つい先ほど力一杯閉じられた障しよう子じ戸どを模した擦すりガラスの内戸には、巨大な筆を叩たたき付けたかのように大量の血がぶちまけられ、見るだに恐ろしい真まっ赤かな雨あま垂だれが、幾筋も櫛くしの歯のようにへたり込んだマナの目線の高さへと伝い落ちていた。

　マナを庇かばい、部屋の中に押し込んで、玄げん関かんに取り残された瑞みず姫き。

　その少女の血によってべったりと塗り潰つぶされた戸の向こうでは、柔やわらかい肉を切り裂さき引き千ち切ぎり搔かき回す、鳥とり肌はだが立つほどおぞましい蹂じゆう躙りんの音が、延々と響いていた。




　じょぎっ、じょぎっ、じょぎっ……




　長大な鋏はさみの刃やいばが腹の肉を切り開く、鈍にぶい音。

　肉の繊維が鉄の刃の合わせ目に挟はさまれて、その弾力が押し潰つぶされ、裂けるように切れる、厭いやな音。

　鋏の刃が内ない腑ふに押し込まれるたびに、ぐちゅぐちゅと湿しめった、肉の音がする。そしてそんな音を立てる鋏は、猛もう犬けんが肉を嚙かみ千ち切ぎるように、時折肉に突き入れたまま振り回されて、そのたびに飛び散った血がタイルや床ゆか板いたに降り注いで、ばらばらと雨音のような音を断続的に立てていた。




　がちがちがち……




　そんな蹂じゆう躙りん行為のシルエットが、血ち塗まみれの擦すりガラスの血の合間から、暗くぼやけた影絵のように蠢うごめいて見える




　がちがちがちがちがち…………




　その光景を、畳たたみに座り込んだマナは、大きく目を見開いて瞬まばたきもできず、ただガタガタと全身を震わせて、見つめていた。

　向こうで何があったかは、もはや瞭りよう然ぜんだ。

　しかし真っ白になったマナの頭の中は、いま目の前で起こっている事態を理解することを、頑かたくなに拒否していた。

　力一杯閉められた戸は、反動で少しだけ隙すき間まが開いていた。

　そしてそこから垣かい間ま見みえる、小さな手が力なく投げ出されて、蹂躙に合わせてひくひくと動いているというその光景を見ても────なおもそれが何であるか、そして何が起こっているのか、理解することを拒絶していた。

「…………………………!!」

　部屋中の空気に満ちる、猛もう烈れつな血の匂においに包まれても、なお。

「………………………………………………!!」

　空気に質量を感じるほどの濃密な血の匂においに、もっと重く腥なまぐさい脂あぶらと内臓の臭においを嗅かぎ取っても、なおマナは、それについて考えようとは決してしなかった。

　しなかった。できなかった。

　ショートしたように思考が止まったマナの周りではまるで時間が止まったような異様な感覚が広がって、ただ影絵とそれが立てる音ばかりが、世界を苛さいなんでいるかのように、延々と続けられていた。




　じょぎっ、じょぎっ、じょぎっ……ぐちゅっ……




　吐はきそうなほど生なま々なましくおぞましい音と、吐はきそうなほど濃い血の臭におい。

　その中でマナは涙なみだ目めで目を見開いて、がちがちと震えながら、呆ぼう然ぜんと思った。




　────やっぱり、たまきちゃんも……あれにすりかわられてたんだ……




　思った。

　震えながら。




　────すりかわられてたんだ。りっちゃんや、お父さんやお母さんみたいに……！




　胸の中に絶望的な思いが黒く黒く満ちて、心臓を、肺を、心を、胸の中身全すべてを、毒のように焼いた。

　そう、みんな。みんな。

　みんな────あの赤マントに、殺されてしまったのだ。




　びしゃっ!!




　泣きながら凍こおりつくマナの目の前で、血ち塗まみれの白い〝手〟が、内戸の隙すき間まから指を差し込んできて、強い勢いで戸を摑つかんだ。

　その途と端たん、指から血の雫しずくが飛び散って、ぱたたっ、と畳たたみに落ち────




「ひ…………!!」




　息を吞のんだ。

　血塗れの戸の向こうから、真っ白な顔と、そこに開いた空くう洞どうの目が、こちらを覗のぞいた。







　　　　２




　その半開きの玄げん関かんの戸は、まるで無機質で巨大な口が、人間を生きたまま咀そ嚼しやくしたかのように、血に塗まみれていた。




「……うっ!!」




　たちこめる血けつ臭しゆう。立ち尽くす勇ゆう路じ。

　その目の前に、夕暗がりに沈むようにして立っているコミュニティセンターは、勇路がつい昨日きのうまで知っていた建物とは、全く別のものになっていた。

　開いた玄関の戸は、例えるなら人間を丸ごと嚙かみ砕くだいた口を、開けて見せたかのよう。

　その中は一ひと目めで分かるほどの血の海で、嚙み砕かれた人体の破片と内臓が散乱し、咀嚼中の口を開けて中身を垂れ流しにしている状況そのままに、その中から大量の血と肉片が、外のコンクリートへと赤黒く溢あふれ出していた。

「あ……」

　一目で否いやが応おうもなく理解できる、最悪の惨さん劇げき。

「……うあ…………あ……！」

　目を見開き、絶望的な弛し緩かんした表情で、その光景を見つめる勇路。

　自分が守ろうとしたものを仕し舞まい込んだ箱が、そのまま凶きよう器きとなって中身をひき潰つぶしたような光景だった。青黒い夕ゆう闇やみに覆おおわれた、そんな暗い玄関には、消防倉庫のランプがあまりにも不吉な赤い光を、ぼんやりと微かすかに投げかけていた。

　血の色をした、世界。

　恐怖と絶望に立ち竦すくんだ。これまでの行動の全すべて、いや、これまでの人生の全ては、言わばこの光景を避けるために、やってきたことのはずなのだ。

　疲労で今にも崩くずれ落ちそうな全身を、さらに絶望が蝕むしばんだ。

　膝ひざが落ちそうになる。その足を前に出して、ふら、と玄関に、近寄った。




　ごと、




　と踏んだ側そつ溝こうの蓋ふたが、音を立てた。

　途と端たんに足元で何かが動く。視線を落とすと、ぽつぽつと並んでいるコンクリートの蓋の隙すき間まから、微び細さいな赤い〝蟲むし〟が這はい出して、ぞろ、と勇路の靴に這い上がった。

　瑞みず姫きの〈食害〉。〈断だん章しよう〉がこの建物を隔かく離りしているのだ。

　それを見た勇ゆう路じは顔を上げた。なけなしの意思を奮ふるい立たせた。

「…………！」

　そうだ、自分は〈騎き士し〉なのだ。

　危うく忘れそうになった。心身の全すべてを黒く蝕むしばむ絶望の中で、ただそれだけの義務感に縋すがりついて、体を支え、足を前に進めた。

　見たくないと精神が悲鳴を上げる、玄げん関かんを真まっ直すぐに見つめて。

　洗い場のごとく血が溜たまり、だらだらと外に溢あふれ出している玄関と、その血の海に沈んでいる人間の体を、じっと見み据すえて、近づいた。

　血ち塗まみれで力なく投げ出されている、少女の華きや奢しやな白い手足。

　そして血とレバー色の臓ぞう物もつの海の中に、虚うつろな目を開けて落ちている、瑞みず姫きの貌かお。

「……瑞……！」

　名を呼びかけて、息を吞のんだ。

　その瞬しゆん間かん、思わず吸い込んだ湯気のように猛もう烈れつな血の臭においと、その血ち肉にくの臭いがあまりにも見知った少女のものであるという事実が、胃いをせり上げるような感覚を腹の中に催もよおした。

「う……！」

　もの言わぬ、横倒しの少女の頭。そして腹を裂さかれて中身を全て引き出され、ぐっしょりと血を吸った服を着たまま転がされている、その胴どう体たい。

　感情が麻ま痺ひし、それを見つめる心の中には、何の情動も湧わき上がらなかった。

　ただ自分の心臓が音を立て、肺が収縮して呼吸をしている、その感覚ばかりが、妙みようにはっきりと胸の中に脈打っていた。

　何があった？　何故なぜこんなことになった？

　自分の見ていない間に、ここで何があった？

　いや、自分が見えていないところで、今までずっと何が起こっていた？

　勇路は空転する頭で考える。

　血染めの玄関の前で、瑞姫の虚うつろな容貌かおを見下ろし、その血肉の臭いを吸い込みながら。

　死してなお辛かろうじて〈断だん章しよう〉を残し、ここを隔かく離りした瑞姫。勇路の見ていない間に〝何か〟に惨ざん殺さつ蹂じゆう躙りんされて、〈騎士〉としてここで骸むくろを晒さらしている瑞姫は、一体何を思いながら死んでいったのだろうか？

「………………」

　マナを、守ろうとしたのだろうか？

　それとも逃げようとしたのか？　ここを開けたのが瑞姫なのか？

　勇路の目の前で、半分開いた内戸は一面血で汚よごれていた。そして上がり場と僅わずかに見える畳たたみにはべたべたと血の足あし跡あとがつき、もはや何の防衛の役にも立っていない二枚の戸が、寂せき寞ばくと口を開けていた。

　何かに侵入された痕あとを、ありありと残す、戸。

　薄うす暗ぐらい中に、黒々と口を開けて、もはやこの中にも惨さん劇げきが続いている、それ以外に考えられない不吉な光景。




　しん、




　と中に広がる、暗い静寂。

　黒い霞かすみのように玄げん関かんの奥に広がっている、そんな薄い暗くら闇やみを見つめながら、勇ゆう路じはそこに立ち尽くす。

　目の前の闇とそっくりの、暗い絶望が、胸に広がった。

　しかし、その時────




「ん……」




　人が動く微かすかな気配と、そして聞きなれた気弱げな声が、微かに奥の闇の中から、勇路の耳に届いた。

　マナの声。

　絶望が一転、驚きに変わった。

「斎さい藤とう!?」

　勇路は叫んで、血の溜たまった玄関に、慌あわてて足を乗せて、薄うす闇やみに包まれたコミュニティセンターへと思い切り踏み込んだ。




　びしゃ、




　と血の池のようになった畳たたみに、濡ぬれた靴で立つ足音。

　そうして暗い部屋に立った勇路は、引き攣つった声で、名前を呼んだ。

「斎藤……！」

　広い部屋の中に広がるのは、血の臭においの暗闇。そして床ゆかに広がっている鉄じみた臭いが立ち昇る池の中央に血染めのパジャマ姿で、座り込んでいる小さな後ろ姿。

　マナの、背中だった。

　その影を包む暗い部屋には、しん、と虚うつろな静寂が、広がっていた。

　そして────




　にちゃ、




　湿しめった、音。

　暗くら闇やみの中に、例えるなら生なま肉にくをかきわけるような小さな音が、微かすかに、しかし確実に生理的嫌けん悪おに触ふれる音で勇ゆう路じの耳に触れたのだった。




　にちゃ……にちっ……




　淡々と続く、音。

　そして部屋に立った勇路の目がだんだんと部屋の闇に慣れてきて、その音の正体が、マナがパジャマの上着の裾に入れて持ち込んだ石を目の前に横たわる死体に詰め込んでいるのだと分かった瞬しゆん間かん、勇路は思わず、その場で叫んでいた。




「斎さい藤とう……っ！　お前なにやってんだ……！」




　絶叫に近い叫び。

　そこに含まれているのは、明らかな恐怖と、これまでマナという存在に対して一度たりとも感じたことがない、〝恐怖〟を自分が感じていることに対する強烈な戸と惑まどいだった。




　　　　†




「……まだ結論を言ってませんでしたけど……この〈泡ほう禍か〉の中心である〈潜せん有ゆう者しや〉は、〝赤あかずきん〟である斎藤愛まなさんだと思います」




　蒼あお衣いは言った。

「でも、もしもその予想が正しければ、この〝赤ずきん〟の恐れの本質は、〝狼おおかみ〟への恐怖じゃありません。さっきも言った通り、赤ずきんは狼を恐れてません」

「む……」

　神か狩がり屋やが眉まゆを寄せる。風かぜ乃ののナビゲートを運転手に伝えたタクシーの中で、蒼衣は正面の助手席の背を摑つかんで、そこに座る神か狩がり屋やと声を潜ひそめて会話していた。

　後部座席には蒼衣を左隅すみにして、そこへさらに三人の少女が詰めていた。統一感のない客がすし詰めになった車内はかなり異様なものがあったが、運転手との雑談を凜りんが引き受けて、運転手の不審を大いにその機転で緩かん和わしていた。

　その中での、蒼衣と神狩屋の会話。

　環たまきの家では状況が状況だったため途と中ちゆうでやめにしていた、蒼衣の立てた予想の続き。

　そんな蒼あお衣いの隣となりには、成り行きでその席になった雪ゆき乃のが、不満そうな表情で身を縮めて腕うで組ぐみしていた。包ほう帯たいを巻いたブーツで足を組んだ雪乃は眉まゆ根ねを寄せて目を閉じ、口元を引き結んで、黙って会話を聞いている。

　蒼衣はその中で、語る。

「誰が最も人喰いの怪物を恐れているか。その前提は捨ててみました」

　声を、低くして。

「何故なぜなら……『赤マント』の噂うわさや行方ゆくえ不明者の続出、それから被害者の状況を考えると、誰もが〝狼おおかみ〟の被害者になり得る上に、その被害者の誰もが、〝狼〟としてお腹なかに石を詰められる可能性があるんです。〝狼〟の被害者は、次の〝狼〟として、なり代わられるんです。だとしたら考えるべきは誰が石を詰められるのかではなく、どうして石を詰め込まれなければいけないか、ということではないかな、と思いました」

「……なるほど」

　後頭部を助手席の背もたれにつけて、その言葉を聞く神か狩がり屋や。

「赤ずきんが、狼のお腹に石を詰めなければいけなかったのはどうしてか」

　言う、蒼衣。

「狼を殺して報復するためでしょうか？　違う気がします。それならお腹が切り開かれてる時点で、ほぼ達成されてます。それ以上に加える無む邪じや気きで残ざん虐ぎやくな仕打ちだとしても、お腹を切り開いたまま放置した方が、遙はるかに残酷で苦しいです。

　それで、さっきの東海林しようじさんの話を聞いて、その斎さい藤とうさんのパーソナリティーを想像してみた時に、ふと思いつきました。その理由はそんな難しいものじゃなくて、もっと子供っぽくて単純で、後ろ向きな理由じゃないかと思ったんです」

「ふーむ……？」

　表情を悩ませる、神狩屋。

「……なら白しら野の君は、〝赤ずきん〟は、何を恐れてると？」

　訊たずねる、神狩屋。

「多分ですけど……〝赤ずきん〟は、自分が犯した罪が明らかになるのを怖れてるんじゃないかと思います」

　蒼衣は答えた。

「……罪？」

「お婆ばあさんや、狼や、お母さんに、自分のした行いがばれることです。見方を変えると童話の赤ずきんは、随ずい分ぶんと行動が迂う闊かつで、さらにそれを糊こ塗とするために、ものすごくあっさりと些さ細さいな噓うそをついている気がします。

　母親に寄り道をするなと言われれば簡単に『大丈夫』と答えますし、咲いている花に興味を持つと、『おばあさんのため』と自分を騙だまします。そしておばあさんの家に着くと、寄り道のことは言いません。童話の中では赤ずきんが狼おおかみのお腹なかに石を詰めた理由は書かれてませんけど────僕はこの場合は、こうだと思います。赤ずきんはお腹の中から抜け出したことが狼にばれるのを恐れて、身代わりを詰め込んだんです」

「……!?」

　蒼あお衣いの結論は、こうだった。

　やはり石積みは、赤ずきんの犯した罪の転てん嫁かなのだ、と。

　ただし狼に転嫁したのではない。純粋に抜け出した自分の代わりとして、石を積んだに過ぎない。そして赤ずきんが自分が抜け出したことを糊こ塗とするということは、同時に赤ずきんを食べたという狼の罪そのものが糊塗されて、なかったことになるのだ。

　何もかもが石積みによって、なかったことになる。

　例えるなら石を詰めて、証しよう拠こを水に沈めるように。

「……ふーむ、確かにそう言われると、赤ずきんの類るい話わの少女は、よく逃げ出したことを隠かくすために、紐ひもを木に縛しばりつけたりしているね」

「ええ」

　頷うなずく。

「だからこの事件では、被害者に石が詰められてるんじゃないかな、と思ったんです」

　だがそこまで言ったところで蒼衣は、ふと表情を沈ませて、一いつ拍ぱく置いていった。

「……ただ困ったことにこの予想だと、あれだけ状況的には恐ろしい〝石を詰める〟という行為は、恐怖の対象じゃないんです」

「……うん？」

　蒼衣の様子の変化に、神か狩がり屋やは訝いぶかしそうに言った。

「どういうことだい？」

「ええと、ですね……」

　これを言っていいのかと、一いつ瞬しゆん口ごもる蒼衣。

「この『赤ずきん』の本質は、〝ごまかし〟です。で、この可能性の想像が外れてくれると僕も嬉うれしいんですけど……もし腹を裂さいて石を詰め込む行為が完全に〝転嫁〟や〝ごまかし〟に基づくものなら、嫌いやな予感がするんです」

　歯切れの悪い、蒼衣。

　そんな蒼衣に、隣となりの雪ゆき乃のが、いきなり口を挟はさんだ。

「……何よ。さっさと言いなさい」

「あ……う、うん」

　観かん念ねんして、蒼衣は頷く。

「えーと、つまり……もしこの〈泡ほう禍か〉の根っこになる恐怖が、いま言ったような〝過ちの発覚〟だったら……」

　そして言った。




「もしそうなら、今までの石の詰まった死体は〈泡ほう禍か〉のせいで発生した死体じゃなくて────〝赤ずきん〟、つまり斎藤愛さんが、この事件の発覚を防ぐために死体に対してやったことかもしれないんです」




「!!」

　蒼あお衣いの立てたこの想定の、最悪の場合のケース。

　その内容に神か狩がり屋やが息を吞のむ気配がして、そして数秒の沈ちん黙もくの後、乾かわいた声で言った。

「白しら野の君……もしそうなら……」

「はい」

　蒼衣は頷うなずいた。

「もしそうなら────斎さい藤とう愛まなさんは、すでに完全に狂ってます」

　今まで以上に低く潜ひそめた声で、しかし蒼衣はそう、はっきりと言い切った。

「とにかくこのままじゃ、勇ゆう路じ君が危険かもしれません」

「…………」

　雪ゆき乃のはそれこそ髪かみの毛の先ほども取り乱すことはなかったが、腕うで組ぐみしたまま、鋭い目を開けて前を見つめた。

　その三人だけの沈ちん黙もくの中で、蒼衣は最後に一言、こう言って、締めくくった。




「〝針の道〟じゃ多分……狼おおかみは、止められません」




　………………




　　　　†




　………………




　お父さんも、お母さんも、律りつ子こも、そして環たまきも。

　みんなみんな、あの〝赤マント〟に、殺されてしまった。

　それはあの、〝お人形〟の呪のろいだ。マナは〝赤マント〟の正体を、実は知っていた。

　神社に埋うめた、環の人形。

　見たのだ。小学生のマナは、二年ほど前のある日、見てしまったのだ。

　あの凜りんによる惨ざん殺さつが行われた日から罪悪感に苛さいなまれ、マナはそれからというもの人形を埋めた場所に行って密ひそかに幾度も手を合わせていた。自分の意思ではないとはいえ友達の大事なお人形を盗ぬすんで、それを鋏はさみで切ったという罪悪感は、マナの中ではひどく子供っぽい禁きん忌きとして心を苛さいなむ原因となった。

　それを埋うめたのも、マナだ。

　神社の建物の軒のき下したに、隠かくすようにして埋めた。

　ただマナは、凜りんには知られないようにこっそりとその上に石を置いた。

　せめてお墓にしようと思ったのだ。そしてマナは、悪い夢を見たり悪いことが起こったり、環たまきやお人形への後ろめたさが蘇よみがえるたびに、その場所にこっそりと行って、手を合わせて許しを乞こい願っていた。

　これまで積極的な悪事に関わったことなどないマナにとって、あの出来事は、その後の不運の原因を全すべてそこに求めてしまうくらい、真剣な棘とげとなって心の中に残った。

　これをきっかけにして凜が共犯者という名の暴君と化し、その強烈な積極性を持った邪じや悪あくにマナを巻き込み始め、マナが身の不幸を嘆いて悪事の発覚を恐れるようになったことも、原因を原体験である人形殺害に求めてしまう傾向に拍はく車しやをかけた。

　何年も何年も、この〝お参り〟は続いた。

　ただそれが形になるのは唐とう突とつだった。ある日、その時もまたお人形のお墓に謝りにやって来たマナの目の前で、お墓のある神社の軒のき下したから、まるでお人形のように人間の形を不器用に模した真っ白な肉の塊かたまりが、ずるずると這はい出して来たのだった。

　その白い〝肉人〟は、神じん社じや森もりの中に消えた。

　残った穴にあったのは、切り取られた人形の頭と手足だけだった。

　慌あわてて掘っても探しても、胴どう体たいはなかった。そしてマナは理解した。あの真っ白い不ぶ気き味みな〝ヒトガタ〟こそが──────きっとあの〝お人形〟が姿を変えた存在なのだろうと、そう確信した。

　掘り返した〝お墓〟の前にへたり込んで、震えながら思った。

　マナがあの時、凜の言うことを聞いてやってしまった過ちが、あんな形をとって、這はい出してきたのだと。

　小学生のマナが犯し、今まで胸の奥に秘めて隠してきた、あの過ちが。

　きっといつかあの〝お人形〟は、マナの犯した罪を告発するために、姿を変えてマナの前に現れるだろう。

　この森の、この町のどこかに、〝それ〟はいるのだ。

　そしてマナはそれからというもの、〝それ〟を恐れて、過ごしていた。

　ただ、マナが恐れたのはその異常な現象ではなかった。〝ヒトガタ〟そのものでもない。マナが心の底から恐れたのは現実とは思えぬ不可思議な現象ではなく、それをきっかけにあの過ちが発覚すること、それだけだった。

　気弱で空想がちなマナにとって、何よりも恐ろしいのは理由を問わず他人から叱しつ責せきされることだったのだ。

　怒られ、嫌きらわれることが怖かった。

　環たまきに。大人おとなに。マナはいつか〝お人形〟がマナの前に現れることに怯おびえて暮らしていたが、何ごともないまま、ひたすらに月日が過ぎた。

　それでも一日たりとも忘れず、覚かく悟ごも決まらず、怯おびえ続ける日々。

　そのまま一年以上、小学校を卒業して中学生になってもその密ひそかな怯えは続いていたが、あるとき年下の子供たちから噂うわさを聞いた時、来るべきものが来たのだと衝しよう撃げきを受けた。

　すなわち、〝赤いアクセサリを頭につけた人をさらい、殺す、赤マント〟。

　忘れもしない、目も覚めるような赤いリボンをしたお人形をさらって、惨ざん殺さつしたあの出来事と、完全に重なった。

　復ふく讐しゆうが始まった。そう思った。

　あの〝お人形〟が、自分が遭あわされたのと同じ目に人間を遭わせて、同時に密かにマナたちに、警告しているに違いなかった。

　凜りんは、そんなことは忘れてしまったように、気づいていない。

　マナは悩んだ。何日も何日も、体調を崩くずすほど、どうしようか悩んだ。

　そしてせめてもう一度神社に謝りに行こうと、そう決めた。しかし神社に入るのが怖くて、何日もまた悩んでいるうちに、律りつ子こがついて来てくれることになって、ようやくマナは久しぶりに神社に足を踏み入れたのだ。

　そうして────律子は、犠ぎ牲せいになった。

　マナは逃げ出し、寝込んだ。勇ゆう路じを始めとするみんなが心配して集まって来てくれたが、それでも原因の全すべては、言うことができなかった。

　隠かくし事に隠し事を重ねて、怯える日々。

　そしてそんな日々は、とうとう今日に、今に、行き着いてしまったのだ。




「────ゆ、ゆーくん……」




　勇路の叫び声に、マナは血の池の広がる暗くら闇やみの中で、ぼんやりと振り返った。

　室内に入って来たニセモノの環を、ニセモノのお父さんやお母さんや律子が家に来た時と同じように隠し持った鋏で刺し殺し、外でパジャマの前に石を溜ためて来て、凜が言った通りに傷口からせっせと石を詰め込んでいたマナは、勇路を振り返った。

「斎さい藤とう……お前……」

「ち、違うの、ゆーくん。これは違うの……」

　恐怖に彩られた勇路の言葉に、心も体も疲れ果てたマナは言う。

　見られた、大変だ、誤ご魔ま化かさなきゃ……しかし必死で何かを言おうとしたが頭は回らず、言葉も見つからず、目を泳がせるばかりだった。

「ちょ……ちょっと待っててね」

　仕方なく、マナはそう言って、目の前の〝死体〟に目を落とす。

　そして尻しり餅もちをついた状態からではここしか刺すことができなかった、〝環たまきに化けたモノ〟のお腹なかに、赤黒く開いた傷に手をかけて、弾だん力りよくのあるお腹の肉を、ぬちゃ、と音を立てて、頑がん張ばって押し開いた。

　そして、




　にちっ、




　とパジャマのお腹に抱かかえた石を摑つかんで、また一つ、お腹の中に押し込んだ。

　石は、肉が押し返してくる柔やわらかい抵抗の感かん触しよくを手に伝えながらお腹の中に潜もぐり込み、すでに奥に入っている石にごりっと硬く突き当たって、そのまま斜めにずれて奥に収まった。

　傷口の中に突っ込んだ手は、血と脂あぶらでぬるぬると気持ち悪い。

　石せつ鹼けんで洗ってもなかなか取れない。お父さんやお母さんや律りつ子このニセモノに、同じことをした時も、大変だった。

「い、急いで終わらせるから、待ってて。そしたら……せ、説明、する……から」

　とにかく今は、こちらが先だった。

　ちゃんと凜りんが言った通りに石を詰めておかないと、また生き返って、鋏はさみで切ってしまったマナの罪という秘密を脅おびやかそうとするからだ。

　急がなきゃ。でも勇ゆう路じは、ちゃんとマナの話を聞いてくれるだろうか？

　どうしよう。怒られたくない。マナは半泣きで、まるで小学校の給食の嫌きらいなものが食べられずに、休み時間も居残りで食べさせられているような気分で、勇路の見ている前で〝死体〟に石を詰め続けた。

「…………」

　暗い部屋で、黙々と、マナ。

　そんなマナへ背後から、勇路のかすれた声が、かけられた。

「お……おまえ……それ……」

「ち、違うの……」

　マナは答える。

　しかし勇路の問いは、それで終わらず、なおも続いた。




「その血は……」

「違う……違うの……」




　マナは答える。




「その服は……」

「違う……違うの……」




　答える。




「その手は……」

「違う……違うの……」




　答えになっていない答えを。




「その石は……」

「違う……違うの……」




　マナは、答える。




「その死体は……」

「違う……違うの……」




　答える。

　そして勇ゆう路じの問いが、そこで、止まった。

　視線がマナの傍かたわらに、向けられていた。

　そこにあるのは────




「じゃあ……その……その鋏は、一体何なんだ!?」




　一いつ瞬しゆん。







「────わあっ!!」







　瞬しゆん間かん、マナは一ひと声こえ絶叫し────環たまきたちを刺し殺した鋏はさみを摑つかんで振り返って、勇ゆう路じのお腹なかへ向けて思い切り鋏を突き刺した。







　　　　３




『向こうに見える赤いランプの倉庫……あそこね』




　耳元で囁ささやく、風かぜ乃のの声。

「あ、運転手さん、ここでいいです。止めてください」

　その声に従って消防倉庫の赤いランプとシャッターを確認するや、蒼あお衣いはすぐさまそう言って、タクシーを止めさせた。

　蒼衣を先頭にぞろぞろと降りる、後部座席の四人。しかし四人目の凜りんが車を降りようとしたその時、蒼衣はそっと手で遮さえぎって、凜の降車を押しとどめた。

「……？」

「いろいろありがとう。東海林しようじさん、君はこのタクシーにお家まで送ってもらって」

　怪け訝げんな顔をした凜に、蒼衣は言った。

　これから先には連れて行けない。しかし予想はしていたが、蒼衣がそう言った途と端たん、凜の表情が険しくなった。

「！　やです。私は本当のことを知るために、わけわからないのに質問しないで、言われた通り協力したんですよ？」

「うん、騙だましたみたいになってごめん」

　蒼衣は申し訳なさそうに言う。

「感謝してる。でもこれ以上は、もう駄だ目めなんだ」

　そう言うと蒼衣は、支払いを終えた神か狩がり屋やが、察して差し出してきた千円札を受け取り、そのまま凜に握らせた。

「……じゃ、運転手さん、この子、お願いします」

「ちょっと！　私も！」

　慌あわてて蒼衣の手を押しのけようとする凜。

　その凜の両肩かたを蒼衣は、とん、と押して。

「ごめんね」

　済まなそうに微笑ほほえんだ。

「……じゃあ、お願い。颯さつ姫きちゃん」

「あ、はい」

　颯さつ姫きが答えると、それと同時に凜りんの背後に、記き憶おくを喰う見えない赤い〝蟲むし〟が、瞬またたく間に座席やドアやマットの隙すき間まから這はい出して、あっという間にタクシーの中をざわざわと埋うめ尽くし始めた。




　………………




　　　　†




　……!!




　どん、




　と痛みより先に感じたのは衝しよう撃げきと、腹の中の異物感じみた不快。

「…………お……」

　その一いつ瞬しゆんの後、ぎゅっ、と腹を絞しぼり上げる感覚と共に全すべてが重い痛みに変わり、勇ゆう路じは反射的に自分の腹に刺さった鋏はさみをマナの手ごと摑つかんで、どさ、とその場に座り込んだ。

「……う…………！」

　腹に深々と刃は物ものが刺さっている感覚に、腹から広がるおぞましい悪お寒かん。

　勇路の身体からだは、鋏の刺さった腹以外の全身から力が抜けて、辛かろうじて鋏とマナの手を押さえ込む腕うでには必死の力が入っていたが、その両手はぶるぶると震え、指先は痺しびれたように感覚がなくなっていた。

　噴ふき出す、冷ひや汗あせ。

「あ……」

　そんな勇路に鋏を突き刺し、両手で鋏を握り締め、泣き顔で勇路の目の前にいる、マナ。

　これまで見たもの、そしてこの状況が、まるで信じられないほど、あまりにもいつも通りの様子のマナ。

　勇路はようやく全てを理解して、絶望的な思いにかられた。




　マナは狂ったのではない。

　これまでもずっと、狂っていたのだ。




　家にいる時も。学校にいる時も。

　気弱げに黙っている時も。寝込んだ時も。

　どん臭くさい失敗をした時も。泣きべそをかいている時も。

　勇ゆう路じの言葉に萎い縮しゆくし、勇路に手を引かれて走り、勇路に置き去りにされて不安そうにしている時も────すでにマナはどうしよもないほど普通に、隠かくすことさえせずに、しかし誰にも気づかれずに、完かん璧ぺきに狂い果てていたのだった。

「お……」

　苦く悶もん混まじりの、勇路の呻うまくような声。

「おま……え……」

　その勇路の形ぎよう相そうに、マナは一いつ瞬しゆんびくんと肩かたを飛び上がらせ、涙なみだ声ごえで言った。

「ご……ごごごごめんね……ゆーくん……」

「………………」

　震えているマナ。その返答は、勇路の絶望感を深める。

　こんなもの、気づくわけがない。自分が疑いもなく守ろうとしていたものが、最初から狂っていたなど、気づくわけがなかった。

　勇路は、マナの多くを理解していた。

　弱々しい幼おさな馴な染じみの思考、行動、性格、その多くを。

　例えば今、マナに「何故なぜだ？」と理由を訊たずねても、全く答えられないことは聞かなくても分かる。それほどにはマナを理解していた。ただ、理解していたそれが狂っていたのだという、その一点だけを、知らなかっただけなのだ。

　恐らくゆっくりと、相当な昔から。

　今日まで勇路たちが誰も気づいていなかった、環が化物にすりかわられていた────家の荒れようを見るに、少なくとも二年は昔から。

　知らない間にとてつもなく昔から、勇路のすぐ近くで密かに〈泡ほう禍か〉が進んでいたのだ。

　完全に人間と生活を擬ぎ態たいして、誰にも気づかれずに隣りん人じんを殺してすりかわっている、そんな化物がずっと、この〝町〟には巣食っていたのだった。

「ぐ………………!!」

　絶望感に歯嚙がみする、勇路。

　しくじったのか？　おれのせいか？

　瑞みず姫きが死んだのも、環たまきや律りつ子こが死んだのも、全部おれのせいか？

　今なら言える。おれのせいだ。〈騎き士し〉であるおれが気づかずに招いたことなら、おれが命をかけて殺さなければならないことは、自明だった。

　マナを。

　目の前で泣きべそをかいている、この弱っちい幼馴染を。

　おそらく、近づくこともできずに見殺しにしてしまった、ベビーベッドの中の妹を投影していた、この少女を。

　殺す。

　思っただけで血の気が引く。

　自分の中の最も深い場所にある禁きん忌きに触ふれて、目の前が冷たく、暗くなる。

　体に力が入らない。だがこのままでは何もできないままに、自分はほどなく意識を失って、何もしないままに命を失うだろう。

　自分のせいで死んだ、瑞姫に報いれないまま。

　瑞みず姫きに語っていた〈騎き士し〉の理想から、最も遠いところにいるまま。

　不意に、自分のシャツの裾すそをつまんでいた瑞姫の手の小ささを、思い出した。




「みず……き……」




　愕がく然ぜんとした。胸に巨大な穴が開いた。今まで当たり前で、むしろうざったいと思っていたその些さ細さいな行為の、今の今まで全く気づいていなかった小ささと重さに、胸の中が黒い感情に押し潰つぶされそうになった。

　吐はきそうなほどの猛もう烈れつな感情。

　爆発的な悲しみと憎ぞう悪おと自己嫌けん悪おが全身を巡めぐって、感覚を失いつつあった手に、不快な感覚が戻った。




「……ああ…………ああああああああああああああああああっ!!」




　絶叫。震える左手にありったけの力を込め、襟えりから安全ピンを引き毟むしった。

　殺す。マナも自分も全すべて殺す。全ての存在が許せなかった。勇ゆう路じは手にした安全ピンを思い切り頭上に振り上げて、マナも、自分も、この場所にある全すべてへ対しての憎悪を叫びながら自分の腕うでへと──────




「〈自由を奪うモノは────〉!!」




　みし、

　と入口に、こちらに鋏を向けた笑美が立っていた。

「────あ」




　ばちん!!




　…………………………

　………………………………………………




　　　　†




　…………




　ごぼっ、




　と口から血を吐はき出して、その華きや奢しやな頸くびの半ばほどまでを切断されたマナが、凄すさまじい量の血を首から溢あふれさせながら、くたりと勇ゆう路じの膝ひざに突っ伏した。

「………………ぅ……え……？」

　悲鳴とも呻うめきとも疑問とも、何とも形容しがたい声を上げて、呆ぼう然ぜんとそれを見下ろし、固まる勇路。

「…………」

　その光景を、じっ、と無言で見つめる笑え美み。

　そして────




「……君とはもう少し早く会いたかったな。〝最初の赤ずきんちゃん〟」




　溜ため息いきのようにぽつりと言いながら、白しら野の蒼あお衣いは、血の海と化した集会場に、雪ゆき乃のや神か狩がり屋やと共に、沈痛な面持ちで足を踏み入れた。

「馳はせ尾お君、命拾いしましたね」

　神狩屋が勇路に歩み寄りながら、言う。

「さっきそこで四し野の田ださんを見つけて説得しなければ、四野田さんは間違った方向に思い詰めたまま、君を殺してたかもしれません。白野君に感謝してあげてください」

「ふざけんな……！」

　勇路は近づいて傷の様子を見ようとした神狩屋の手をはねのけて、睨にらみつけた。

「…………おまえら……斎さい藤とうを……」

「その子は、とっくに〝狼おおかみ〟に成り代わられてた」

　そんな勇路に、蒼衣は言った。

「誰の助けも来ない森の家の中で。君のせいじゃないし、誰のせいでもない。この結末は誰にも変えられなかったと思う」

「…………！」

　憎悪の込もった勇路の視線に対して、部屋の中に立った蒼衣は、言い訳するように、軽く目を伏せる。

「君は、〝狼おおかみの声なんかに耳を貸さない赤ずきん〟だった」

　それでも続ける、蒼あお衣い。

「だから君がこういう形で〝狼〟と対たい峙じするのは、必然だったんだ」

「ぐ……！」

「君が狼を途と中ちゆうで止められなかったことも、必然だった。君の持っていた武器は〝針の道〟だから、狼が家に着いてしまうことは、どうやっても止められなかった。

　だから笑え美みさんや僕らみたいな〝狩人かりうど〟がいたんだけど…………森で狼に耳を貸さない赤ずきんは、当然狩人の言うことも聞かない。〝配役〟の行動も〈泡ほう禍か〉の一環だから、慰なぐさめにはならないかもしれないけど、君のせいじゃない」

「…………黙……れ……」

「これは予想だけど、少なくとも二年は前に〝赤ずきんの振りをして訪ねて来た狼〟────つまり〝人形〟が、遠とお屋や環たまきさんの家を訪ねたはずなんだ。もうこの時には全部始まってた。それを君は、止められた？」

「黙れ……っ！」

　叫ぶ勇ゆう路じ。しかしその途と端たんに「ぐっ！」と呻うめいて、鋏はさみの刺さった腹を押さえ、顔を上げたまま前のめりになり、畳たたみに爪つめを立てた。

「…………っ！」

「……無理しないで。神か狩がり屋やさんに治してもらうといいよ」

　言うべきだと思ったことだけを全すべて伝えきると、蒼衣は最後にそう言った。

「僕らは、もう行くから」

「待て…………どこに……！」

「多分、この町にはまだ、〝人間のふりをした狼おおかみ〟がたくさんいる」

　そして蒼衣は、背を向ける。

「だから、後片付けをしないといけないんだ。僕には、何もできないけど」

「…………！」

　強烈な血の臭においの中、蒼衣はそれらに背を向けて、外へ向かう。

「……待……て……」

「…………」

　背後から聞こえる勇路の声に、しかし蒼衣はもう、振り返らなかった。

　そして冷たい目をした雪ゆき乃のと、哀かなしげな表情の笑え美みが、それぞれ勇路を気にしながらきびすを返し、蒼衣に続いて部屋を出た。

『……〈アリス〉。あなたは優しい子ね？』

　くすくすと、黒いレースのリボンと黒くろ髪かみが、そんな蒼衣を横から覗のぞき込む。

『言ってあげればいいのに。私なら大体の〈異い端たん〉は会っただけで分かるから、最初から協力してくれれば、少なくとも岡おか知ち沙さ都とと田たの上うえ瑞みず姫きは死ななくても済んだはずだ、って』

「………………」

　残ざん酷こくな提案に、蒼あお衣いの表情の方が歪ゆがむ。

『うふふ……可愛かわいい子』

　蒼衣の表情を見て、むしろそれが目的だったように、目を細める風かぜ乃の。

　蒼衣は重苦しい思いで内戸から、上がり口に足を下ろす。

　血ち塗まみれの玄げん関かんに下りるとそこには、颯さつ姫きが瑞姫の遺い体たいを見下ろして、ぽつんと一人、立っていた。その様子に蒼衣は思わず足を止め、何と言えばいいのか分からかったが、それでも声をかけた。

「颯姫ちゃん……」

「あ……」

　振り返る颯姫。目に涙なみだが浮かび、頰ほおが濡ぬれていた。

「颯姫ちゃん、大丈夫？」

「あ、ごめんなさい……大丈夫です」

　颯姫は答えると、慌あわてて両手の袖そでで、ごしごしと顔を擦こすった。

「これから、お仕事ですよね？　大丈夫です」

「いや、そんなわけにも……」

　さすがに蒼衣は気き遣づかう。

「無理しなくていいよ。こんなの、ショックだろうし……」

　しかし蒼衣の言葉に対して颯姫は、泣き顔のまま蒼衣を見上げて笑った。

「さ、颯姫ちゃん？」

「大丈夫です」

　戸と惑まどう蒼衣に、颯姫は目元を擦こすりながら、泣き笑いで言った。

「いいんです。ショックなんですけど……悲しいんですけど……妹が死んじゃった悲しみはこれでいいのかな、って、それが分からなくて…………分からないのに悲しんでるのが可笑おかしくて…………きっとそんな変な悲しみ方なんかして欲しくないと思うから、いいんです。もう行きます」

　普通でない生まれをしたせいで、歪ゆがんだ『普通』に縛しばられ続けている少女。

　そんな彼女に対して、普通を愛してやまない蒼衣は、しかし何も言ってやることが、できなかった。

「…………そっか」

　辛かろうじて蒼衣にできたのは、そう言って微笑ほほえみかけることだけ。

　しかしそんな息が詰まるような感かん慨がいを、雪ゆき乃のは冷れい徹てつに、早々に流した。

「で、どうするの？」

　さっさと蒼あお衣いの脇わきを通り抜けて外に出た雪ゆき乃のは、蒼衣に向けて言った。

　カッターナイフを手にして立つ雪ゆき乃のと、鋏はさみを手にして立つ笑え美み。そんな二人はこれから『狩り』に向かうのだ。

　この町に潜ひそんでいる人間に化けた〈異い形ぎよう〉を、風かぜ乃のが探し出し、残らず殺さつ戮りくする。

「白しら野の君は、何ができるの？」

　そんな雪乃はいつも以上に、詰きつ問もん調ちように言う。

「〈悪夢〉を覚ましてくれる〈目め醒ざめのアリス〉は」

　機嫌が悪そうだった。揶や揄ゆも含まれている。蒼衣は溜ため息いきをついて、肩かたを落とす。

「……いや、残念だけどもう、僕には何もできないよ」

　蒼衣は答えた。

「僕がこの〈悪夢〉を壊こわしても、多分、ううん、間違いなく被害者は帰って来ないと思う。何人いるか分からないけど、人間に化けてた〈泡ほう禍か〉がいなくなって、あとには物もの凄すごい数の行方ゆくえ不明者が残ることになると思う。もしそうなったら把は握あくしきれないぶん、始末がつけられずに、大騒ぎになる。一人一人探し出してそれぞれにケアしないと、この〈悪夢〉はなくならない。〈泡禍〉はなくなっても、〈悪夢〉が現実に傷をつけて、その傷は消えない」

『……そうね』

　蒼衣の言葉に呼応して、血染めの玄げん関かんに座った、風乃が笑った。

「この町は長い間、たくさん〈悪夢〉と一緒にいすぎたんだ」

『蝶ちようの幼虫に産みつけられた、寄き生せい蜂ばちのようにね』

「だから〈悪夢〉を壊こわしたら────穴が大きすぎて、みんな気づいて、壊れてしまう」

『そう、私たちと同じように。いつかこの身を食い尽くす〈悪夢〉の卵を魂たましいに宿した、ただ残ざん酷こくな終わりに向かうだけの、絶望の孵卵機インキユベーター』

　謳うたう風乃。

『そうよ、賢かしこい〈アリス〉。悪夢はね、覚めてもなくならないの』

「…………」

『それがあなたの限界よ。〈アリス〉』

　酷ひどく残ざん酷こくで慈悲深い、目を細めた、風乃の笑み。

「ごめん、雪乃さん。任せるよ」

「……な、何よ」

　神しん妙みような蒼衣の言葉に、雪乃は不満と戸と惑まどいと照れを混ぜたような表情をした。

「言われるまでもない。当たり前でしょ。大体最初から、私の仕事だわ」

「うん……お願い」

　困ったように笑う、蒼衣。

　むっ、とそっぽを向く雪ゆき乃の。だがそうしていた雪乃は、町の彼方かなたの方を見たまま、急に神しん妙みような声で言った。

「……じゃあ、任されるついでに一つ注文していい？」

「あ……何？」

「白しら野の君は、もう帰って。役に立たないんだから」

「え……？」

　今度は蒼あお衣いが戸と惑まどう番だった。

　風かぜ乃のが囁ささやいた。

『見られたくない、って言ってるのよ。お姫ひめ様は』

「え？」

　わけが分からずぽかんとする蒼衣に、風乃は嫣えん然ぜんと微笑ほほえんで言った。




『つまりね────ここまで大量の〈泡ほう禍か〉が密接に人の生活に混ざってたら、少しくらいの巻き添えは構わず、虐ぎやく殺さつして、町を焼き払うしかないのよ。自分が同じことをしてるところ、あなたは雪乃に見られたい？』

「………………!!」




　絶句した蒼衣が目を向けた先では、雪乃がカッターナイフを手に感情を殺した厳しい雰ふん囲い気きで彼方かなたを見つめ、そしてその脇わきに立った笑え美みが、今までもそういう〝役目〟を続けて来たに違いないひどく疲れたような目で蒼衣を見て、言い訳するように小さく微笑ほほえんだ。




　…………………………

　………………………………………………
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　　　終章　　赤ずきんは腹のなか







　ある山あいのベッドタウンで、大きな火事があった。

　放火の疑いもあるというこの火事は、折しも強く吹いていたと思われる風に煽あおられて三時間にわたって燃え広がり、消火活動の不ふ手て際ぎわもあって合計二十三棟むねをほぼ全焼させて、行方ゆくえ不明者を含む多数の死傷者を出して、ようやく完全に消し止められた。

　ニュースにもなったほどの大きな火事だったが、しかし当事者たち以外の誰の印象にも残らず、続報もない事件はすぐさま人の記き憶おくから忘れられた。

　そしてその一部は、当事者の記憶からも────異様に早く忘れられたという事実に、気づく者は誰一人としていなかった。




　　　　†




『……準備はいい？　雪ゆき乃の』

「うるさい。さっさと始めて」

『うふふ、それじゃあ────〈愚おろかで愛いとしい私の妹。あなたの身と心とその苦痛を、全すべて私に差し出してくれる？〉』

「────〈あげるわ〉」




　直後、くぐもった悲鳴と同時に血の色をした地じ獄ごくが夜の街に出現した。

　斎さい藤とう愛まなの自宅を中心にした、数ブロックの住宅街。その通りを漆しつ黒こくの衣い装しようを着て嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ少女が闊かつ歩ぽすると、それに従って次々と住宅から火の手が上がり、瞬またたく間に手の施しようがないほどの火勢を上げて燃え広がった。

『……あのおうちに、狼おおかみが一人』

　陶とう酔すいしたように目を細めた風かぜ乃のが呟つぶやき指差すと、その民家の一室の窓があっという間に炎ほのおの色に変わる。

『あのおうちは、みんな狼に食べられた、抜け殻がら』

　指差した家は窓という窓が瞬しゆん時じに真まっ赤かに変わり、内側から食われるようにして隙すき間まから炎が噴ふき出し、夜の通りを照らし出す。

　白い華きや奢しやな指がタクトのように振るわれるたびに、その家の中が焼しよう却きやく炉ろに変わる。

　爆発するように家が炎えん上じようし、火勢に負けた窓が破は裂れつして炎が噴き出すと、その火か焰えんと火の粉が表通りを炙あぶり、炎ほのおの色で塗り上げた。

　その照らし出された道を、時とき槻つき風かぜ乃のは女王のように微笑ほほえんで、傲ごう然ぜんと足を進めた。

　そんな風乃の後ろには火事を追う颯さつ姫きと笑え美みがたまたま召めし使つかいのように従い、その周りを見えない赤い〝蟲むし〟が、女王の道行きに敷かれた絨じゆう毯たんのように、びっしりと道を覆おおっていた。

　火のついた家からは時おり住人が避ひ難なんして飛び出して来たが、道の真ん中に立つ女王の存在には誰一人として気づく者はなかった。そしてそこにいない己おのれの家族の部屋が炎に巻かれているのを見て絶望の叫びを上げても、手を下した狂気の女王がすぐ傍そばにいることに、誰一人として気づく者はなかった。

　真の〈雪の女王〉は次々と村に潜ひそむ〝人じん狼ろう〟を火刑の炎に投げ込んでゆく。

　何も知らない村人が慌あわてふためき泣き叫んでも、〝狩人かりうど〟を引き連れた魔ま女じよ狩がりの女王は、一いつ顧こだにもしない。

　時には炎に巻かれた〝人狼〟が部屋から飛び出そうとすることがあったが、そんな〝人狼〟は笑美が鋏はさみを一振りしただけで首が落ち、元の劫ごう火かの中に消えていった。

　それが本当に〝人狼〟だったのか────〝女王〟以外に、知る者もないまま。




「……こんなこと、よくあるんですか？」




　喫茶店『アプルトン』の二階の窓から赤い空を見ながら、蒼あお衣いが暗い表情で、訊たずねた。

　問いかけた相手は神か狩がり屋や。蒼衣たちは怪け我がで気を失った勇ゆう路じと、そして惨さん状じようを隠かくすために健けん太た郎ろうをコミュニティセンターに残して、『アプルトン』へと引き上げて、帰り支じ度たくをしながら〝作業〟の終わりを待っていた。

　この部屋には雪ゆき乃のもいる。雪乃は蒼衣に「帰れ」と言ったが、実質的にすぐには無理だったからだ。雪乃は、風乃が街へ陵りよう辱じよくの限りを尽くす代だい償しようとしての苦痛に苛さいなまれながら、腕うで一面に開いた傷口を押さえて、一階で使っていた血染めの毛布を部屋に持ち込んで、その上に険しい表情をして座り込んでいた。

　そんな部屋で、ぽつりと、蒼衣の問い。

「こんなこと？」

　神狩屋が問い返す。窓際に椅い子すを持ってきて頰ほお杖づえをついた二人は、あまり目を合わせずに、そうやって会話をしていた。

「あんなことです」

　蒼衣は神狩屋の問いに、炎の色をした空を指差す。

「ああ……多くはないけど、たまにあるね」

　答える神狩屋。少し言いにくそうに。

「そうですか……」

「比較的大きめの〈泡ほう禍か〉が長く見過ごされたり、〈異い端たん〉が気づかれなかったりするとこんな〝残党狩り〟みたいなことになる場合も時々ある。〈潜せん有ゆう者しや〉や〈異い端たん〉の問題が解決しても、一度浮かび上がった〈悪夢〉そのものは消えないからね。白しら野の君は────一つの集落が一夜にして地図から消えるとか、そういうことは信じるかい？」

「まさか……」

「信じない方が幸せだろうね。参加しないで済むなら、なおいいよ」

　神か狩がり屋やは例のどこかぼんやりとした口く調ちようで言う。気づけば窓の外に広がる夜の空に、消防車のサイレンの音が、響き渡り始めた。

「〝狩り〟か……」

　蒼衣は溜ため息いき混まじりに、呟つぶやいた。

　何もできないままにこんな事態になった。蒼あお衣いにできたのは最後の最後に立てた予想を元に斎さい藤とう愛まなへの対応が先決だとコミュニティセンター近くにいた笑え美みに訴え、勇ゆう路じの命を救ったことだけだった。

　雪ゆき乃のの負担の軽減にさえならなかった。

　誰にも感謝されないことは気にならないが、これだけは溜ため息いきが出る。

「……」

　そしてこの、火事。

　あくまでも普通の人間である蒼衣は、この実行者側でありながら、どうしても火事に遭あわされた方の立場で見てしまう。

　ここまでしなければならないものなのか？

　蒼衣は〈騎士団オーダー〉の隠いん蔽ぺい方針について、密ひそかに思っていたことを、口にした。

「神狩屋さん……質問、いいですか」

「なんだい？」

「あの、前々から思ってたんですけど、ひょっとして僕らが普通の人から隠かくしてるのは、〈泡禍〉じゃなくて……」

「…………ああ、やっぱり白しら野の君は気づいたね……」

　神狩屋は一いつ瞬しゆん沈黙すると、空の色を眼鏡めがねに映したままで、溜息混じりに言った。

「やっぱり……」

「そう、〈泡禍〉も、だね。それから僕ら〈保持者ホルダー〉の存在だ。誰だって隣りん人じんが誰にも知られずに〝こんなこと〟ができる人間だと知ったら、怖くもなるだろう？」

　淡々と、神狩屋。

　そして、




「白野君……かつて中世のヨーロッパでは、狼おおかみは本当に人々の恐怖の対象だったんだ」




　そのまま神か狩がり屋やは、そんな言葉を続けた。

「それこそ『童話』に悪役として出てくるほどにね。森の中に住む殺さつ戮りく者しやである狼おおかみは、家か畜ちくなどを狙ねらって森から現れて、接した村や都市の住人や旅人を、それこそ毎年に何人も牙きばにかけていたんだ。中には一頭で何十人もの人間を喰い殺して、領主が騎き士しや兵隊を連れて討とう伐ばつに向かうような事態もあったそうだ。そして有名な『ジェヴォーダンの獣けもの』なんかを始めとする、狼伝説がたくさん生まれるほどの直接的な脅きよう威いだったんだよ。

　でもだんだんと人間が強くなって、本当の狼の恐怖が薄うすれてくると、やがて恐怖の代名詞である狼は象徴として人間に当てはめられるようになった。ペロー版の『赤ずきん』のように、人間のたとえ話でしかなくなった。つまり結局、人間にとって本当に恐ろしいのはやっぱり人間なんだよ。狼は、その象徴でしかなくなった」

「……」

「僕らはみな、〝人じん狼ろう〟なんだ」

　複雑な表情で聞く蒼あお衣いに、神狩屋は言う。

「狼を宿してしまった人間。だから僕らは隣りん人じんに知られないように、知られて狩られないように、狼なんていないんだと隠かくし続けるために、見つけ次第こうして手段を選ばず狼を狩り続けてゆくしかないんだよ」

　蒼衣は神狩屋から目を離し、外を見る。

「……同じですね」

「そう、同じなんだ」

　神狩屋も頷うなずいた。




「つまらないことを必死で隠し続けた、あの〝狼に成り代わられた赤ずきんちゃん〟と、僕らは同じなんだよ」




　溜ため息いき。外からの風が、生なまぬるかった。

　突然、雪ゆき乃のが唸うなった。

「……私は、関係ないわ」

　ぎょっとして二人が振り返る。

　見つめたり心配したりすると怒るので、どうしても視線を外さざるを得なかった雪乃が、傷の塞ふさがらない腕うでを押さえて、凶きよう暴ぼうかつ凜りんとした目で二人を睨にらみつけていた。

「だから私は〝普通〟なんていらないって言ってるのよ。捨てられないなら一生、〝普通〟の中に浸つかって悩み続けてればいいわ」

「……」

「自分のいる場所に悩んでるくせに、そこに私を引き込もうとしないで」

　誇ほこり高い狼おおかみのような、雪ゆき乃のの瞳ひとみ。

「いや……確かにそうだね。返す言葉もない」

　神か狩がり屋やが、肩かたを落とした。

　蒼あお衣いはしかし神狩屋とは逆に、そんな雪乃に、ふっと微笑ほほえんだ。

「……何よ」

「いや、別に」

　睨にらみつけられて、蒼衣は顔を外へ向けた。

　追及されても困る。別に笑みが漏もれたことに含みはない。ただ蒼衣はそういう歪ゆがんでいるくせに真まっ直すぐな理屈が────似ていると、そう思っただけなのだ。




　………………




　　　　†




　全すべてが終わった時、目を覚ました勇ゆう路じが健けん太た郎ろうを殴なぐりつけ、コミュニティセンターから逃亡したことを知らされた。

　この最後の〝赤ずきん〟がどんな結末へ向かっている赤ずきんなのか？

　それは蒼衣にも、予想することはできなかった。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずはこの本を手にとってくれた、貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　それからファンレターを下さった皆様。届いてます。ありがとうございます。

　どうも、甲こう田だ学がく人とです。ようやくこうして、『赤ずきん』の下巻をお送りします。

　短編など色々挟はさんだので、ちょっと間が開いてます。お待たせして申し訳ないです。次は間が開きませんように……と願ったり願わなかったり。




　先日、久しぶりに判はん子こを彫りました。

　私はあまり趣味の多いタイプではありませんが、その少ない趣味の中に『篆てん刻こく』という石を彫って判子を作るものがあります。

　書画とか掛け軸じくの隅すみに、名前などと一緒に小さく捺おしてある判子（落らつ款かん）がそれです。

　今まで何度か出版社や書店さんの企画でサイン本を作ったことがありますが、私のサインには自作のそれが捺してあります。

　ところが、今までは小部数しかサイン本なんか作ったことがなかったのですが、先日四十冊一度に作ることになりまして、その際に手が紫むらさき色いろに腫ふくれました。体重を込めて力一杯押し付けないと、この落款というやつは電撃文庫の紙には綺き麗れいに押せないのです。

　真面目まじめに四日間痛みが消えなかったので、これではいかんと素材を変えました。

　今度はゴム製です。楽に捺せます。おそらく今まで使っていた石の落款でサインを書くことはもうないと思うので、もし持っている方がいれば、だんだんこれから希少になってゆくかもしれません。

　同時にそれくらいに長く、小説を送り出し続けられればいいな、と思います。




　それでは今回も、最後に担当編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさん、そしてこの本の製作に関わってくれた全すべての方々に感謝を送りつつ────




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○七年十月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。周知の通り、著者近影は自らで描いています。最近、新しいパレットツールを試しているそうです。眼が光っていたり、今までと色味が変化していても、温かい目で見守りましょう！
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。ハサミの音が頭から離れなくなった前巻。今巻は最後まで震えが止まらなかったそうでして……。
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